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第１日

　　（開　会）

  補正予算８件

　新年度予算８件（予算審査特別委員会設置）

　条例関係７件

　計画変更２件

　指定管理者指定１件

予算審査特別委員会（現地調査）

大和中学校卒業式

　予算審査特別委員会（一般会計）

　決算審査特別委員会（一般会計･各特別会計･各公営企業会計）

　一般質問（５名）　　　　　

　　（午前）市田 実孝 議員・勝山 浩平 議員　

　　（午後） 中井 文忠 議員・藏　　 正 議員

　　　　 　前田 清和 議員 

　（最終本会議）

　条例関係４件

　同意１件

　予算審査委員長報告・新年度予算採決

　議員派遣，議会運営委員会継続調査申出

　（閉　会）
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令和６年第１回大和村議会定例会会議録

令和６年３月５日（火）

午後１時３０分　開　会

１　議事日程

　開会の宣告

　日程第　１　会議録署名議員の指名

　日程第　２  会期の決定

　日程第　３  諸般の報告

　日程第　４  行政報告

　日程第　５　承認第　１号

　日程第　６　議案第　１号

　日程第　７　議案第　２号

  日程第　８　議案第　３号

　日程第　９　議案第　４号

　日程第１０　議案第　５号

　日程第１１  議案第　６号

　日程第１２　議案第　７号

　日程第１３  議案第　８号

  日程第１４　議案第　９号

  日程第１５　議案第１０号

　日程第１６　議案第１１号

　日程第１７　議案第１２号

　日程第１８　議案第１３号

　日程第１９　議案第１４号

　日程第２０　議案第１５号

令和５年度大和村一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認

について

令和５年度大和村一般会計補正予算（第７号）について

いて

令和５年度大和村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）につ

いて

令和５年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）につ

いて

令和５年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）につい

て

令和５年度大和村集落排水事業特別会計補正予算（第４号）につ

いて

令和５年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）について

令和５年度大和村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）に

ついて

令和６年度大和村一般会計予算について

令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算について

令和６年度大和村大和診療所特別会計予算について

令和６年度大和村介護保険特別会計予算について

令和６年度大和村大和の園特別会計予算について

令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について

令和６年度大和村簡易水道事業会計予算について

令和６年度大和村集落排水事業会計予算について
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（施政方針及び提案理由説明）

（大綱質疑）

　日程第２１　令和６年度予算審査特別委員会の設置について

　日程第２２　議案第１６号

　日程第２３　議案第１７号

　日程第２４　議案第１８号

　日程第２５　議案第１９号

　日程第２６　議案第２０号

　日程第２７　議案第２１号

　日程第２８　議案第２２号

　日程第２９　議案第２３号

　日程第３０　議案第２４号

　日程第３１　議案第２５号

　散会の宣告　

大和村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例の制定について

大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

大和村消防団条例の一部を改正する条例の制定について

大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について　　　　　　　　　　　　

大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について　　　　　

大和村過疎地域持続的発展計画の変更について

大和村辺地に係る総合整備計画の変更について

大和村営ゲストハウスの設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

大和村報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制

定について

大和村観光公園施設の指定管理者の指定について

２　出席議員は次のとおりである。（７名）

　１番　　　市　田　実　孝　君    　　　　　　　　　 ６番　　 勝　山　浩　平　君

  ２番　　　前　田　清　和　君                　　 　７番   　中　井　文　忠　君

　３番　　　重　信　安　男　君    　　 　　　　 　 　９番　　 奥　田　忠　廣　君

　５番　　　藏　　　　　正　君

　　　　　　　　　　　 

３　欠席議員は次のとおりである。（０名）

                         

４　職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

　議会事務局長　　森　永　　　学　君　　　 　　主　　　　　査　　後　藤　美穂子　君



-  7  -

５　説明のため出席した者の職氏名

  村　　　　長　  伊集院    　幼　君　     　　教　  育 　 長　　晨　原　弘　久  君

　副　 村 　長　　仲新城　長　政　君　     　　教委事務局長    前　田　逸　人  君

  総 務 課 長    政　村　勇　二　君　 　　　　企画観光課長　　大　瀬　幸　一　君

　建 設 課 長　　早  川  勝　志  君       　　　　　　　　    　福　本　新　平　君

　教委指導主事    里　中　卓　麻  君       　　保健福祉課長　　早  川  理  恵　君

　　　　　　    　大　石　松　美  君 　   　　 大和診療所事務長　  松  﨑  泰  郎　君

  住民税務課長　　池　田　浩　二  君 　　 　　 大和の園園長　  勝　 　 健一郎　君

産業振興課長
兼農委事務局長

会 計 管 理 者
兼 会 計 課 長
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開会 午後 １時３０分 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ただいまから、令和６年第１回大和村議会定例会を開会いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配付いたしております議事日程のとおりであります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第127条の規定によって、５番、藏 正君、６番、勝山浩平君を指

名いたします。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第２ 会期の件 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第２、会期の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から３月21日までの17日間にいたしたいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日から３月21日までの17日間に決定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第３ 諸般の報告 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第３、諸般の報告を行います。 

 令和５年第４回定例会以降の議会活動につきましては、文書でお手元に配布しておりますので、

口頭報告は省略いたします。 

 ではこれで諸般の報告を終わります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第４ 行政報告 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第４、行政報告を行います。 

 村長から行政報告の申し出がありますので、これを許可いたします。 
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〇村長（伊集院 幼君） 

 皆さん、こんにちは。行政報告の前に、年明けの元日の日に能登半島の地震災害によりまして多

くの方がお亡くなりになり、心から御冥福をお祈りいたしますとともに、被災に遭われた方にお見

舞いと一日も早い復興を願うところでございます。災害がいつ起きるか分からないということで、

我々災害を指示する責務としてしっかり村民に情報をしっかり伝達できるように、体制づくりをし

っかりやっていきたいというふうに思うところでございます。 

 それでは、行政報告をさせていただきます。昨年12月定例会以降の行政報告でございますけれど

も、12月20日の日には、私ども今年度のタンカンＰＲ販売における大和市役所を表敬訪問し、市役

所への協力要請とＦＭ大和におけるラジオでのタンカンのＰＲもさせていただきました。おかげさ

まで１月末までの販売受付ということで、多くの方にタンカンの知名度もアップされたんではない

かというふうに思ったところでもございます。 

 12月25日でございますけども、大和村で初めての国際交流事業ということで、大和中学校の２年

生10名、３年生３名の13名を台湾のほうに国際交流ということで行かすことができました。25日か

ら、子供たちは29日まで台湾の建成中学校との交流を含めて体験をさせていただきました。これか

らもしっかり我々も明日の大和村を担う子供たちへのいろんな取組を、今後とも進めていきたいと

いうふうに思っているところでございます。 

 年が明けまして１月に入り、１月の17日でございますけれども、世界自然遺産の全国である５地

域における連絡会議が京都のほうで開催をされました。屋久島、白神山地、知床、小笠原と奄美か

ら沖縄ということでございまして、各地域の取組を情報共有しながら、それぞれの取組を参考にし

て、自然遺産に対する保全活動などの取組なども参考にしながら、今後、私たちも進めていきたい

というふうに思ったところでもございます。 

 １月の24日でございますけれども、現在、ＬＣＣが就航してピーチアビエーションが成田、そし

て関空から就航しておりますけれども、現在は一部運休ということになっておりまして、成田線も

週３日とか、関空が今運休になっているとかということがございまして、急遽本島内５市町村によ

りまして要望活動を行わせていただきました。その効果か分かりませんけれども、先般は社長さん

が奄美のほうに来られて、とりあえず運航をしっかりやっていきたいということで運休期間が少な

くて済んだようなことも聞いておりますので、今後とも私たちは航空会社に対する５市町村の取組

をしっかり要請活動をしていきたいというふうに思っているところでございます。 

 １月の28日でございますけれども、20回目を数えますまほろばウォーキング大会が開催をされま

した。初めて今年度、1,000名を超える方に参加をいただき、これからもこの国立公園の中でのウ

ォーキングをしっかり広めながら、自然の良さを伝えていきたいというふうに思っているところで

ございます。 

 ２月に入りまして、２月５日から行政報告ということで各集落を２月20日まで回らせていただき

ました。各集落からもいろんな形で行政に対する御意見を賜っておりますので、我々もしっかり事
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務嘱託員を通じて御意見を賜ったことの回答ができるものをお伝えしていきたいというふうに思っ

ているところでございます。 

 ２月の８日でございますけれども、昨日、能登半島の地震災害におけるＪマットの活動報告会

を、村民の皆様を対象に開催をさせていただきました。それに伴う出発式も職員を同席の上で出発

式を行ったところでもございます。昨日の報告会によりましても、災害の悲惨さを我々も感じたと

ころでもございまして、私たちがああいう災害を受けた場合にはどうなるかということも、改めて

感じたところでもございますので、100％対応ができなくても、少なからずその避難の在り方と

か、避難所の在り方、そういうことを我々もしっかりできるところを体制づくりに努めていきたい

というふうに感じたところでもございます。 

 ２月の15日でございますけれども、大和市のタンカンＰＲに併せまして、ＪＡＬ本社に私も初め

て赤坂社長に表敬訪問させていただきました。これは今、昨年から大和村でＪＡＬが事業主体にな

っておりますワーキングホリデーということで、大和村における農業体験を含めた取組がＪＡＬの

ほうが積極的に行っておりまして、大和村のほうでタンカン農家さんを主にしながら、収穫体験や

農業体験なども、こうして取組を進めている関係で、これからもＪＡＬさんとの連携を取っていき

たいということで、本社を表敬訪問させていただきました。また、このＪＡＬの関係では、奄美沖

縄の世界自然遺産登録によりまして、民間の共同企業体という組織が編成されており、その中で代

表者が日本航空の鹿児島支店長のほうがこの代表者になっていることもございまして、我々が今後

進めるいろんな世界自然遺産の取組において、ＪＡＬを協力をいただこうということも内諾をいた

だきましたので、これからＪＡＬさんを中心に、いろんな形で奄美に対する世界自然遺産の協力を

お願いしたいというふうに思っているところでございます。 

 17日には大和市のほうで古民具骨董市に合わせて今年のタンカン販売ＰＲをさせていただきまし

た。我々が持って行くタンカンが、昨年以上に持って行こうということで確保する予定でございま

したけれども、なかなか福元地区のタンカンが酸がまだまだ切れないということで、量がそれほど

持って行くことができなかったんですけれども、昨年よりはちょっと多く持って行きましたが、も

う午前中でもう待っていたように、市民の方にお買い求めていただいたところでもございます。大

分大和村の福元タンカンは、もう知名度も通っているなということを思いましたので、これからも

しっかりＰＲをしていきたいというふうに思います。 

 また次の日には、ディスカバー奄美大島大和村タンカン商談会という、これは初めての取組でご

ざいますけれども、ＪＡ奄美さんと、今回は大和村が２団体で共同で日本橋の三越にございますレ

ストランにおけるシェフが、奄美に訪問いただいて、奄美の食材が主に、またタンカンを主にした

ディナーを作っていただきまして、この大和村の出身者を含め、またバイヤーの皆さんにも、約全

体で30名ほど日本橋にお越しをいただいて、料理を味わっていただきました。その中で、奄美に来

られたシェフの皆さんが、まほろば館での大和村のスモモの、ドライフルーツを見られて、大分気

に入られてですね、今年度スモモを中心に、我々もちょっと販売展開ができればということも情報
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をいただきましたので、しっかりＰＲに努めていきたいというふうに思ったところでもございま

す。タンカンの知名度も味も、皆さんから大好評をいただきまして、しかしながら、あそこが求め

ている量を提供できるかということが、今後の課題ではないかというふうに思ったところでもござ

います。その点については、ＪＡ奄美さんとしっかり連携を図りながら進めていかなければならな

いというふうに思っているところでございます。 

 ２月の29日でございますけれども、台北経済文化代表所に出向きまして、我々が昨年おじゃまし

て、今回の国際交流事業に多大な御理解と御協力をいただいたことによって、総領事のほうに台湾

での報告等含めてお礼を申し上げたところでもございます。台北のほうの有名な進学校でもござい

ます建成中学校という500名の学校との交流ができたことは、大和の小さな学校からの子供たちも

大きな成果を得たのではないかというふうに思っておりますので、我々もそのタイミングを見なが

らですね、交流事業をまたこれからも進めていきたいというふうに思っております。できれば、今

年度はリモートでのまた台湾の中学校との交友、交流も進められていくのではないかというふうに

思っておりますので、その点については教育委員会を中心に進めていきたいというふうに思うとこ

ろでございます。 

 以上、私のほうから取り急ぎ行政報告ということで報告をさせていただきます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで、行政報告を終わります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第５ 承認第１号 令和５年度大和村一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第５、承認第１号、令和５年度大和村一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認につい

てを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認について、提案の理由を申し上

げます。 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第６号）は、歳入及び歳出において物価高騰対応重点支援

地方創生臨時交付金事業など、地方自治法第179条第１項の規定に基づき専決処分をいたしまし

た。 

 内容につきましては総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認について、内容の御説明を申し

上げます。 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第６号）は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ
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4,047万2,000円増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ45億3,745万3,000円にいたしまし

た。 

 ７ページをお開きください。歳入から御説明申し上げます。 

 款14国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金は、物価高騰対応重点支援地方創生臨

時交付金の低所得世帯支援分と推奨事業分の合計で3,607万2,000円を増額計上いたしました。 

 款18繰入金、項１基金繰入金、目１財政調整基金繰入金は、財源不足を補うため440万円を増額

計上いたしました。 

 次に、８ページの歳出について御説明申し上げます。 

 款２総務費、項１総務管理費、目21物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業低所得世帯支

援分は、村内非課税世帯への給付事業における費用として2,589万2,000円を計上いたしました。 

 同じく目22物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業推奨事業分は、第６弾地域商品券配布

に伴う経費の合計で1,467万円を計上いたしました。 

 款13予備費におきまして９万円を減額し、歳入歳出の調整を行いました。 

 以上で内容の説明を終わります。御承認方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、承認第１号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、承認第１号は原案のとおり承認されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第６ 議案第１号 令和５年度大和村一般会計補正予算（第７号）について 
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〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第６、議案第１号、令和５年度大和村一般会計補正予算（第７号）についてを議題といたし

ます。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第７号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第７号）については、アマミノクロウサギ飼育展示施設整

備事業及び今里小学校体育館改修事業など、歳入歳出それぞれ３億3,824万円の増額予算を計上い

たしました。 

 内容につきましては総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第７号）について、内容の御説明を申し上げます。 

 令和５年度大和村一般会計補正予算（第７号）は、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞれ３億

3,824万円増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ48億7,569万3,000円にしようとするも

のであります。 

 歳入の主なものから御説明いたします。 

 10ページをお開きください。款10地方交付税、項１地方交付税、目１地方交付税は、普通交付税

の追加交付により1,481万6,000円を計上いたしました。 

 同じく10ページでございます。款14国庫支出金、項１国庫負担金、目３公共土木施設災害復旧費

国庫負担金は、令和５年度に発生した災害のうち４件が過年災での取り扱い決定を受けたことに伴

い、工事費等を令和６年度当初予算に計上替えしたことにより、河川等災害復旧費負担金を5,769

万5,000円を減額計上いたしました。 

 同じく10ページでございます。款14国庫支出金、項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金は、社

会保障税番号制度システム整備補助金と合わせ、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金推奨事

業分の合計で1,359万8,000円を計上いたしました。 

 11ページをお開きください。款15県支出金、項２県補助金、目１総務費県補助金は、奄美群島成

長戦略交付金としてクロウサギ施設整備事業及び今里小学校体育館改修の県補助金と合わせ、川内

原発条例制定に伴う県条例制定請求署名審査事務交付金の合計で２億2,389万9,000円を計上いたし

ました。 

 12ページをお願いいたします。款18繰入金、項１基金繰入金、目１財政調整基金繰入金は、繰入

額を6,600万円減額し、歳入調整を行いました。 

 同じく目４ふるさと応援基金繰入金は、応援基金繰入予定の事業に対し起債額の決定に伴い起債

事業として対応が可能となったため、2,400万円を減額計上いたしました。 

 同じく12ページでございます。款20諸収入、項３雑入、目２雑入は、市町村振興宝くじ交付金の
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交付決定に伴う122万2,000円と合わせ、融資日の決定により次年度開始となるふるさと融資返済金

の1,200万円の減額の差引き合計で1,077万8,000円を減額計上いたしました。 

 13ページをお開きください。款21村債、項１村債、目１の総務費債から目８の災害復旧費債まで

各項目における起債額の決定における目１総務費債で１億2,030万円、目２土木費債で2,100万円、

目３消防費債で2,700万円、目８災害復旧費債で7,500万円を計上いたしました。 

 次に、歳出の主なものを御説明いたします。 

 14ページをお開きください。各項目の節１報酬、節３職員手当等、節４共済費の補正につきまし

ては、会計年度任用職員の年度内退職及び職員並びに会計年度任用職員の人事院勧告に伴う支給後

の残高を減額しておりますので、説明は省略させていただきますが、後ほど24ページにあります款

10災害復旧費にある報酬、職員手当等は、事業事務費の変更に伴う増額計上となりますので、後ほ

ど該当ページの際、御説明いたします。 

 14ページをお願いいたします。款２総務費、項１総務管理費、目４財政管理費につきましては、

減債基金への積立金といたしまして9,985万9,000円を計上いたしました。 

 同じく目７企画費、節18負担金補助及び交付金の876万円の減額は、直行バス村民定期券助成の

実績としての増額と、次の15ページへも続きますが、温泉施設整備資金貸付日の決定により、次年

度開始となった連帯保証料補助金の減額と、同じく温泉施設オープンが新年度になるため温泉施設

利用助成金の減額を差引き、合計で876万円を減額計上いたしました。 

 15ページをお開きください。款２総務費、項１総務管理費、目15アマミノクロウサギ飼育展示施

設整備事業費は、施設整備に関する需用費から備品購入費までの合計で３億500万円を計上いたし

ました。 

 同じく15ページにあります目23物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業住民税均等割分

は、住民税の均等割のみ課税されている世帯に対する給付事業費として、合計で475万円を計上い

たしました。 

 16ページをお願いいたします。款２総務費、項３戸籍住民基本台帳費、目１戸籍住民基本台帳費

は、戸籍付票システム及び戸籍システム改修における電算処理委託料として734万8,000円を計上い

たしました。 

 18ページをお開きください。款３民生費、項１社会福祉費、目15障害者自立支援給付事業費は、

障害者自立支援給付費の実績と合わせ、その実績に伴う国・県への返還金の合計で665万9,000円を

計上いたしました。 

 同じく18ページから19ページへと続きますが、款３民生費、項４福祉事務所費、目１福祉事務所

費は、令和５年度から運用を開始しました福祉事務所関連費用の実績に伴い、合計で1,764万4,000

円を減額計上いたしました。 

 19ページをお開きください。款４衛生費、項１保健衛生費、目３環境衛生費は、簡易水道事業特

別会計繰出金の減額と、集落排水事業特別会計事業繰出金の差引き合計といたしまして1,970万円
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を減額計上いたしました。 

 20ページをお願いいたします。款４衛生費、項１保健衛生費、目12環境保全対策事業は、海岸漂

着ごみ対応の追加分費用といたしまして150万円を計上いたしました。 

 飛びまして23ページをお開きください。款９教育費、項２小学校費、目１学校管理費は、今里小

学校体育館改修における設計管理委託料と工事請負費の合計で6,800万円を計上いたしました。 

 24ページをお願いいたします。款10災害復旧費、項１公共土木施設災害復旧費、目１河川等災害

復旧費は、歳出冒頭でも説明いたしました事業事務費の充当分の増額と、過年債へ移行する工事請

負費の合計で8,456万9,000円を減額計上いたしました。 

 同じく24ページでございます。款11公債費、項１公債費、目１元金は、次年度から開始されるこ

ととなったふるさと融資分の償還金減額と合わせ、繰上償還金の金額確定による合計で1,238万

4,000円を減額計上いたしました。 

 同じく24ページでございます。款13予備費におきまして、51万5,000円を増額し、歳入歳出の調

整を行いました。 

 最後に、前のほうに戻りまして、５ページをお願いいたします。お開きください。第２表の繰越

明許費でございますが、令和５年度から令和６年度に繰り越して行う事業は、アマミノクロウサギ

研究飼育施設整備事業や物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業のほか、湯湾釜選果場改修

事業、道路橋梁費における社会資本整備総合交付金事業や公共土木施設災害復旧費ある河川等災害

復旧費など、合わせて15事業の合計11億9,493万1,000円を繰り越して行うこととしております。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○１番（市田実孝君） 

 先ほどの環境保全対策事業で150万ほど増額なさっていますが、これは月に何回ほど作業をなさ

って、何名ぐらいでなさっていらっしゃいますか。 

○住民税務課長（池田浩二君） 

 この内容につきましては、海岸に漂着しているごみの回収でございます。主に回収が始まるのは

11月から２月、３月ぐらいまでなんですけど、その月によってばらつきがあります。各集落によっ

て老人クラブの方が行うところもあります。そして、それができない場合は各種団体ですね、団体

がするところもありますので、多いところは年間で４回、５回というところもあります。そういっ

たところは老人クラブを中心に、その会ごとに10名ほどでやっております。また、ある集落は年に

３回やって、そのたびに30人ぐらいを参加させて行っております。また別の集落では年１回行うん

ですけど、50人ぐらいですね、参加して行うところもありますので、その地区地区によってです

ね、ちょっとばらつきがあるということになっております。 
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○１番（市田実孝君） 

 この間のですね、季節風ですか、春一番ですか、そういった時期にですね、津名久の海岸を見た

りすると、浮き球、漁礁ですね、そういったものが結構目立っているんですよ。それでこういった

作業をする専門員とか、配置するようなことで、今後考えていったほうがいいと私は思うんですけ

ども、見回りですね、海岸のですね、戸円のそれとか、やっぱりそういった方も配置して、今後環

境の保全をね、美化を含めて進められたらいいんじゃないかと思うんですけど、いかがですか。 

○住民税務課長（池田浩二君） 

 確かに議員のおっしゃるように、海岸の環境美化というのは非常に大事なことであります。これ

からまた春、温かくなってきて、また海岸を訪れる方も多くなってくると思います。基本的に、２

月でその事業は終わるんですけど、また３月以降はですね、３月はまた自主的に私たちのほうで回

収のほうはしていきます。今後、海岸を環境パトロールみたいな形でですね、そういったものがで

すね、できるのかどうかというのは、また十分ちょっと課内の中でも協議をしていきたいと思って

おります。 

○１番（市田実孝君） 

 そういったふうにして、環境保全をですね、図っていけたらというふうに私は海岸を見てです

ね、季節風の後とか、いろいろ玉が目立つもんですから、多分あれ中国製じゃないかと思うんです

けどね、そういったので進めていただきたいと思います。以上です。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

○３番（重信安男君） 

 先ほどの市田議員に付け加えまして、その回収したごみを、それを回収というか、捨ててないで

置きっぱなしにずっと海岸にですね、透明の袋で、あれはちょっと見苦しいですもんね。私は収

集、職員に聞いたら忙しくてできないと、そういうふうに言われて、これはもうちょっと、職員で

もいいからやるなり、各種団体にお願いするなり、早くどかしたほうがいいと思います。そうせん

とまたね、カラスとかにやられて、また汚れてまた飛んで行ったら大変ですので、ちょっとあれは

見苦しいかなと思いますので、それをちょっと検討していただけたらと思います。 

○住民税務課長（池田浩二君） 

 やはり回収したごみはずっと置いておくのも、やはり景観にとって余りよくありませんので、ま

た我々のほうで早急に対応していきたいと思います。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

○７番（中井文忠君） 

 （聴取不能）・・・船の漁業者の方なんかの船の出入りとかがね、大変だと思います。そして、

ちょっとこれはある程度深く掘り下げるのか、それとも上辺だけを取っていくのかということとで
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すね。それとこの名音漁港再整備事業ということは、何をどういうことで再整備事業をしようと思

っているのか。この２点をお聞きしたいと思います。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 まず、名音漁港の土砂の堆積除去につきましては、10月にですね、集落の漁業者等に説明を行い

まして、今度の４月から６月にかけて潮の一番引く時期に合わせて、土砂を大きく取ろうと考えて

おります。それに伴いまして、集落とも話し合いまして、常に流れてくるもんですから、台船等の

活用も検討しながら進めていこうかなというふうに考えているところであります。 

 名音漁港の再整備事業につきましては、今現在、こちらの名音の漁業者、地域の漁業者等とも話

し合いまして、浮桟橋の設置を考えて、ブルーツーリズム推進も図りながら進めていく計画であり

ます。まず今、設計の段階になっておりますので、次年度また詳しく御説明ができればというふう

に思っております。以上です。 

○７番（中井文忠君） 

 今、浮桟橋を造るということで課長から話がありますけれども、この浮桟橋、造ってですよ、ツ

ーリズムということでやろうということだろうと思うんだけれども、この漁業者の、この桟橋を造

ったら漁業者のやっぱり業者が名音なんか１業者しかいないんですよね、１業者。そしてこの桟橋

を造ったら、この業者の方なんかは船を横付けをして、もう私物化にならないかということが、私

は心配なんですよ。いつも前も何かで私物化にならないかと。やっぱり福岡の博多港などみたい

に、船がしょっちゅう出入りをして、壱岐に行ったり長崎に行ったりして、そういうじゅんぐりじ

ゅんぐりするところならばいいけど、１業者のためにということになりはせんかと、それが住民が

本当にこれは漁業者のためというならば、話も分かっておるけれども、村民の目線としていかがな

ものかと、漁業者に対してはいいと思います。だけども村民の目線、１業者、はっきり言って１業

者になるんですよね、名音なんかとしても。それがもう自分の私物化にして、横に船を止められた

りすれば、ほかの人がしても動けと言われないですよ、そんなことが、あると思います、必ずその

あれが、私物化になるというのは、もう私の目から見て私物化になる。それを私がなぜ今ここの場

で言うかというと、以前にもう約20年ぐらい前になります。はっきり言いますけれども、この名音

の今、漁港にあるコンクリの冷蔵庫があるところですよ。あのところにですね、以前にこの方々が

網戸を入れて、そこで商売をしようという考えで網戸を入れておりました。私は役場に用事があっ

て来たとき、その話を聞いたもんですから、何で、このときは〇〇さんが課長でした。そのとき

に、〇〇兄、何であっちに網戸とかサッシを入れる必要があるのと聞いたんですよ、私は。それが

もう自分なんかで勝手に網戸を入れ、そこで商売をしようとした。私はこの人なんかに嫌われてお

りますよ、はっきり言って、兄弟にも。私物化にしようとしているのが目に見えておるもんですか

ら、そのようなことを言うんですけれども、村民の目線でしたらどうかなと、もし名音に造るんで

あれば、ここの大和浜にも造らんないかん。あちこちに造っていくような状態になりやせんかなと

いう思いでおりますが、そのことはどのように考えておりますか。 
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○産業振興課長（福本新平君） 

 浮桟橋等につきまして、水産業、漁業振興を図る目的で入れます。ブルーツーリズム推進も図り

ます。名音の漁業者については、また若い漁業者のほうも増えてきておりますので、まず就労改善

等も図りながら活用していただきたい。これについては、やっぱり個人のためだけにではなくて、

やはり私どもとしましては、また集落と話し合いを行いながら、全体で活用してもらうと。その中

でブルーツーリズムを積極的に推進していただきたいという思いで整備を検討しておりますので、

個人のためという考えでは、私たちはありません。それについても整備するにあたり、私たちも指

導だったり、見ていったり、活用方法とか、いろんな形で協議しながら、また進めていこうかなと

いうふうに思っております。 

○７番（中井文忠君） 

 そういう思いでやっているということは分かります。けれども、私が言わんとすることも、あな

た方は20年前のことだから、もう分からないと思いますよね。本当、私はこのことで兄弟に嫌わ

れ、ああ、あれはふみ兄は好かんからと、やっぱり言われていることも分かっているんですよ。だ

から別に、私も遠慮はしない。この大勢の場で言うことは、みんなに知ってほしいから、あえて。

だから、課長ね、お宅なんかが言うこともちゃんと分かるけれども、個人のためじゃないという。

そのかわりですね、やっぱりできるなら、村民の目線を大事にしながらですよ、やっていかないと

いけないという思いでおりますので、やっぱり村民から議員の方々は何してんだよと、前のバスの

問題もありますよ。2,000万の問題もあって、それを私たちは反対をしたわけですよ、議員の皆さ

んは。それ、今思えばですね、このバスは必要あったと思います、私は。だから、それが、それ

が、それを反対したにも関わらず、今のこの問題を私は賛成することができないですね、私の考

え、ほかはどうか分からない。そういうことでありますので、やっぱり私はこの場を借りてです

ね、声を大にして言っておりますけれども、やっぱりするんであれば、村民の目線を気にしてです

よ、やっぱり口を張って村民に言えるようなことをしてほしい。そして決まりは決まりでちゃんと

させてほしい。それが私の気持ちですので、伝えておきます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

○２番（前田清和君） 

 １点だけ確認の意味で質問させていただきます。14ページの目７企画費の節12委託料集落まるご

と体験事業委託金250万ですが、これは令和５年度、当初予算でこの令和６年度も250万の集落まる

ごとに対しての委託金という形なんですが、企画課長、これは当初予算で、250万じゃなくて、こ

れは追加で250万と理解してよろしいでしょうか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 当初の委託事業経費800万にプラス増額での250万ということでございます。以上です。 

○２番（前田清和君） 
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 800万で、追加でこの250万、1,050万で理解してよろしいでしょうか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 はい、そのような予算になっています。 

○２番（前田清和君） 

 800万、250万増額の原因を御説明お願いいたします。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 今回の250万円の増額の内容といたしましては、１月31日に新聞紙上においてキャンペーン告知

を行いましたウィラブ大和村キャンペーンでございます。こちらの事業の目的といたしましては、

ＬＣＣの減便でありますとか、閑散期における旅行需要の落ち込み、こういったものを対応し、旅

行需要喚起対策を目的として実施をしております。このキャンペーン告知を当初800万円の当初の

委託事業経費の中から、220万円の事業経費でスタートをしたところでございます。１月31日に新

聞紙上で告知を行いまして、２月２日には当初想定していた予定していた事業経費220万円の上限

に達しまして、一旦受付を停止をさせていただいたというところでございます。その後、先にネッ

ト塾委託費用のほうから委託費のほうから250万円、こちらのまるごと協議会の委託金のほうに予

算流用をいたしまして、ウィラブ大和村キャンペーンの追加での受付をスタートさせていただきま

した。結果、２月７日にはもう予算上限に近づいたというところで、２月７日にストップをしてい

るところでございます。このように、非常に大和村への観光需要に対して大きな反響があったとい

うところで、我々といたしましても、予算を何とか増額をして、観光関係事業者のそういった支援

につなげていきたいという思いから、予算増額をしたところでございます。以上です。 

○２番（前田清和君） 

 実際、私はその集落まるごと体験事業、村内で30事業者ぐらいあって、いろんな活動をされてい

るというんですけど、実際、正直言って実感はないんですよね。企画課長が今、そんなにしていろ

いろ大和村のＰＲということで250万補正を組んでやっている割には、村民にはほとんどその還元

というんですか、村民に対しての、その形として何の事業をしているのかなって、観光客観光客と

言うんですけど、私が住んでいる大棚でさえ、看板一つさえまだ立たないんですよ。集落の看板と

いうのをですね、もう４年、５年経つんですけど。いや、実際集落に住んでいる方々が、そういう

喜べているというので予算を組んで、そうして使うんであればいいんですけど、もう企画の課長の

話だと、とにかく村外からの観光客に対して、お金はどんどん使おうと。村民に対しては、村民が

喜びってないんですよ、と僕は正直思っています。であれば、もっと村民に喜べるようなお金の使

い方、予算の組み方というのも必要じゃないかなと。令和６年度ももしかしたらこれ、800万では

多分足りないでしょう。1,000万超していくでしょう。僕はそういうふうに感じているんですけ

ど、それであれば、やっぱり村民にも喜べるような還元のお金の使い方、観光客を呼ぶんだったら

観光客を呼んでもらってもかまいませんけど、もっとそういう予算の組み方、令和６年度もまたス

タートしますけど、ぜひですね、そこら辺も検討していただいてですね、観光客さえ来てもらえれ
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ばいいちゅうもんじゃないと僕は思っています。やっぱり村民第一です。大和村民が喜べてこそ、

初めて観光客も受入れられるし、観光業も僕はどんどんどんどん良くなっていくと思うんですよ。

そこら辺、ぜひまた検討していただいて、僕はこの250万が1,000万超えたと聞いて、ちょっと、あ

あ、何でというのが正直な思いでしたので、ぜひ令和６年度、また事業を進める上でも、その補助

金の使い方とかもですね、考えていただいて、まず村民に喜ばれるような、そういう事業を考えて

いただきたいなというふうに思います。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 ただいまの質問に対して、ちょっと補足させて説明させていただければ、これは、奄振交付金と

いう事業の制度の中で、どういった形で奄美群島に波及効果をもたらすかという事業の目的に沿っ

て、各市町村で事業メニューを考えながら、交付金の効果を上げていくという目的があります。ま

さに村民の皆さん、大事ですよ。それは村民もみんな巻き込んだ形で我々もやりたいんだけど、事

業の制度に合わないから、どういう形であれば観光振興につながるメニューが大和村でできるとい

うことで、この大和村集落まるごと体験協議会という組織を作っていただいて、窓口がそこにある

からこそ、その体験観光であったり、ブルーツーリズムであったり、そして宿泊施設であったりと

いう、そこに効果をもたらす事業であれば交付金として認められますよということで、我々も苦肉

の策で我々もこの事業をこうして交付金をいただきて、やっぱり村内に波及効果をもたらせる。こ

れは宿泊施設だけじゃなく、村民に、まず人を呼び込むことによって商店であったり、いろんな波

及効果があるのではないかというふうに思っておりますので、我々も村民一人一人にやれること

は、ほかの事業でやりながら、この奄振交付金というのはネット塾であったりとか、離島であるハ

ンディをどうそこで補うかということも、我々もその体制でやっていく中で、今現在、ネット塾の

受講者が少ないために、交付金を返すわけにいかんもんですから、その地域の閑散時期における大

和村で何ができるかということを、我々も知恵を絞りながら需要の効果を上げていこうということ

で、今回予算流用させていただいておりますので、毛頭議員のおっしゃるように村民に波及効果は

もちろんのことです。それを我々もそれを目指しながら、その国の制度をいかに大和村に持って来

れるかということで、私たちはこのメニューづくりもしておりますので、今後また新年度予算でも

そういう議論を、また皆さんにしていただければというふうに思います。 

○２番（前田清和君） 

 答弁いただきましたけど、じゃ、また本会議が終わってからで構いませんので、この令和５年度

まるごと協議会の団体が、どのような令和５年度、１年間活動されてきたとか、そういうのがもし

分かればですね、また議員の皆様方に文書で結構ですので、その活動が全く見えてないんですよ

ね、申し訳ないですけど。大棚にも八月踊り保存会というのを立ち上げて、一緒にやっているんで

すけど、去年も、コロナになってから、去年夏も１回だけ観光客が来ました。だから、その協議会

の活動が全く、どういう活動をされているのかというのが、議員自体もほとんど理解していません

ので、ぜひこの令和５年度の活動された活動内容とかを文書にしてですね、またこの３月定例議会
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が終わるまでで結構ですので、御提出いただければというふうに思います。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第１号を採決いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第1号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第７ 議案第２号 令和５年度大和村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第７、議案第２号、令和５年度大和村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 令和５年度大和村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和５年度大和村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）については、歳入において一般会計

繰入金の減額及び村債の増額、歳出においては施設管理費の需用費の増額など、歳入歳出それぞれ

60万1,000円の増額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、住民税務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○住民税務課長（池田浩二君） 

 令和５年度大和村簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）の内容について御説明申し上げま
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す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ60万1,000円増額し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ１億2,609万4,000円にしようとするものでございます。 

 10ページの歳入から御説明申し上げます。款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入

金の3,160万円の減額は、令和５年６月20日の線状降水帯による今里地区水源池災害復旧工事等に

伴う起債発行による課目の組替及び歳出の増額に伴い調整を行ったものでございます。 

 款６村債、項１村債、目１簡易水道事業債の3,220万円の増額は、同じく今里地区水源池災害復

旧工事等の起債確定に伴う課目の組替によるものでございます。 

 次に、12ページの歳出について主なものを御説明申し上げます。款１事業費、項１水道管理費、

目２施設管理費の60万円の増額につきましては、会計年度任用職員報酬及び水源渇水のための地下

水ポンプ稼働に伴う電気代の増額であります。 

 最後に、前のほうに戻りまして４ページをお願いいたします。第２表の繰越明許費でございます

が、令和５年度から令和６年度に繰り越して行う事業は、国直地区と湯湾釜地区の補助水源設備工

事及び令和５年６月20日に発生いたしました線状降水帯による大雨災害での今里地区水源池復旧工

事等に伴う測量設計業務委託、導水管布設工事、管理道路復旧工事を繰り越して行うこととしてお

ります。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第２号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第８ 議案第３号 令和５年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第８、議案第３号、令和５年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 令和５年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和５年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）については、歳入において県支出金

特別交付金及び一般会計繰入金の増額、歳出においてはシステム改修負担金及び償還金の増額な

ど、歳入歳出それぞれ68万2,000円の増額予算を計上いたしました。 

 内容につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 令和５年度大和村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について、内容を御説明申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ68万2,000円増額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２億1,993万7,000円にしようとするものです。 

 ６ページの歳入の主なものを御説明申し上げます。款３県支出金、項１県補助金、目１保険給付

費補助金につきましては、システム改修に係る特別交付金として24万2,000円を増額計上いたしま

した。 

 款５繰入金、項１一般会計繰入金、目１一般会計繰入金につきましては、歳出に伴う調整のため

42万4,000円を増額計上いたしました。 

 次に、７ページの歳出を御説明申し上げます。款１総務費、項１総務管理費、目２連合会負担金

につきましては、産前産後保険料の改定に係るシステム改修負担金として24万2,000円を増額計上

いたしました。 

 款３国民健康保険事業費納付金、項２後期高齢者支援金等分、目１一般被保険者後期高齢者支援

金等分につきましては、後期高齢者支援金等に係る負担金として17万円を増額計上いたしました。 

 款７諸支出金、項１償還金及び還付加算金、目１償還金及び返還金につきましては、前年度の特

定検診保健指導事業実績に係る返還金として27万円を増額計上いたしました。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 
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 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第３号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第９ 議案第４号 令和５年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第９、議案第４号、令和５年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）についてを議

題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 令和５年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和５年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）については、診療報酬等の増額や一般

管理の減額、医業費及び予備費の増額など、歳入歳出それぞれ321万円の増額予算を計上いたしま

した。 

 内容につきましては、診療所事務長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○大和診療所事務長（松﨑泰郎君） 

 令和５年度大和村大和診療所特別会計補正予算（第４号）について、内容の説明を申し上げま

す。 
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 今回の補正は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ321万円増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

１億165万円にしようとするものであります。 

 それでは、５ページの歳入から御説明申し上げます。款１診療収入、項１外来収入、目２社会保

険診療報酬収入70万円の増額、目３後期高齢者保険診療報酬収入150万円の増額、目４その他診療

報酬収入30万円の減額、目５一部負担金収入60万円の増額は、いずれも今年度の実績見込みによる

もので、合計250万円を増額計上いたしました。 

 款３繰入金、項１一般会計繰入金19万円の減額は、歳入の増による減額です。 

 款５諸収入、項１雑入、目１雑入は、新型コロナウイルスワクチン接種費用支援金の50万円の増

額、歯科用マイナンバーカードリーダー設置費用補助金40万円の増額によるものです。 

 次に、６ページの歳出について御説明申し上げます。款１総務費、項１施設管理費、目１一般管

理費232万円の減額は、会計年度任用職員出勤日数の減に伴う会計年度任用職員報酬250万円の減額

等によるものです。 

 款２医業費、項１医業費、目１医業費、節10需用費の180万円の増額は、診療行為の増により医

薬機材費80万円、医薬品100万円の増額によるものです。 

 款４予備費、項１予備費を373万円増額し、歳入歳出の調整を図りました。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第４号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 



 

- 26 - 

 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第10 議案第５号 令和５年度大和村集落排水事業特別会計補正予算（第４号）について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第10、議案第５号、令和５年度大和村集落排水事業特別会計補正予算（第４号）についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 議案第５号、令和５年度大和村集落排水事業特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由

を申し上げます。 

 令和５年度大和村集落排水事業特別会計補正予算（第４号）については、歳入において事業費繰

越による交付金の減額、歳出において役務費の増額など、歳入歳出それぞれ22万2,000円の増額予

算を計上いたしました。 

 内容につきましては、住民税務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○住民税務課長（池田浩二君） 

 令和５年度大和村集落排水事業特別会計補正予算（第４号）の内容について、御説明申し上げま

す。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ22万2,000円増額し、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ２億1,188万3,000円にしようとするものであります。 

 10ページの歳入から御説明申し上げます。 

 款３県支出金、項１県補助金、目１農業集落排水事業県交付金の42万2,000円の増額は、県補助

金の確定に伴うものでございます。 

 款４繰入金、項１繰入金、目１繰入金の1,190万円の増額は、農業集落排水事業起債の確定に伴

い調整を行ったものでございます。 

 款７村債、項１村債、目１農業集落排水事業債の1,210万円の減額は、西部地区から東部地区へ

の事業間流用に伴うものでございます。 

 次に、12ページの歳出について、主なものを御説明申し上げます。 

 款１総務費、項１総務費、目１総務管理費の30万円の増額は、西部地区中継ポンプの汚泥引き抜

き料増加によるものでございます。 

 款４予備費、項１予備費、目１予備費の７万8,000円の減額は、歳出の増加に伴い調整を行った

ものでございます。 

 最後に、前のほうに戻りまして４ページをお願いいたします。第２表の繰越明許費でございます

が、令和５年度から令和６年度に繰り越して行う事業は、西部地区の集落排水施設中継ポンプの水

位計設置と東部地区の国直地区集落排水管路布設工事を繰り越して行うこととしております。 
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 以上で内容の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第５号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第11 議案第６号 令和５年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第11、議案第６号、令和５年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）についてを議題

といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 令和５年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由を申し上げます。 

 令和５年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）については、歳入において介護給付費の

減額や基金繰入金の増額、歳出においては一般管理の減額などによりまして、総額においては増減

なしの補正予算を計上しております。 

 内容につきましては、大和の園園長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○大和の園園長（勝 健一郎君） 

 令和５年度大和村大和の園特別会計補正予算（第４号）について、内容の説明を申し上げます。 
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 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ増減なしで、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ１億9,945万円にしようとするものです。 

 ６ページの歳入から主なものについて御説明をいたします。 

 款１サービス収入、項１介護給付費収入、目１ 施設介護サービス費収入の1,000万円の減額か

ら、款１サービス収入、項３特定入所者介護サービス等費収入、目１特定入所者サービス費収入の

280万円の減額までは、実績見込みにより減額計上をいたしました。 

 款５繰入金、項１繰入金、目１基金繰入金は、財源不足を補うため730万円増額計上いたしまし

た。 

 次に、７ページの歳出について御説明いたします。 

 款１総務費、項１施設管理費、目１一般管理費は、産廃処理手数料など、16万5,000円減額計上

いたしました。 

 款２サービス事業費、項１施設介護サービス事業費、目１施設介護サービス事業費の６万5,000

円の増額は、厨房用のコンビオーブンリースによるものです。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第６号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第12 議案第７号 令和５年度大和村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について 
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〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第12、議案第７号、令和５年度大和村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について

を議題とします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 令和５年度大和村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について、提案の理由を申し上げ

ます。 

 令和５年度大和村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）につきましては、歳入において保

険料の増額、歳出において保険料納付金の増額など、歳入歳出それぞれ38万9,000円の増額予算を

計上いたしました。 

 内容につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 令和５年度大和村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について、内容を御説明申し上げ

ます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ38万9,000円増額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ3,592万9,000円にしようとするものです。 

 ６ページの歳入を御説明申し上げます。 

 款１後期高齢者医療保険料、項１後期高齢者医療保険料、目１特別徴収保険料につきましては、

現年度分の特別徴収保険料として58万9,000円を増額計上いたしました。 

 款３繰入金、項１一般会計繰入金、目１事務費繰入金につきましては、歳出との調整を図ったも

ので、20万円を減額計上いたしました。 

 次に、７ページの歳出を御説明申し上げます。 

 款１総務費、項１総務管理費、目１一般管理費につきましては、担当者会議オンライン参加によ

り旅費が不要となったため、20万円を減額計上いたしました。 

 款２後期高齢者医療広域連合納付金、項１後期高齢者医療広域連合納付金、目１後期高齢者医療

広域連合納付金につきましては、保険料納付に係る負担金として58万9,000円を増額計上いたしま

した。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 
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 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第７号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩いたします。15時から再開いたします。 

休憩 午後 ２時４２分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午後 ３時００分 

 日程第13 議案第８号 令和６年度大和村一般会計予算について 

 日程第14 議案第９号 令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算について 

 日程第15 議案第10号 令和６年度大和村大和診療所特別会計予算について 

 日程第16 議案第11号 令和６年度大和村介護保険特別会計予算について 

 日程第17 議案第12号 令和６年度大和村大和の園特別会計予算について 

 日程第18 議案第13号 令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第19 議案第14号 令和６年度大和村簡易水道事業会計予算について 

 日程第20 議案第15号 令和６年度大和村集落排水事業会計予算について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 日程第13、議案第８号、令和６年度大和村一般会計予算についてから、日程第20、議案第15号、

令和６年度大和村集落排水事業会計予算について、以上の８件を一括議題といたします。 

 令和６年度各会計当初予算の編成にあたって、村長に施政方針及び提案理由並びに内容の説明を

求めます。 

 なお、各特別会計の内容説明については、議案日程の順序は問わず各関係課長において関係する

議案の説明を一括して行い、内容については簡潔にお願いいたします。 

〇村長（伊集院 幼君） 
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 それでは、施政方針を申し上げます。本日ここに令和６年度の予算並びに諸議案を御審議いただ

くにあたり、村政に対する所信を明らかにするとともに、主要施策と予算の概要を申し上げまし

て、一般会計並びに各特別会計予算の提案理由とさせていただきますので、議会並びに村民の各位

の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 それではまず、本村を取り巻く財政状況について申し上げます。本村の財政運営に大きな影響を

与える国の令和６年度予算の概算要求にあたっての基本的な方針においては、経済財政運営と改革

の基本方針2023に基づき、物価高克服、経済再生実現のための総合経済対策及び、それを具体化す

る予算の迅速かつ着実な執行に全力を尽くしつつ、物価や経済の動向を踏まえ今後も機動的に対応

していくことと併せて、人への投資の抜本強化、労働移動の円滑化、労務費も含めた価格転嫁対策

の強化等により、構造的賃上げの実現に取り組むとともに、重点分野への官民連携踏襲を実行する

ことにより、潜在成長率の引上げを図る経済財政運営を行うこととしています。このような方針に

基づいて編成された令和６年度の国の一般会計予算の規模は、前年度対比２兆90億円減の112兆717

億円で、基礎的財政収支対象経費は85兆627億円となっております。鹿児島県においては、本格的

な人口減少や少子高齢化の進行、不安定な海外経済情勢等による物価の高騰、デジタル化の進展、

カーボンニュートラルの実現など、社会経済情勢の変化に的確に対応しつつ、本県の基幹産業であ

る農林水産業、観光関連産業など、鹿児島の稼ぐ力の向上、地域や各種産業を支える人材育成、結

婚、妊娠、出産、子育てしやすい環境の整備や、高齢者が健やかで生きがいが持てる社会の形成な

ど、鹿児島未来創造ビジョンに掲げた各般の施策に積極的に取り組むとされています。 

 それでは、令和６年度本村の行財政の基本方針について申し上げます。令和６年度は昨年の奄美

群島日本復帰70周年を迎えるなど、鹿児島県本土を主に国内へ奄美大島が大きく宣伝され、このこ

とで本村へ訪れる方がさらに増えることが予想される中、宮古崎トンネルの開通や今年４月開設予

定の温泉施設のオープンを契機に、交流人口の増が見込まれ、本村がさらに発展する年になるよ

う、各種事業に取り組んでまいりたいと思います。 

 また、策定が遅れておりました第６次大和村総合振興計画に基づき、基本目標として安心して暮

らせる健康な村づくり、自然と共生し安全で豊かな生活環境づくり、地域性を活かした多彩な産業

づくり、活力と愛郷心ある人材を育む村づくり、協働で担い合う村づくり、健全で開かれた行財政

運営が行われる村づくりの六つの基本目標を掲げ、本村の新たな将来像である小さくとも光り輝き

続ける村の実現に向け、各施策の実施に取り組んでまいります。 

 また、総合振興計画において重点プロジェクトとして位置付ける第２期大和村まち・ひと・しご

と創生総合戦略の戦略事業に注力して取り組むことで、本村の喫緊の課題である少子高齢化、人口

減少対策、地域経済活性化等の課題解決を図ってまいります。本村も近年の大型事業の実施なども

あり、計画的な財政運営がより一層必要とされますが、行政サービスの維持向上に努め、自然と共

生し、安心して住みよい村づくりを基本理念に、諸施策を推進してまいりました。しかし、依然と

して約80.6％を依存財源に頼らなければならない財政状況下であるため、国の地方財政対策に留意
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して予算編成を行ったところであります。本村の歳入の約45.9％を占める地方交付税においては、

国の動向を注視しながら、今後の財政運営を進めていくことが重要であると考えております。今後

は、今年度運用開始となる簡易水道事業及び集落排水事業における公営企業化や自治体システム標

準化関連のマイナンバーを利用したデジタル推進が求められる中、限られた職員、財源の中で行政

サービスを維持しつつ、村民の福祉の向上を図ることを第一に、職員の大島支庁への派遣継続と併

せ、各種研修会の開催を行うなど、人財育成に努め、職員の資質向上を図りながら、全職員が行政

サービスの向上を念頭に置き、より効果的な行政を進めるために、一つ、行財政改革の推進、二

つ、農林水産業の振興と体験型農業の推進による村の活性化、三つ、高等教育機関との連携による

村の活性化対策と定住促進、四つ、民間企業との連携による観光振興の推進、五つ、福祉の充実し

た村づくりの推進、六つ、道路交通網生活環境の整備促進、七つ、災害対策の充実した村づくりの

推進、以上七つの基本方針を定め予算編成を行いました。 

 次に、予算の概要について申し上げます。一般会計の予算総額は、35億6,066万4,000円となりま

した。主な内容といたしまして、歳入におきましては地方交付税、国庫支出金、村債、県支出金、

繰入金で歳入総額の約89.9％に当たる32億71万3,000円を見込みました。歳出におきましては、防

災行政無線設備更新事業として１億560万円、社会資本整備総合交付金事業及び防災安全交付金事

業として３億2,037万6,000円を計上いたしました。また、村民の重要な交通手段であります直行バ

スについては、運行委託の継続と併せて、昨年から新たに移動支援策も進めることができたことに

より、安定的な交通手段の確保を図ることと併せ、アマミノクロウサギ研究飼育施設（仮称）関係

費用及び子育て支援対策並びに定住促進対策費を予算計上するほか、村民に身近な生活基盤の整備

や扶助費等については、財政上可能な限り取り入れる一方、村民福祉の向上のために福祉事務所の

運営充実を図るなど、住民サービスの向上及び経常経費の抑制と財源の効率的な配分に努めまし

た。 

 次に、基本方針実現のための主要施策について申し上げます。まず１点目は、行財政改革の推進

についてであります。令和２年度に実施した庁舎耐震化改修事業やクロウサギ研究施設整備事業等

の大型事業の実施により、地方債残高が増加している傾向にある中、本年より会計年度任用職員の

勤勉手当の支給が開始されることによる経常経費の増加が見込まれることなどから、今後も計画的

な財政運営と事業の実施による新規発行起債の抑制や繰上償還等の実施により地方債現在高の減少

に努めるとともに、交付税措置率の高い地方債を活用することなど、引き続き行財政改革を推進

し、行政事務全般における見直しと財政構造の弾力性を示す経常収支比率をはじめとする財政指標

の改善を図るべく歳入歳出の徹底した見直しを図り、健全財政の確立に努めてまいります。 

 歳入につきましては、村税の適正課税と収納率の向上に努めるとともに、平成29年度からふるさ

と納税サイトへ加入を図ってきましたが、今後も新たな返礼品となる特産品の開発を促進するとと

もに、現在の返礼品の安定供給を図りながら、財源の確保に取組を進めるほか、温泉施設の開設に

伴う入湯税の税収増も見込めることから、新たな自主財源の確保にも取り組んでまいります。ま
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た、各種事業の実施にあたっては、国・県の動向を注視しながら、補助事業を優先するほか、奄振

交付金を主とする有効な交付金の活用に努め、村債についても辺地債や過疎債及び緊急防災減災事

業債など、できるだけ交付税措置率の高い有利な起債を導入するなど、引き続き財政負担の抑制に

努めてまいります。村税等の未収金対策については、重点課題と捉え、住宅使用料における徴収専

門員を配置したことにより、徐々にではありますが、滞納額の改善傾向が見られるため、継続して

取組を進め、今後とも総務課、住民税務課で連携を図り、村民に不公平感のないよう徴収体制の強

化を図りながら、収納率の向上による自主財源の確保に努めてまいります。 

 歳出につきましては、経費の節減合理化を図り、消費的経費の抑制に努め、特にこの数年上昇し

てきている物件費の抑制を図りながら、財政運営の健全性を保つことに努めてまいります。そのほ

か、国が進める自治体システム20業務の標準化に向けた取組を年次的に進め、電算システム利用に

おける業務の効率化を図ることで行政サービスの向上に努めてまいります。また、令和５年度から

制度開始となった職員の定年引上げにつきましては、今後、２年に１歳ずつ年齢が引き上げられる

ことを念頭に、適正な人員管理と業務分担及び人員配置に努めてまいります。 

 ２点目は、農林水産業の振興と体験型農業の推進による村の活性化についてであります。 

 農業振興につきましては、①園地の農地巡回指導の強化や品目別研修会実施のほか、村単独助成

事業の内容を拡充し、農家の生産意欲向上に取り組みます。 

 ②肥料高騰対策については、引き続き支援を行い、農家負担の軽減に努めるほか、高騰対策とし

て土づくりの推進を図るため、村堆肥場において衛生センターの脱水汚泥や活性炭、またウッドチ

ッパーによる木質チップ等を活用し、有機質堆肥の実証に取り組みます。 

 ③スモモについては、果樹の村再生のためには、安定した生産量の確保が必須であり、引き続き

関係機関と連携を図り、対策について進めてまいります。また、鹿児島県の食の安心・安全推進基

本計画に基づき、スモモの認証取得、Ｋ－ＧＡＰを引き続き取得し、高価格での取引ができるよう

取り組みながら、共販量の確保に努めます。 

 ④タンカンについては、高品質のタンカン産地として実績のある福元地区に整備されました大和

村農産園芸共同利用施設を有効活用し、栽培技術の向上を図るとともに、更なる品質向上に取り組

みます。 

 ⑤アマミノクロウサギによるタンカンの樹皮食害対策やイノシシ等の有害鳥獣による農作物の被

害防止については、鳥獣被害対策実践事業を継続して活用し、クロウサギの侵入防止にも対応した

防護柵の整備を計画的に進めることで、被害の軽減に取り組みます。 

 ⑥イノシシ肉を活かしたジビエ加工品の開発の検討に合わせ、旧加工施設を食肉処理施設として

の活用を進めます。 

 ⑦奄美大島果樹選果場の利用促進及び高品質加工のため選果手数料等の助成を継続し、農家支援

に取り組みます。 

 ⑧担い手農家の育成として認定農業者と連携を図り、農家指導や新規就農者の獲得に取り組むと
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ともに、耕作放棄地の解消に努めます。 

 ⑨湯湾釜選果場の運営については、引き続き村直営で行い、合同会社ひらとみと連携した雇用の

確保に努めるほか、家庭選果の指導を徹底することにより、効果的な選果と品質の向上に取り組み

ます。また、台風による倒壊の被害を受けた選果場の擁壁につきましては、防災的観点も含め、施

設全体の改修と併せて整備検討を進めます。 

 ⑩スモモフェスタについては、村内外に対して大きなＰＲ効果があることから、スモモの可能性

を活かしたイベントとして継続した実施に取り組みます。 

 ⑪市場集出荷委託事業については、利用者のさらなる生産意欲の向上を目指し、栽培研修会や表

彰を実施するなど、生産性の向上や高齢者の生きがいづくりに取り組むほか、新たな出荷者の掘り

起しに努めます。 

 ⑫大和まほろば館については、特産品の情報発信と販売促進を継続し、施設の安定経営に努める

とともに、直売所の充実を図るため、まほろば大和生活研究グループや合同会社ひらとみ、いしょ

むん会などと連携し、販売商品の充実に努めます。 

 ⑬特産品の開発については、加工グループだけではなく、企画観光課や関係機関とも連携を図

り、地域資源を活用した開発に努めます。 

 ⑭農地の維持管理組合等が行う地域活動や営農活動については、多面的機能支払交付金及び中山

間地域等直接支払交付金を活用し、継続した活動の支援を行います。 

 ⑮合同会社ひらとみの運営については、幅広い経営と雇用創出により、合同会社としての機能充

実に取り組み、実証、体験農園の充実と農作業受託業務を積極的に行うほか、地場産農産物の販売

促進に取り組みます。そのほか、農家サービスを第一とした販売業務の継続とともに、村民にとっ

て利用しやすい商品の拡充を図ります。 

 ⑯実証農園については、スモモ、タンカン、シイタケ等の収穫体験や野菜の植え付け体験等を行

う体験型観光農園の推進に取り組むほか、民間団体との連携による体験農業を実施することと併せ

て、無農薬栽培によるタンカン果樹オーナー制度の実施を進めます。 

 ⑰農業委員や農地利用最適化推進委員による本村農地の最適化を図り、農地の有効活用に努める

ほか、オルソ画像による農地の正確な情報把握に努め、将来の農地の在り方を示した地域計画の策

定に取り組みます。 

 ⑱本村の特産品であるスモモ、タンカン等のさらなる販路拡大を図るため、交流自治体である神

奈川県大和市の物産展への出展や各郷友会とも連携を図り、販路の拡大に取り組みます。 

 ⑲奄美温泉大和ハナハナビーチリゾートと連携した地産地消の推進に努め、地域資源を生かした

１次産業の活性化に努めます。 

 林業の振興につきましては、①里山林等保全管理促進事業を活用し、防災等の観点から集落周辺

の荒廃した雑木の伐採を推進し、家屋の安全を確保するほか、森林の公益的機能の維持増進を図り

ます。 
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 ②特用林産物であるシキミ苗木や肥料の助成、シイタケ種ゴマ助成などの村単独事業を継続する

ほか、実証農園においてもシイタケ栽培の拡大に努め、生産量の増加に努めます。 

 ③有害鳥獣対策として、イノシシの駆除を継続するほか、ノヤギ駆除については、単独で行うよ

り捕獲効果の高いグループでの一斉捕獲を推進し、効果的な駆除を実施するとともに、カラス対策

につきましては、補助事業により導入したカラス小屋を活用し、適正な管理を行うとともに、捕獲

強化に努めます。 

 水産業の振興につきましては、①離島漁業再生支援交付金を活用し、漁家所得の向上に努めるほ

か、漁具購入助成、水揚げ出荷助成を継続実施するとともに、燃油高騰対策として従来の燃油助成

制度の内容を拡充し、漁家支援に取り組みます。 

 ②サンゴ礁保全対策事業により、村内海域における現状の把握に努めるとともに、漁場環境保全

に取り組みます。 

 ③まほろば大和漁業集落と連携したおさかな祭りを行い、魚食普及に取り組みます。 

 ④水産物加工グループの活動支援を行いながら、加工品の開発や地域資源を活かした魚食の普及

と地産地消の推進を図ります。また、水産加工施設の管理運営に関しましては、いしょむん会やま

ほろば大和漁業集落と連携し、適正管理に努めるとともに、施設の利用促進に取り組みます。 

 ⑤名音漁港の船舶への荷卸しの労力軽減を図るため、小型クレーンの整備や堆積土砂対策などの

漁港施設の改善に取り組むほか、漁業者と連携したブルーツーリズムの推進に取り組みます。 

 ⑥名音漁港、今里漁港のトイレについては、両集落における管理委託を継続するとともに、定期

的な巡回を実施し、適正な管理に努めます。 

 ⑦体験型観光の観点から大和村集落まるごと体験協議会やまほろば大和漁業集落とも連携し、ブ

ルーツーリズムの推進に取り組みます。 

商工業の振興につきましては、①村内商店の経営状況が厳しい中、村独自の元気度アップポイント

事業を継続し、村内商店の利用促進を図るほか、あまみ商工会への助成を行い、商工会による経営

改善普及指導等を支援します。また、鹿児島産業支援センターや奄美群島広域事務組合が実施して

いる創業支援補助の周知及び新型コロナウイルス感染症の影響により、金融機関からの借入れ金に

対する利子補給を継続して行い、事業者支援に努めます。 

 ②起業創業ステップアップ助成金により、新たに創業する事業者、事業の拡大、拡充を行う事業

者の支援を実施し、村内商工業等の活性化を図ります。 

 ③村民の消費生活支援と商工事業者の経営支援の両面での効果が見込める村独自の商品券とし

て、5,000円で7,000円分の商品券を購入可能なプレミアム商品券事業の実施に取り組みます。 

 ３点目は、高等教育機関との連携による村の活性化対策と定住促進についてであります。高等教

育機関との連携による村の活性化について、東京農工大学と来年４月開所が予定されておりますア

マミノクロウサギ飼育研究施設における学術的調査研究等に関する連携協定を締結し、知の集積を

図り、その得られた研究成果を将来を担う地域の子供たちに還元する流れを構築するとともに、鹿
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児島国際大学と連携し、広く学生のフィールドワークを受け入れることで、関係人口の創出に努め

てまいります。また、定住促進対策につきましては、村独自の公営住宅使用料助成や、住宅改修助

成制度等を継続するとともに、新たに民間団体との連携による空き家活用を推進することで、移住

定住への取組を強化し、村外からの転入促進、村内からの転出抑制を図り、大和村まち・ひと・し

ごと総合戦略で設定した将来目標人口の実現に向けて、各種支援策を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

 ①名音地区のゲストハウス及び令和４年度に整備しました旧戸円校の施設をフリーな事務スペー

スとして利用できるコワーキング施設として、さらに鹿児島国際大学、インフィニティ国際学院、

東京農工大学等のフィールドワークの場として有効利用できるよう運用しながら、関係人口の創

出、関係人口から定住人口への良好な流れを構築し、定住促進による地域振興、地域活性化を推進

します。 

 ②個人が行う住宅改修に対する助成制度を継続実施するとともに、単身者向け、世帯向けの定住

促進住宅の整備、行政指導による空き家改修による移住定住促進に資する住居の確保にあわせ、奄

美群島内で空き家利活用を中心とした移住定住支援を行っている民間団体と連携し、民間の力を活

用した空き家の利活用を新たに展開することで、さらなる定住促進に取り組みます。 

 ③民間賃貸住宅整備助成金の継続実施や、新たな大和村政策住宅の整備検討など、民間資本によ

る賃貸住宅の村内展開に取り組みます。 

 ④出産祝金をはじめ育児助成金、新築住宅助成金、里親助成金、今里親子留学助成金、住宅改修

助成金、結婚応援助成金などの交付を引き続き行いながら、新たに新築住宅助成金において、子供

の人数に応じて助成金を加算する制度拡充を行うことにより、家族世帯への移住訴求力の向上を図

り、引き続き定住促進の推進に取り組みます。 

 ⑤人口減少対策として、令和２年度から制度が開始された転出した村出身者のＵターンを促進す

るため、大和村振興基金奨学金利用者を対象として、大和村へＵターンした場合は、その返済に対

しての助成を継続するほか、その制度に対しての周知を図ります。 

 ⑥村営住宅家賃助成制度を引き続き実施し、低所得者向け住宅からの転出抑制に努め、入居者に

快適な住環境を提供することに努めます。 

 ４点目は、民間企業との連携による観光振興の推進についてであります。観光の振興につきまし

ては、令和２年から地域経済に大きな影響をもたらしていた新型コロナウイルス感染症も、昨年５

月に２類感染症から５類感染症となり、観光入込に関しましても、コロナ禍以前の入込状況に戻り

つつある中、令和３年７月の世界自然遺産登録による観光面での効果が、これから本格的に発揮さ

れてくることが期待されるところであります。本村におきましても、令和２年10月に立地協定を締

結しました株式会社グレイ美術によります奄美初の本格天然温泉リゾート施設、奄美温泉大和ハナ

ハナビーチリゾートのオープンが今年４月に控えるなど、今後の観光振興による地域経済の活性化

が期待されるところであります。このような奄美大島、そして本村を取り巻く良好な社会環境の変
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化を最大限に活かすため、関係団体と連携し、より一層の観光受入体制の強化、魅力ある観光地と

しての誘客力の向上に努めてまいります。 

 ①島内島外と来訪者の属性を問わない集客施設となることが期待されます奄美温泉大和ハナハナ

ビーチリゾートと、大和村集落まるごと体験協議会との連携強化を図り、村内全域でその集客効果

が発揮されるよう努めます。 

 ②農業体験を基軸としたＪＡＬふるさとワーキングホリデーの受け入れによる関係人口の創出

に、ＪＡＬ、大和村集落まるごと体験協議会、農家と連携して取り組みます。 

 ③アマミノクロウサギ研究飼育施設については、施設展示棟の充実を図るためにも国や鹿児島県

及びその他の関係機関と連携を取りながら、施設整備を計画的に推進し、オーバーユースによる環

境負荷を低減させるため、分散型観光の強化を図り、自然保護と観光振興の両立に努めるほか、ア

マミノクロウサギの学術的調査研究等に関する連携協定を東京農工大学と締結し、知の集積を図る

とこととあわせて、得られた研究成果を次世代を担う児童生徒へ継承する機会としてアマミノクロ

ウサギシンポジウムの開催に努めます。 

 ④奄美大島観光物産連盟や奄美群島観光物産協会と連携を図り、観光客における受入体制の情報

を共有するとともに奄美シマ博覧会出展者へ登録費用助成を継続することで、本村の体験型観光商

品を掲載し誘客を図るほか、奄美満喫ツアーを利用した本村への誘致活動を継続して行い、交流人

口の増加とそのリピーターの確保に努めてまいります。また、大和村集落まるごと体験協議会とも

連携を図り、地域に埋もれた観光資源である体験プログラムの充実と体験型観光の受入れに対する

支援策に取り組みます。 

 ⑤奄美フォレストポリスの管理については、指定管理者との連携を密にし、適切な環境整備及び

利用者へのサービス向上を図ります。また、今後の公園整備及び施設改修計画を円滑に行うことを

目的に、毎年度年度前の整備内容を記載した管理公園の公園台帳整備に取り組みます。 

 ⑥鹿児島県観光事業の魅力ある観光地づくり事業を今後とも活用するとともに、令和元年度に開

通した世界自然遺産奄美トレイルコース大和村エリアの周知を図るほか、トレイルコースと連携し

た観光ルートの構築など情報発信を強化します。 

 ⑦大和村の魅力を発信するため、観光ガイドブックやドライブマップの活用、ホームページやそ

の他のＳＮＳを活用しながら観光情報掲載の充実に取り組みます。 

 ⑧新たな観光集客施設である奄美温泉大和ハナハナビーチリゾート及び大和村集落まるごと体験

協議会と連携を図り、来訪者がまた遊びに来たいと、何度でも訪れたくなるリピート化を促進し、

持続的な観光外貨を獲得することを目的に、村内にとどまる周遊することが一種のアクティビティ

ーであり、本村の持つ独自の魅力を体感、発見してもらうめぐる楽しみを提供するデジタルスタン

プラリーシステムの構築に努めます。 

 ⑨本村の観光大使城南海氏や奄美島唄デュオすももへ村の情報を提供し、観光大使として全国へ

向けた本村のＰＲやイベント実施についても取り組みます。 
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 ⑩世界自然遺産登録後の自然保護活動として、環境省を中心に鹿児島・沖縄両県をはじめ、群島

内各市町村と連携を継続し、コア地域における外来種駆除やロードキル対策、違法な動植物の捕

獲、採取対策を実施し、自然保護に対しての管理の充実に取り組みます。また、奄美・沖縄世界自

然遺産登録記念日の毎年７月26日前後の日曜日に、集落内の清掃等を呼びかけ村民の自発的な環境

保護活動の参加を促進します。 

 ⑪世界自然遺産登録実現効果を最大限に発揮することを目的に、会員数約110万人の会員組織、

総合アウトドアメーカーモンベルクラブのへ情報発信を行うモンベルフレンドエリアへ奄美大島５

市町村連携で奄美大島として登録し、自然体験志向の高い方々に注力した情報発信に努めます。 

 ⑫自然体験志向の高い来訪者の観光満足度向上を図り、リピーター化を促進するため、奄美群島

登録認定エコツアーガイドの育成に努めます。 

 ⑬奄美大島自然保護協議会における取組や奄美野生生物保護センター及び令和４年度に開設した

奄美大島世界遺産センターと連携し、自然保護思想の普及啓発を行うほか、村独自でもアマミノク

ロウサギシンポジウムを開催し、次世代を担う児童生徒を中心に自然環境保全の意識醸成に努めま

す。 

 ⑭食性破壊等による生態系への被害を防止するため、継続してヤギ被害防除対策事業によりノヤ

ギの駆除を実施するとともに、ノイヌ、ノネコ対策についても関係機関と連携して取り組みます。 

 ⑮今後も計画される観光拠点施設整備等については、年次計画を立て進めます。 

 ⑯奄美ＦＭについては、多くの村民が聴取する情報源として大変有効な手段であるため、広報や

まとラジオ便の活用など、大和村としての独自性を活かした身近な生活情報や災害時の防災情報な

ど、村の充実した情報を積極的に提供し、村の広報ＰＲに努めます。 

 ⑰神奈川県大和市のコミュニティＦＭ、ＦＭ大和内で本村の地域情報を伝える番組、大和村のお

しえてしまっちゅを活用し、関東圏での情報発信に努めます。 

 ⑱伝統文化を活用した体験型観光をメニューとして、今後、体験利用の増加が見込まれる八月踊

り等の伝統文化継承を図る必要があります。そのため、成果を披露し、自らの習熟度合いを実感す

ることにより、継承意欲を促進する機会の創出を目的として、関東大和会総会へ名音八月踊り保存

会を派遣することに努めます。 

 ⑲広報やまとの更なる充実や防災行政無線等による広報活動、ＳＮＳ等を活用し、効果的な情報

発信に努めます。 

 ⑳村のホームページ運用については、令和６年度においても見やすさ、使いやすさ、探しやすさ

を追求し、村内の観光情報やイベント情報などを更新するとともに、より魅力ある効果的な情報の

発信に努めます。 

 ５点目は、福祉の充実した村づくりの推進についてであります。大和村民が安心して生きがいの

ある生活を送るため、子育て支援策の更なる充実をはじめ、若年層への健康問題への対策、障害者

施策の拡充、高齢者への介護予防サービスの充実など、誰もが安心して暮らせる福祉の充実した村
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づくりに努めてまいります。 

 ①自分の選んだ場所で最後まで安心して過ごせることを目的とした集落長屋構想を進め、介護を

支える人材確保と介護の質の向上、多世代交流による生きがいづくり及び住環境の整備を図りま

す。 

 ②魅力ある保育体制及び子育て支援体制の充実に向け、認定こども園の設置について策定委員会

等による協議を進めるとともに、子ども家庭センター設置に向けた人材確保に努めます。 

 ③子育て支援を推進するため、準要保護世帯への就学援助費や新入学児童生徒学用品費の入学前

支給、子ども医療費無料化、高校生通学バスの全額助成など、独自の支援策を継続するとともに、

不妊治療費用助成の拡充を図ります。 

 ④生活困窮や障害など、複合的な生活課題を有する方々を継続的に支援するため、福祉事務所や

地域包括支援センター、社会福祉協議会等との連携を図り、重層的かつ包括的な相談支援体制の構

築に努めます。 

 ⑤介護予防と健康づくりを推進するため、関係機関や住民組織、民間企業とも連携し、地域にお

ける予防教室やハナハナビーチリゾートを活用した受け皿づくりの拡大を図ります。また、元気度

アップポイント事業を拡充し、スマートホンでのポイント獲得による個人の健康行動促進を支援し

ます。 

 ⑥予防医療の考えの一つとして、入浴という普段の日常生活から健康意識の醸成を図ることを目

的とした温泉入浴利用の助成に取り組みます。 

 ⑦障害者施策について、当事者による協議の場を新たに設け、当事者の視点に立った施策推進に

努めてまいります。また、令和６年度は本村にて大島地区障害者グラウンドゴルフ大会が実施され

ることから、受け入れ準備協力に努めます。 

 ⑧社会福祉協議会の運営については、常に連携を図りながら、福祉サービス事業を推進するとと

もに、人員体制についても継続支援を図ります。 

 ⑨交通弱者への支援対策として、大和村直行バス及び令和５年７月から新たに運行を開始した移

動支援車両きびきび号の安全な運行に努めます。 

 ⑩大和の園については、利用者が安全安心で落ち着いた生活ができることと、地域や利用者の御

家族から信頼される施設づくりを目指すほか、職員の資質向上のための研修等を重ね、入所者が受

けたい介護サービスの提供に努めます。また、利用者の機能訓練の充実と職員のスキルアップのほ

か、村内における今後の居宅介護と施設介護の在り方について、総合福祉検討委員会において、今

後の村内における介護需要の動向を見極めながら、集落長屋構想と併せて、今後の大和の園の運営

の在り方についても協議を継続し、その計画案の実現に向けた体制づくりに取り組みます。 

 ⑪国のＧＩＧＡスクール構想により、１人１台端末の配備が成されました。今後もＩＣＴ支援員

の配置によるサポートを継続しながら、配備した端末を学習のツール、つまり文房具の一つとして

積極的に活用を図った教育を推進します。特に小学校においては、令和６年度より教科書が改訂さ
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れ、主体的で協働的な学びが更に求められています。写真や動画などのデジタル教材を提供し、子

供たちの学習意欲を高めたり、子供たちの学びの質を高める場を提供できる授業を作り上げるため

に、デジタル教科書を同梱した教師用指導書の導入を図り、先生方の授業の充実につなげます。 

 ⑫全ての児童生徒が安心して学校生活を送るためにも、特別支援教育の充実は必要不可欠です。

学校現場では特別な支援が必要な児童生徒の割合が非常に増えており、本村でも例外ではありませ

ん。支援が必要な児童生徒の日常生活や学習のサポートを行う特別支援教育支援員の配置を行いな

がら、学校の先生方と連携して本村の宝である心豊かな大和っ子を育てるよう取り組みます。 

 ⑬外国語教育の充実に向け、ＡＬＴを全学校に派遣し、外国語活動、外国語科の円滑な実施を図

っていくことと併せまして、小学校における外国語活動授業での経験を中学校で活かしていくよう

な、スムーズな接続に取り組みます。 

 ⑭学校教育の補完的役割を目的として、学ぶ機会を増やし、子供たちの可能性を更に伸ばすこと

と、保護者の負担軽減を目的として、インターネットを活用した学習塾を実施し、中学校全学年を

対象にするなど、拡大を図ってまいりました。今後も中学校全学年を対象に継続して行い、更なる

充実に努めることと併せ、高等教育課程以降の奨学金や入学準備金の貸付制度のほか、奨学金返還

助成と大島本島内専門学校通学助成も継続し、教育の場における保護者の負担軽減に努めます。 

 ⑮学校整備事業としましては、これまで修繕等で対策を行ってきました今里小学校の体育館を、

繰越事業において屋根全体の防水対策のほか、外壁改修、バリアフリー化、体育館室内照明のＬＥ

Ｄ化などを改修して長寿命化を図り、教育現場における環境整備を図るとともに、併せまして避難

所としての機能充実も図ります。また、これまでも子ども議会などで提案のありました大棚小学校

校庭の雨天時の排水対策解消を図るため、校庭整備の改修を行うことで、児童が明るく元気よく運

動できる環境づくりにも取り組みます。 

 ⑯大棚、名音、今里の各学校の校庭に整備してあります夜間照明につきましては、夜間の防災避

難場所として重要な位置づけでもあることから、老朽化している照明のＬＥＤ化を図り、利用しや

すい学校環境整備と併せて、避難場所としての整備を図ります。 

 ⑰村内各小学校校庭の運動遊具設置につきましては、年次的に設置を行い、児童の学校における

健康増進を図ります。また、村直営でのスクールバス運行についても、利用しやすいように乗車場

所を考慮しながら運行してまいりましたが、今後とも児童生徒の通学をより安全安心なものとして

取り組みます。 

 ⑱村内における児童生徒を対象に、郷土の自然や文化等に触れる体験活動を支援する大和っ子ス

クールを継続して実施しながら、併せて子供たちが本村の地域や社会について主体的に考え、村政

への関心を高めるために、令和６年度においても子ども議会を継続して開催します。 

 ⑲公民館講座については、講座開催による生涯学習の促進に努めます。また、村民の学ぶ機会を

増やすため、各種講座の充実のほか、読書活動の充実にも取り組みます。 

 ⑳本村の郷土芸能や伝統行事の活性化を図るため、村内の文化団体への助成を継続して行い、令
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和６年度におきましては、助成金を増額して更なる保存活動の充実に努めます。 

 ㉑本村の貴重な文化財や文化的資料を整理及び調査研究するために、令和６年度は学芸員を配置

することと併せて、施設の整備等についても検討を進めます。 

 ㉒県指定文化財である群倉の保存につきましては、屋根葺き替え用のリュウキュウチクの安定的

な資材の確保を行いながら、計画的な屋根の葺き替えを実施します。 

 ㉓昨年度は51年ぶりに鹿児島国体が開催され、本村でも炬火リレーやデモンストレーションスポ

ーツとしてランニングバイク大会を実施するなど、鹿児島国体一色に染まった１年でもありまし

た。村内スポーツイベントにつきましても、ここ３カ年、コロナ禍で中止を余儀なくされてきまし

た村民体育大会をはじめ、ジョギング大会、ウォーキング大会を通常開催をして、村民の交流の場

を設けるとともに、交流人口の増加にもつながったところでもあります。令和６年度につきまして

も、多くの村民が参加できるスポーツイベントを開催することで、村民一人ひとりの健康増進につ

ながるように努めてまいります。特に、年々村内外からの参加者が増加し、一大イベントしても定

着しておりますまほろば大和ウォーキング大会につきましては、大和村のＰＲ事業の一環としての

大会になるよう、継続して取り組みます。 

 ㉔各種スポーツ大会及び地区スポーツ少年団交歓大会におきまして、優秀な成績をおさめ、県体

会、九州大会、全国大会への出場資格を獲得した団体並びに個人につきましては、交通費、宿泊費

の全額助成と併せまして、その指導者及び保護者にも一部助成を継続して行い、本村の生涯スポー

ツ振興及び競技力の向上を図ります。 

 ６点目は、道路交通網生活環境の整備促進についてであります。本村の活性化に最も重要な社会

基盤の整備については、生活の基盤である道路交通網や集落内の生活環境の整備等であるため、更

なる整備促進に努めてまいります。 

 道路交通網の整備につきましては、①本村の農業振興の拠点地区である福元地区や、令和３年７

月の世界自然遺産登録により増加が見込まれる奄美フォレストポリスへと連結した村道大棚名音線

については、今後も道路改良事業を継続して行い、安全なアクセス道路としての機能を高めること

により、農業振興及び観光振興の利用促進を図ります。 

 ②今後も市町村間の観光振興の連携を図るために、奄美フォレストポリスから宇検村へ連結する

村道福元湯湾線についても、道路改良事業を継続して行い、特に湯湾岳へのアクセス道路となるこ

とから、環境配慮型の改良を行うとともに、機能向上と交通の利便性向上の確保に努めます。 

 ③沿線に本村の主要果樹であるスモモやタンカンの果樹園が多く存在する村道宝田線について

は、産業振興における重要な路線であり、今後も道路改良事業を継続して行い、大雨や台風災害等

により強い法面対策及び排水対策による通行の安全性を確保します。 

 ④村道大和浜大棚線については、観光施設へのアクセス道路となることから、一部道路幅員の狭

小により大型車輛の離合が困難な箇所の道路改良事業を継続して行い、通行の円滑化及び安全を図

ります。 
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 ⑤集落内における生活道路の対策としましては、名音地区内の老朽化した集落内道路の舗装補修

及び排水対策の生活道路対策エリア事業を継続し、湯湾釜地区内の集落道におきましても、村道本

前線道路改良事業を継続して行い、安全性の確保に努めてまいります。また、生活道路対策エリア

国直地区を集落排水事業と同時に施工し、集落内の老朽化した路面補修及び排水対策の改善を図り

ます。併せまして、大棚集落内道路の村道大棚１号線についても、道路幅員が狭く、緊急車両も通

行することから、道路改良事業を継続して行い、歩行者と車輛の安全性向上を図ります。 

 ⑥橋梁につきましては、令和５年度が５年に１回の橋梁長寿命化修繕計画の見直しとなってお

り、老朽化した村内集落の橋については、新たな補修計画に基づいて年次的に補修を行い、施設の

維持管理に努めます。 

 ⑦村道等の除草や簡易的な路面補修等については、これまでどおりに迅速な維持補修と適正管理

に努め、安全で快適な通行を図ります。 

 ⑧主要中央道名瀬瀬戸内線の大金久戸円間のバイパス整備の早期着手に向けて、関係機関と連携

して取り組みます。 

 生活環境の整備につきましては、①住環境及び自然環境保全の観点から、生活排水処理対策とし

て集落排水事業における村内一元化を図り、農業集落排水事業を推進して、令和３年度までに中部

地区までの接続環境整備が完了しました。今後は東部地区の国直地区の整備を進めながら、早期完

成を目指して年次計画に基づき、衛生的で快適な生活環境整備を進めるとともに、住民の皆様の御

理解をいただきながら、今年度からは湯湾釜集落への接続助成金の制度を活用していただき、加入

率の向上に取り組みます。また、西部地区における施設の分散化への方向性を進めながら、計画的

な事業推進に取り組んでまいります。そして、令和６年４月開始の公営企業については、公営企業

法一部適用開始による財務諸表の作成により経営状況が明確化されますので、今後の経営健全化が

図られるように努めます。 

 ②大和村衛生センターの汚泥につきましては、これまでは最終処分場にて焼却処分を行っていま

したが、地球温暖化防止問題の一助になることと併せて、環境循環型の形成を目指し、産業振興課

と連携を図りながら汚泥の肥料化の促進に取り組みます。 

 ③簡易水道事業につきましては、自然災害時に素早く対応するため、上水道施設の環境整備を図

りながら、日常管理の適正化に努めてまいります。また、令和６年４月開始の公営企業について

は、集落排水事業同様、公営企業法一部適用開始による財務諸表の作成により、経営状況が明確化

されますので、今後の経営健全化が図られるよう努めます。 

 ④大和ダムについては、有効利用を図るため、農業用水活用の可能性や将来の小水力発電の可能

性の検討を行いながら、適正な管理運営に努めます。 

 ⑤ごみの分別収集を行い、資源ごみのリサイクル促進を図り減量化に努めるほか、ごみの分別に

関する知識の普及に継続して取り組み、適正なごみ出しについてもパンフレット等の配布による周

知広報等を行うとともに、分別の意識付けを図りながら、村内の美化に対する意識の強化に努めま
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す。 

 ⑥集落内の野良猫対策につきましては、ＴＮＲ事業を継続して実施するとともに、世界自然遺産

登録に併せノネコ対策についても関係機関と連携してネコ対策事業を推進するほか、飼い猫の適正

な飼養を図るためのマイクロチップ装着率向上の促進を図るとともに、適正飼養に関する知識の普

及に努めます。 

 ⑦大和村地球温暖化防止実行計画に基づき、令和４年度に実施した公共施設における再生エネル

ギー導入可能性調査の結果を基に、脱炭素や省エネ再生エネルギーについての取組を進めるため、

役場庁舎屋上への太陽光パネルの設置検討を行い、温室効果ガスの削減に向けた活動の推進を図り

ます。また、公共施設における空調機等の使用電力抑制を図るとともに、廃棄物の減量化及び分別

の徹底などについても、村民への普及啓発を図り、環境への負荷の低減に努めます。 

 ⑧海岸漂着物回収事業については、定期的な巡視に努め、回収作業を継続して行い、各集落及び

村内各種団体等の協力を得ながら、漂着ごみの迅速な対応を図ることで美しい海浜景観の維持向上

に努めます。 

 ⑨住宅の確保については、村独自に作成した住宅建設計画を更新し、定住促進住宅１棟を新築す

るほか、空き家改修における住居の確保を図りながら、民間賃貸住宅整備助成金の実施による民間

アパート誘致を促進することで、新たな住居の確保に取り組みます。 

 ⑩公営住宅については、大和村公営住宅等長寿命化計画に基づき、公営住宅等ストック改善事業

として年次的に住宅周りの外壁や屋上防水の修繕等を行うことと併せまして、経年劣化等による入

居者からの修繕要望に対しましても適宜対応を図るほか、定期的な巡視を行うなど、住居の環境整

備に努めます。 

 ⑪近年、人口減少及び少子高齢化の影響により、集落運営に関する重要な財源である字費の減少

が見られることから、継続して集落支援助成を行うことで集落運営の支援に努めます。 

 ⑫光ケーブル高速通信網の整備については、村内全域で整備が完了し、村内における観光地や主

要施設への公衆無線ＬＡＮの整備につきましても、令和３年度に完了しておりますが、今後は適正

な維持管理に努めます。 

 ⑬村内の各集落等における催事等の開催時に活用してもうらための携帯型Ｗｉ－Ｆｉの利活用に

ついて周知を行い、通信環境の有効的な運用に努めます。 

 ⑭通信エリア改善に向けて、関連企業へ要望を行っておりますが、今後も継続して通信エリアの

改善に向けて努めるほか、第５世代移動通信システム、いわゆる５Ｇの提供エリア拡大についても

要望を行っていきます。 

 ７点目は、災害対策の充実した村づくりの推進についてであります。令和６年の元旦に発生をい

たしました能登半島地震や昨年は大和村においても線状降水帯の発生など、地震、津波、大雨、台

風などの様々な災害がいつ起こるか分からない状況にある中で、村民が安心して暮らせるよう災害

に強い村づくりに努めるべく取組を進めてまいります。 
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 ①令和４年度から３カ年計画で進めている防災行政無線の更新につきましては、３年目の最終年

度を迎え、令和６年度末には村内全体の戸別受信機更新をはじめとする施設器具等の整備に取り組

みます。併せて、村民が災害に必要な情報を得るための緊急速報メールを含む携帯電話を活用した

災害情報ツールの活用についても、引き続き適正な運用に取り組みます。 

 ②地域防災計画に基づき防災体制を強化するため、自主防災組織との連携と組織強化のための人

材を育成できるよう、自主防災組織のリーダー育成研修派遣を計画的に行うことで、災害体制の強

化に努めます。 

 ③災害時の避難施設である集落公民館等については、避難所としての防災機能の向上が図られま

したが、避難所での消防団員待機における処遇改善を図るほか、今後は各学校においても避難所と

しての機能充実を図る上で、備蓄品等の収納など、教育現場と連携を図り、避難所開設の際には早

急な対応が図られるよう避難所運営の充実に努めます。 

 ④災害から村民の生命財産を守り、安全安心に暮らしていけるよう、全国的に発生している豪雨

や大地震での自然災害を教訓に、大和村地域防災計画を鹿児島県からの助言を基に、必要に応じて

適宜更新し、災害に強い村づくりに取り組みます。 

 ⑤近年、自然災害が多く発生している中、消防本部を主とした連携を強化するほか、村民の財産

を守るため火災発生時の消防団員の技術力向上を図るため、消防操法大会の派遣と併せ、消防団車

輛資機材の計画的な更新を継続するとともに、団員の消防学校研修の継続と新たに女性消防団員の

消防学校研修にも努め、団員の意識の高揚にも取り組みます。 

 ⑥高齢化率43％を超える本村において、独居高齢者等への災害に対する不安を軽減するため、個

別避難計画の作成に取り組み、国の規定に基づいた計画を作成することができましたが、他の要支

援者への対応についても、自主防災組織及び消防と連携しながら、避難訓練の実施と対応協議を進

めながら情報の共有に努めます。 

 ⑦県事業であります砂防事業並びに急傾斜地崩壊対策事業や高潮対策事業については、鹿児島県

と連携を図りながら事業促進に努め、村民の生命財産を守ります。 

 以上、村政の基本方針と主要施策の概要を申し上げました。今後、大和村が小さくとも光り輝き

続ける村として、更なる発展を目指す上で、これからも初心を忘れることなく、本村の発展のため

に全力で取り組んでまいりたいと考えております。併せまして、国内の情勢、動向に注視しなが

ら、世界自然遺産登録や宮古崎トンネル開通のほか、奄美温泉大和ハナハナビーチリゾートのオー

プンを機に、民間企業との連携強化により、更なる地域資源を生かした本村の活性化に着実につな

がるよう、受入体制への充実強化に努めてまいりたいと考えております。令和６年度の財政状況に

おきましても苦慮するところではありますが、第６次大和村総合振興計画に基づき、大和村発展に

向け六つの基本目標に添った施策を実現できるよう、効率的な行政運営の下、最少の経費で最大の

効果を発揮することに努め、一人ひとりの村民が活力にあふれ、全ての世代が幸せに年齢を重ねる

ことができる幸齢社会を形づくり、幸福感ある村を目指してまいります。そして、奄美群島日本復
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帰70年の経過する中、先人が築き上げた功績を守りながら、次の世代へ語り継ぐことと併せて、豊

かな自然や伝統文化を継承し、大和村の目指すべき新たな将来像である小さくとも光り輝き続ける

村を実現するために、全力で取り組んでまいる所存であります。これからも村政の運営について

は、全体の奉仕者であることを念頭に、村民の立場に立ち、村民幸福度の向上と施策実現のため

に、全力を傾聴してまいる所存でございますので、村議会並びに村民の皆様方の更なる御支援御協

力を賜りますようお願いを申し上げまして、施政方針とさせていただきます。御静聴ありがとうご

ざいました。 

○総務課長（政村勇二君） 

 令和６年度大和村一般会計予算について、内容の御説明を申し上げます。 

 令和６年度大和村一般会計予算の総額は、歳入歳出それぞれ35億6,066万4,000円で、前年度当初

対比3,506万1,000円の減額予算にしようとするものであります。 

 予算の概要につきましては、村長の施政方針の中でも申し上げておりますが、詳細につきまして

は予算審査特別委員会におきまして御質問により御説明させていただきたいと思います。よろしく

お願い申し上げます。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 令和６年度特別会計について、内容を御説明申し上げます。 

 議案第９号、令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算について、議案第11号、大和村介護保

険特別会計予算について、議案第13号、令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について、

以上３件の特別会計につきましては、お配りしてあります資料のとおりでございます。 

 詳細につきましては予算審査特別委員会におきまして御質問により説明させていただきたいと思

います。よろしくお願い申し上げます。 

○大和診療所事務長（松﨑泰郎君） 

 令和６年度特別会計について、内容の説明を申し上げます。 

 議案第10号、令和６年度大和村大和診療所特別会計予算につきましては、お手元にお配りしてあ

ります資料のとおりでございます。 

 詳細につきましては予算審査特別委員会におきまして、御質問により説明させていただきたいと

思います。よろしくお願いします。 

○大和の園園長（勝 健一郎君） 

 令和６年度特別会計について、内容の説明を申し上げます。 

 議案第12号、令和６年度大和村大和の園特別会計予算については、お手元にお配りしてあります

資料のとおりでございます。 

 詳細につきましては予算審査特別委員会におきまして、御質問により説明させていただきたいと

思います。よろしくお願い申し上げます。 

○住民税務課長（池田浩二君） 
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 令和６年度公営企業会計について、内容の説明を申し上げます。 

 議案第14号、令和６年度大和村簡易水道事業会計予算について、議案第15号、令和６年度大和村

集落排水事業会計予算について、以上２件の公営企業会計につきましては、お手元にお配りしてあ

ります資料のとおりでございます。 

 詳細につきましては予算審査特別委員会におきまして、御質問により説明させていただきたいと

思います。よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ただいま令和６年度各会計予算の概要説明がありましたが、このあと設置されます予算審査特別

委員会において詳細な審査を行う予定にしております。 

 したがいまして、本日は総務建設委員長の大綱質疑のみにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、令和６年度各会計予算に対する質疑については、総務建設委員長の大綱質疑のみを

行うことに決定いたしました。 

 それでは、２番、前田清和君、総務建設委員長の大綱質疑を許可いたします。 

○総務建設委員長（前田清和君） 

 皆さんこんにちは、ただいま議長の許可をいただきましたので、令和６年第1回議会定例会に当

たり、村長から令和６年度施政方針及び予算説明がありましたので、提案に対しましての大綱質疑

を行います。 

国・県の状況につきましては、省略いたします。 

 本村においては、今年４月開設予定の温泉施設のオープンを契機に交流人口の増加が期待され，

その効果が大和村全体へ波及することを願っております。 

 さて、このたび策定された第６次大和村総合振興計画では、安心して暮らせる健康な村づくり、

自然と共生し、安全で豊かな生活環境づくり、地域性を生かした多彩な産業づくり、活力と愛郷心

ある人材を育む村づくり、協働で担い合う村づくり、健全で開かれた行財政運営が行われる村づく

りの６つの基本目標が掲げられ、本村の新たな将来像である小さくとも光り輝き続ける村の実現に

向け、各施策の実施に取り組むとされています。 

 令和６年度は次の７つの基本方針、行財政改革の推進、農林水産業の振興と体験型農業の推進に

よる村の活性化、高等教育機関との連携による村の活性化対策と定住促進、民間企業との連携によ

る観光振興の推進、福祉の充実した村づくりの推進、道路交通網、生活環境の整備促進、災害対策

の充実した村づくりを柱に限られた財源の中、村民の福祉向上を図ることを第一に予算が編成され

ております。 
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 一般会計予算総額においては、前年度比1.0％3,506万1,000円減の35億6,066万4,000円の予算編

成となっております。 

 令和６年度当初予算の主要施策についてお伺いいたします。 

 まず、行財政改革について，本村の歳入の80.6％を依存財源に頼らなければならない中、歳入の

約45.9％を地方交付税で賄われています。昨年度と比較しますと、依存財源が3.3％減少、地方交

付税においては6.4％増加となっておりますが、その要因はどこにあったのか答弁を求めます。 

 次に、自主財源の確保についてですが、本村においては重点課題と位置づけており、当局におか

れましてもふるさと納税サイトへの加入を図り、返礼品となる特産品の開発等なされていますが、

令和６年度に向けて何か新しい取り組み等お考えなのか、また併せて村税等の未収金対策について

も、抜本的な改善策が必要でないのか答弁を求めます。 

 次に、農林水産業についてお伺いいたします。人口減少、少子高齢化に伴い、日本社会全体にお

いて人材確保の問題をよく耳にします。本村においても、農業・林業・水産業の担い手の育成に取

り組まれていますが、なかなか進まないのが現状にあります。今後当局として、人材育成について

どのような対策が必要であると思われるのか答弁を求めます。 

 次に、移住・定住促進についてお伺いいたします。これまで定住促進対策については、村独自の

公営住宅使用料助成金、また住宅改修助成制度を活用し、転入促進転出抑制を図ってまいりました

が、最近低所得者向け住宅からの転出が見られます。住宅使用料は本村において、大事な自主財源

をになうことから空き家にすることなく、入居していただく必要があると思うが、今後の具体的取

り組み等答弁を求めます。 

 次に、観光振興についてお伺いいたします。あまみ大島観光物産連盟や奄美群島観光物産協会と

連携を図り、観光客における受入体制の情報を共有するとしているが、どのような情報を共有する

のか答弁を求めます。 

 また、奄美群島観光物産協会のあまみシマ博覧会では、本村の体験型観光の商品が多く出展され

ていますが、令和６年度は新たな体験型観光の商品があるのか答弁を求めます。 

 次に、子育て支援・福祉の推進についてお伺いいたします。令和６年度は、子育て支援体制の充

実に向け、認定こども園の設置・こども家庭センター設置に向けた協議に取り組むとあるが、設置

をすることで子ども達にとってのメリットはどのようなものか、またどのような成果が期待される

のか答弁を求めます。 

 次に、交通弱者への支援策として、昨年７月から運行しています移動支援車両きびきび号の利用

状況についての説明と、新年度に向けた新たな取り組み等考えがあるのか答弁を求めます。 

 次に、道路環境整備についてお伺いいたします。今年４月にオープン予定の奄美大和ハナハナビ

ーチリゾートや、アマミノクロウサギ研究飼育施設が建設されており、観光振興の上から観光客の

増加が期待されるところであります。県道79号線は、村民にとって重要な路線であることはもちろ

んのこと、村道についても村民・観光客は利用する頻度が増してくることが予測されます。世界自
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然遺産に登録された今、道路環境の整備は進めなければなりません。草刈り等で維持・管理をなさ

れていますが、まだまだ管理不足のように感じられます。新年度に向け改善策・検討するべきだと

思うが答弁を求めます。 

 最後に、災害対策についてお伺いいたします。今年の元旦に発生した能登半島地震や、昨年は大

和村でも線状降水帯の発生など、地震・津波・大雨・台風などの様々な災害がいつ起こるか分から

ない状況にあるなかで、村民が安心して暮らせるよう災害に強い村づくりに努めるべく取り組みを

進めるとされております。そのような取り組みを進める中で、独居高齢者等への災害に対する不安

を軽減するため個別避難計画を策定されたことに敬意を表したいと思います。この個別避難計画を

有効活用するため、該当者や関係者にどのような周知を図っておられるのか答弁を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 それでは、ただいまの大綱質疑にお答え申し上げます。 

 最初の、地方交付税が昨年度と比較しますと、依存財源が3.3％減少、地方交付税においては

6.4％増加となっており、その要因はどこにあるのかということでございますが、まず、依存財源

の3.3％減の要因でございますが、令和５年度に財源として計上しておりましたふるさと融資にか

かる貸付金事業債3億5,000万円が、令和６年度に計上していないことから、地方債の減額が主な要

因でございます。また、地方交付税の6.4％増加につきましては、普通交付税の過大な歳入見込み

にならないように計上を行っております。この普通交付税につきましては、毎年、算出項目や算出

方法の変更が示され、多少の増減があるなか、今回の増加した主な要因といたしましては、令和５

年度から運営が開始された福祉事務所の設置に伴う増額などが主な要因と考えております。 

 次に、返礼品となる特産品の開発について令和６年度に向けて何か新しい取り組み等お考えなの

かにつきましては、ふるさと納税の新しい取り組みとして、ＪＡＬ日本航空と連携して、旅先でふ

るさと納税を行い、返礼品として村内の加盟事業者で利用できる電子ギフトe街ギフトを受領し、

滞在中の新たな体験を得ることで、地域と旅行者の新たな関係性を創出することを目的とした奄美

群島旅先納税の実施に奄美群島12市町村で連携して取り組んでいく予定であります。 

 次に、村税等の未収金対策についても、抜本的な改善策が必要でないのかということでございま

すが、まず、村税に関しましては、未収金状況を判断するうえで、差し押さえ等を含む滞納処分の

強化に取り組んでいきたいと考えております。水道料金等につきましては、令和６年４月からの公

営企業会計の法一部適用に伴い、経営状況を明確に示すことが求められる観点から自主財源の確保

のために、滞納者へは停栓通知を行いながら、適正な料金徴収に取り組んでいきたいと考えており

ます。また、住宅使用料につきましては、令和２年度から徴収員を配置したことにより滞納繰越額

が年々減額されている中でございます。その中で、現年度分の未納額を減らすことをより重点的に

行い、次年度への滞納繰越額の減に努め、並行して過年度分の徴収におきましても、住民税務課と

連携のもと徴収に努め、それに伴い年々滞納額の減少につながっておりますので、これまでどおり

の徴収活動を継続していきたいと考えております。 
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 次に、農業・林業・水産業の担い手人材育成についてどのような対策が必要であると思われるの

かといいうことでございますが、担い手の育成については、第１次産業だけでなく全ての業種に共

通する問題であります。本村のように高齢化の進行が著しい地域においては特に深刻な問題であり

ます。新たな人材を呼び込むためには農林水産業を魅力あるものにしなければならないと考えてお

り、魅力ある農林水産業とは儲かる農林水産業であると思います。儲かる農林水産業を推進するた

め、国・県や関係機関と連携を密にして従事者への技術や経営ノウハウの習得に向けた取り組みを

図っていきたいと考えております。 

 次に、住宅を空き家にすることなく、入居していただく今後の具体的取り組みについてでござい

ますが、現在、村営住宅及び定住促進住宅が195戸数ございます。近年は定住促進住宅への応募に

対する申し込みが多く、令和６年２月現在で退去検査を控えている住宅も併せますと、村営住宅で

４戸数が空いている状況です。入居募集に関しましては、これまで、防災無線を通じての村内周知

と併せ、村ホームページでの募集住宅の間取り掲載や室内画像掲載などを行い、住宅の状況を知っ

ていただくことで募集をしておりますが、今後は、定住促進住宅及び村営住宅募集の際、１住宅に

申請が重なる時には空き住宅の情報提供を継続することと併せ、抽選で外れた方々への周知を行う

ことで、村内居住の促進を図ってまいりたいと思います。 

 次に、観光客における受入体制の情報を共有するとしているが、どのような情報を共有するのか

についてでございますが、あまみ大島観光物産連盟及び奄美群島観光物産協会では、それぞれ観光

満足度に関するアンケート調査が実施されており、そこで得られた観光客からの意見等の調査結果

を共有し、奄美大島、そして本村に求められる観光ニーズや改善すべき点を的確に捉え、その意見

を基に観光案内板の設置等、適宜受入体制の見直し・強化に取り組むなど、観光満足度を充足し、

観光交流人口の増加及び観光外貨の村内歩留まりの向上を図ります。 

 次に、あまみシマ博覧会における令和６年度は新たな体験型観光の商品があるのかということに

ついてでございますが、あまみシマ博覧会における本村事業者の出展数は、令和５年度12事業者42

プログラムが実施されており、令和６年度は、14事業者45プログラムが実施される予定となってお

ります。 

 新規登録事業者として、奄美温泉大和ハナハナビーチリゾート、起業創業ステップアップ助成事

業対象者による新たな体験プログラムが創出されており、本村で実施している商工・観光関連施策

と有機的に結び付き、観光受入体制の充実化に繋がっているものと考えております。 

 次に、認定こども園の設置・こども家庭センター設置に向けた協議に取り組むとあるが、設置を

することで子ども達にとってのメリットはどのようなものか、またどのような成果が期待されるの

かについてでございますが、少子化の加速や子供の貧困、虐待、子育て負担の増大化など国全体で

多様化する問題に一元的に対応するため、令和５年度にこども家庭庁が発足し、各種政策が打ち出

されている中、新たな財源としての子ども子育て支援金制度の創設なども予定されており、全世代

型の社会保障制度として子育て支援施策がより重点化されようとしているところでございます。こ
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の取り組みの一つとして、現在設置されております子育て世代包括支援センター及び子供家庭総合

支援拠点の意義や機能をあわせ持った新たなこども家庭センターの整備も全国的にすすめられてい

く見込みとなっております。 

 本村におきましても子育て支援への独自の制度といたしまして出産祝金、育児助成金等をはじめ

とする経済的支援に加え、子育てサロンの開催、新生児家庭訪問、児童相談所等と連携した要保護

児童対応等も随時行いながら施策をすすめているところではございますが、核家族化やIターン者

の増加がすすむ中で、周囲の子育て支援が得られにくく困りごとを抱えやすい子育て世帯も増えつ

つあり、よりきめ細かな子育て支援へのニーズも高まっていることから、こども支援の中核機関と

してのこども家庭センター設置に向けた検討を進めてまいりたいと考えております。 

 また、本村における保育所整備状況についてでございますが、２歳児以上対象のへき地保育所に

つきましては、平成17年度までは今里・名音・大棚・大和の４カ所で運営をしておりましたが、少

子化による利用園児の減少により、平成22年度に今里へき地保育所が閉園となり、令和４年度以降

は名音と大棚を合同保育とする中で、現在は大棚と大和の２カ所で運営をしております。また、平

成29年度に２歳児未満を対象としたまほろば保育園を新たに大金久集落内に設置し、令和２年度以

降は湯湾釜分校へ場所を移し運営をしておりますが、出生数については令和元年度10名、令和３度

年８名、令和５度６名と減少傾向にあり、今後も10名以下での推移が見込まれていることや、特に

へき地保育所につきましては、施設全体の老朽化もすすんでおり、将来的な保育所整備計画が必要

となってきていることから、まほろば保育園、大和へき地保育所、大棚へき地保育所を再編し、新

たに認定こども園として整備するための検討を進めてまいりたいと考えております。 

 これらの施設整備にあわせ、より魅力ある保育および幼児教育環境を整え、子育てサポート体制

を強化していくことで、子どもたちや子育て世代への支援施策のさらなる充実を図り、人格形成の

うえで一番重要な時期といわれております乳幼児期のこども達への健やかな育成支援に努めてまい

りたいと考えております。 

 次に、きびきび号の利用状況についての説明と、新年度に向けた新たな取り組み等考えがあるの

かについてでございますが、昨年７月３日から運行を開始いたしました移動支援車両きびきび号の

利用状況につきましては、月平均67名、延べ人数で536名の村民に御利用いただいております。き

びきび号の運行が開始されてから、まだ１年も経過していいない状況でもあり、当面は現状の運行

を継続しながら、利用者ニーズの把握に努め、運行の在り方を検討したいと考えております。 

 次に、道路環境整備について草刈り等、新年度に向け改善策・検討するべきと御質問でございま

すが、現在県道及び村道の草刈りについては、合同会社ひらとみに委託し実施しております。 

 草刈りについては、世界自然に登録されたことなどから、希少植物の保護や強い繁殖力により生

態系に重大な影響をおよぼす特定外来植物の増殖防止を考慮しながら実施しているほか、観光客等

の通行車両の増加に伴い、以前に比べ時間を要しております。 

 今後は、現在までの実績や希少植物及び外来植物の生息結果等を参考にし、草刈りの実施時期・
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草刈り方法等の検討を行いながら維持管理作業を実施する計画としております。 

 最後に、個別避難計画を有効活用するため、該当者や関係者にどのような周知を図っておられる

のかにつきましては、令和３年５月の災害対策基本法の改正に伴い、個別避難計画の作成が市町村

の努力義務とされるなか、令和５年度中に福祉関係者及び自主防災組織の代表である事務嘱託員の

協力を得ながら作成に取り組みました。内容としましては、ハザードマップにおける危険箇所にお

住いの避難行動支援者が対象となり、個人情報も含まれることから該当者及び親族の了解を得て14

世帯の計画作成がなされたところでございます。今後は、その個別避難計画を福祉関係者であるケ

アマネージャーや相談支援担当者並びに自主防災組織、消防分駐所及び消防団員へ共有し、有事の

際の避難行動について、現場活動における避難が適正に行われるよう関係団体と連携を図り取り組

んでまいりたいと考えております。 

 また、今回の個別避難計画作成の該当にならない方への要支援者の避難につきましても、防災訓

練時における声掛け等を含めた対応の在り方について、自主防災組織を主とする消防関係者と情報

共有を図り、その対応に努めてまいりたいと考えております。 

 以上、大綱質疑の答弁とさせていただきます。 

○総務建設委員長（前田清和君） 

 ただいま，村長から答弁をいただきましたが、詳細につきましては、この後、設置されます予算

審査特別委員会の中で質すことといたし、これで私の大綱質疑を終わります。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで大綱質疑を終わります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第21 令和６年度予算審査特別委員会の設置について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第21、令和６年度予算審査特別委員会の設置についてを議題といたします。 

 お諮りします。 

 議案第８号、令和６年度大和村一般会計予算及び議案第９号から議案第15号までの令和６年度各

特別会計及び公営企業会計予算について、以上の８件については、議長を除く６名の委員で構成す

る予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号から議案第15号までの８件の議案については、議長を除く６名の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定いたしました。 

 なお、特別委員会の委員長及び副委員長につきましては、全員協議会において互選いたしました
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ので、結果を報告いたします。 

 委員長に前田清和君、副委員長に市田実孝君が決定いたしました。 

 本日の会議時間は、議事日程の都合上、会議規則第９条第１項の規定による午後５時を超える恐

れがありますので、同条第２項の規定に基づきあらかじめ時間を延長いたします。 

 しばらく休憩いたします。 

休憩 午後 ４時３７分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午後 ４時５５分 

〇議長（奥田忠廣君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第22 議案第16号 大和村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する 

条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第22、議案第16号、大和村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について、提案の理由を申し上

げます。 

 地方自治法の改正により、令和６年４月１日から会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給が可

能となったことに伴い、所要の改正を行いたく御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て、内容の御説明を申し上げます。 

 現在、会計年度任用職員に対しましては、期末手当が支給されているところでございますが、地

方自治法の改正により、令和６年４月１日から会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給が可能と

なりましたので、その支給について定める内容となっております。内容といたしましては、これま

で期末手当が年2.45月分支給されておりましたが、正規職員同様勤勉手当の支給率に関しまして

も、年2.0月分とし、期末勤勉手当の支給率は正規職員同様の年4.5月分とする内容となっておりま

す。 

 なお、本議案の中では、職員給与に準用する内容の記載と職員が月額で計算されているものに対

し、会計年度任用職員は日額のため、その計算方法の読み替えをする内容となっております。 
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 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○６番（勝山浩平君） 

 午前中、全員協議会で説明いただきましたけども、新年度の予算で会計年度の勤勉手当の増額分

として6,366万という記載がありました。今回、110名が対象ということを伺っておりますが、増額

分は合計でおいくらですか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 期末手当の見込みで約4,800万、4,900万弱で、この勤勉手当になりますと、約110名の会計年度

任用職員の人数で計算しますと、約4,000万の増額予算となるところでございます。 

○６番（勝山浩平君） 

 午前中伺ったんですけど、一番多い事務補助職、会計年度ですね、時給換算すると大体自給でお

いくらぐらいですか。午前中、990円ぐらいじゃないかなという答弁がありましたが、おいくらで

すか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 午前中の全員協議会でも説明したとおり、約990円前後になると思います。この会計年度任用職

員は、新しく入って来られる一般行政の方、そしてまた逆に技術職を持っている会計年度任用職員

の方、医療職であったりとか、そいった方で日額単価も変わってきますので、平均といたしまして

の数字でございます。 

○６番（勝山浩平君） 

 今回、総務省が調査をしているんですよね。全国平均が時給1,059円、最近大島支庁、鹿児島県

も事務職、補助職募集出していますけど、時給1,000円、本村が３月の８日まで会計年度の二次募

集を行っておりますが、一番安い方、職種が用務員で、恐らく970円ぐらいではないかなと計算を

しておりますが、最近、民間の名瀬地区でのアルバイトの時給も1,200円とかもあります。午前中

の話では、これから会計年度が組合を作って労使交渉を行って、賃上げをすることができるのでは

ないかという話もありましたけれども、官制ワーキングプアという言葉もあるぐらい、正規職員と

非正規職員の賃金の差というのがあります。今回、確かに縮まりますが、今後もそういった格差を

少しでも解消するために、労使交渉を通してですね、格差の解消に努めてもらいたいと思います

が、いかがですか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 この会計年度任用職員の職員組合の中に入ってくるということも、令和６年の２月でですね、現

在ある正規職員の職員組合のほうから報告を受けております。そういった中で、これまで行ってき

た正規職員の労使交渉の中に踏まえた中で、その中でも今後また会計年度任用職員のそういった労
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働交渉とかも図ってくると思いますので、そういった中で、我々当局といたしましても、正規な回

答ができるものというふうに思っております。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ほかにありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第16号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第23 議案第17号 大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第23、議案第17号、大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上げま

す。 

 令和５年人事院勧告に基づき、本村職員の給与に関する条例に在宅勤務等手当を新設したく、御

提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容を御説明申し上げま

す。 

 令和５年の人事院勧告により職員の在宅勤務手当を新設するものでございます。内容といたしま
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して、ひと月平均10日を超え、３カ月以上の期間在宅勤務をする職員に対し、月額3,000円の在宅

勤務手当を支給する内容となっております。 

 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第17号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第24 議案第18号 大和村消防団条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第24、議案第18号、大和村消防団条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村消防団条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上げます。 

 近年の異常気象に伴う災害が増える中、消防団員の処遇改善を見直し、今後想定される災害の細

かな行動要件に対応するため改正を行いたく、御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村消防団条例の一部を改正する条例の制定について、内容を御説明申し上げます。 

 条例第12条にあります報酬を第３項の中で災害、警戒、訓練、会合、消防団施設点検に対する項
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目の改正と併せまして、支給単位の改正と避難所待機も該当する警戒の金額を、これまでの4,500

円から１日8,000円と引上げ、その１日の従事時間を７時間45分とし、７時間45分を超えるごとに

加算するほか、訓練に関しましても6,000円から１日8,000円に改正する内容となっております。 

 以上、御審議方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第18号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第18号は原案のとおり可決しました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第25 議案第19号 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第25、議案第19号、大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の

理由を申し上げます。 

 名音地区の定住促進住宅建設に伴い、新たに定住促進住宅の名称及び位置並びに使用料を設定す

ることと、今里団地の買上げによる別表の変更と併せまして、条分の一部を改正しようとするもの
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でございます。 

 内容につきましては、総務課長に説明させますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村定住促進住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の

御説明を申し上げます。 

 条例第５条第１項第１号入居の資格にある村職員及びその家族は除く条分の削除と併せまして、

第２項第１号の条分を本文中へ移行することと併せ、別表に新築されました名音地区における世帯

向け定住促住宅の名称及び位置並びに月額使用料を設定するほか、今里団地10号棟の借上げから買

上げに変更する別表の改正内容となっております。 

 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第19号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第26 議案第20号 大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第26、議案第20号、大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 提案者に提案の理由並びに内容の説明を求めます。 
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〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上げます。 

 全庁的な分掌事務の見直しにより条例改正が必要となりましたので、大和村課設置条例の一部を

改正を行いたく御提案いたします。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村課設置条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を申し上げます。 

 現在、企画観光課において公園管理業務を行っており、産業振興課において商工に関する事務を

行っております。今年度、全庁的に事務分掌を見直したことにより、公園管理業務を産業振興課か

ら企画観光課への業務へ、商工に関する業務を企画観光課から産業振興課の業務へ改正する内容と

なっております。 

 以上、御審議方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第20号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第27 議案第21号 大和村過疎地域持続的発展計画の変更について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第27、議案第21号、大和村過疎地域持続的発展計画の変更についてを議題といたします。 
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 提案者に提案の流及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村過疎地域持続的発展計画の変更について、提案の理由を申し上げます。 

 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第10項の規定に基づき御提案いたしま

す。 

 内容につきましては、企画観光課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 大和村過疎地域持続的発展計画の変更について、内容の説明を申し上げます。 

 大和村過疎地域持続的発展計画につきましては、令和３年９月定例会で策定いたしております

が、事業の追加、変更などがある場合は、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条

10項の規定に基づき、その都度議会の議決が必要となります。今回の変更は区分５、交通施設の整

備、交通手段の確保の項目にコミュニティバス運行事業、区分８、医療の確保の項目に温泉利用助

成金を追加し、区分11、地域文化の振興等に明記しておりますアマミノクロウサギ研究飼育施設整

備事業の事業項目をその他から地域文化振興施設に変更しようとするものです。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第21号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第21号は原案のとおり可決されました。 
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－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第28 議案第22号 大和村辺地に係る総合整備計画の変更について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第28、議案第22号、大和村辺地に係る総合整備計画の変更についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村辺地に係る総合整備計画の変更について、提案の理由を申し上げます。 

 辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置法等に関する法律第３条第８項の規

定に基づき御提案いたします。 

 内容につきましては、企画観光課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 大和村辺地に係る総合整備計画の変更について、内容の説明を申し上げます。 

 大和村辺地に係る総合整備計画につきましては、令和５年度から令和９年度までの５年間を策定

しておりますが、新たな事業の追加や事業費の増などが生じた場合は、その都度整備計画の変更を

行うこととなっているところでございます。今回は、農業集落排水事業の事業量の増に伴い、計画

を変更し、また事業費の調整を行おうとするものであります。 

 よろしく御審議くださいますようお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第22号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 
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 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第22号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第29 議案第23号 大和村営ゲストハウスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の 

制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第29、議案第23号、大和村営ゲストハウスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条

例の制定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村営ゲストハウスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案

の理由を申し上げます。 

 大和村ゲストハウスの利用促進を図ることを目的に、利用定員制限を緩和するため、大和村営ゲ

ストハウスの設置及び管理に関する条例の一部を改正することを御提案いたします。 

 内容につきましては、企画観光課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 大和村営ゲストハウスの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容

の説明を申し上げます。 

 大和村ゲストハウスにつきましては、中長期滞在型住宅として、利用者に本村での暮らしを体験

していただくことで、移住定住の促進を図ることを目的としております。しかしながら、定員が２

名となっており、現状では家族世帯での利用が困難であることから、18歳未満の子供の同伴がある

場合については、２名以上での利用が可能となるように、大和村ゲストハウスの設置及び管理に関

する条例の一部を改正するものであります。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 
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〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第23号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第23号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第30 議案第24号 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい 

            て 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第30、議案第24号、大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申

し上げます。 

 大和村要保護児童対策地域協議会委員とアマミノクロウサギ研究飼育施設管理運営協議会の報酬

を定めるための改正を行うものでございます。 

 内容につきましては、保健福祉課長と企画観光課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお

願いいたします。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を

申し上げます。 

 本村における要保護児童等の早期発見や適切な保護、支援を図るために、関係機関で情報交換と

支援の協議を実施する目的で、大和村要保護児童対策地域協議会が設置されておりますが、今回、

要保護児童対策地域協議会設置要綱の改正に伴い、協議会の委員にちがく報酬を定めるため、条例

の改正を行おうとするものでございます。 

 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 大和村報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について、内容を御説明申し上げ

ます。 
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 現在、整備を進めておりますアマミノクロウサギ研究飼育施設について、来年度よりアマミノク

ロウサギ研究飼育施設管理運営協議会を立ち上げ、飼育研究部門と経営企画部門に委員を委嘱する

ため提案するものです。 

 飼育研究部門では、大学教授、獣医師などの有識者を委嘱し、適正な飼育管理を行う体制づくり

について検討を進めるものです。もう一方、経営企画部門につきましては、民間企業などで活躍さ

れている方を委嘱し、施設運営の具体的な方策について検討するものであります。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第24号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第24号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第31 議案第25号 大和村観光公園施設の指定管理者の指定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第31、議案第25号、大和村観光公園施設の指定管理者の指定についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村観光公園施設の指定管理者の指定について、提案の理由を申し上げます。 

 大和村観光公園施設の奄美フォレストポリスの管理を指定管理者に行わせるため、地方自治法第

244条の２第６項の規定により御提案いたします。 
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 内容につきましては、産業振興課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 大和村観光公園施設の指定管理者の指定について、内容を御説明いたします。 

 現在の指定期間が令和６年３月31日をもって指定管理期間が満了となります。指定管理者に指定

管理をさせようとする施設の名称は、奄美フォレストポリスであります。指定管理者に指定しよう

とする団体の住所、名称は、大和村国直85番地の１、特定非営利活動法人タマス、代表理事中村修

であります。 

 指定の期間は大和村観光公園の設置及び管理に関する条例第９条により、令和６年４月１日から

令和９年３月３１日までの３年間であります。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第25号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか 。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

散会 午後 ５時２０分 
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開会 午前１０時１５分 

〇議長（奥田忠廣君） 

 皆さん、おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配付しております議事日程のとおりであります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第１ 一般質問 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第１、ただいまより一般質問を行います。 

 通告順に従って、順次発言を許可します。 

 １番、市田実孝君に発言を許可いたします。 

○１番（市田実孝君） 

 皆さん、おはようございます。それでは、議長の許可を得ましたので、質問をさせていただきま

す。 

 昨日、３月12日、大和中学校の創立13回目の卒業式があり、出席させていただきました。今年は

大和村の卒業者が６名、新たな人生の門出に立ったということで、村長、教育長、ＰＴＡ代表の福

本産業課長が祝辞を述べていらっしゃいます中で、村が今後とも光り輝けるためにも、一人でも村

に貢献できるような人格豊かな人材になって、この島に帰って来ていただきたいと祝辞を述べてい

らっしゃいました。人口が少なく、減少が続く大和村の１人として、そうしてほしいと切に願いま

す。まずは卒業なさった保護者の皆様にお祝いを申し上げます。 

 それでは、質問の中身に入らせていただきます。 

 １番、高齢者の福祉について。 

 １、大和村は福祉計画において、今後、住み慣れた地域での介護の在り方で、集落長屋構想も含

んだ地域や利用者から信頼される施設を目指していくとあるが、現在、構想はどのような状況か。 

 ２、各集落に在宅で車いす利用者は何人おられるか。 

 ３、在宅の車いす利用者の病院や買い物への移動手段は、どのような支援があるのか。 

 ４、在宅介護者、家族の購入する福祉車両の支援は検討していただけないか。 

 ５、村民の介護予防で民間企業ハナハナビーチの温泉施設を利用するとあるが、具体的にどのよ

うな活用を検討なさっているのか。 

 ２番、集落訪問者のための駐車場の整備について。 

 １、村内集落は各集落道路が狭い状況にあり、路上駐車されると対向車は接触等で通行に不安な

状況が多々あるが、集落道路の拡張計画や集落訪問者用の駐車場の整備は検討できないか。 

 以上、壇上より述べまして、自席にて質問させていただきます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 皆さん、おはようございます。それでは、ただいまの市田議員の御質問にお答えをいたします。 
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 １点目の高齢者の福祉計画についての、１番目の集落長屋構想も含んだ構想がどのような状況か

との御質問でございますが、今年度高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画が策定をされ、２

月26日に答申が出されたところでもございます。本村の高齢者人口推移につきましては、村全体の

人口そのものは減少するものの、若年層の減少幅が大きいことから、高齢化率は上昇を続け、2030

年には約50％となる見込みであります。また、特に75歳以上の後期高齢者の人口につきましては、

しばらく横這いが続くことから、第９期計画期間におきましても、特に高齢者福祉への対策の必要

性が強く認められているところでもございます。本村では現在、高齢者福祉につきましても、様々

な施策を行っておりますが、その中において、将来的な人口推移や介護サービス需要を見込みなが

ら、最期まで安心して生活していけるための将来構想としての中核となる計画が集落長屋構想であ

り、その検討案を基に村で設置しております総合福祉検討委員会において計画承認を受け、進めて

きているものでございます。この構想につきましては、住民ニーズはもちろんのこと、財源や人材

状況等を踏まえ、視察実施や外部助言者の継続的な協力も得ながら、あらゆる角度から時間をかけ

て検討を重ねているところでございます。現在の進捗状況といたしましては、大棚集落内への集落

長屋整備基本計画の立案までがなされており、大棚集落の住民代表から構成されます大棚住民協議

会とも共有を図りながら、ハード整備のためのより適した場所の選定も進めているところでござい

ます。また、大学や事業所等と連携した関係職員への人材育成研修や、移住フェアへの参加及び地

域おこし協力隊募集等による人材確保への取組等も継続して取り組んでいるところでございます。 

 次に、２番目及び３番目の各集落に在宅で車いす利用者は何人おられるのか、車いす利用者の病

院や買い物への移動手段はどのような支援があるのかということでございますが、障害福祉サービ

ス給付における車いす需給者は３名でございまして、介護サービス給付における受給者は14名とな

っており、日常的な利用者や外出時に主に利用される方を含め、村内全体で合計24名の方が車いす

を利用している状況でございます。集落別では少ない集落では０名でございますけれども、多い集

落におきましては６名となっているところでございます。車いす利用者の病院や買い物への移動手

段でございますが、公的サービスといたしまして、障害福祉サービス給付における移動支援事業及

び大和村社会福祉協議会が行っております福祉有償運送事業がございまして、年間約20名が定期的

または随時で利用されているところでもございまして、その中で車いす利用のある方は５名程度と

なっております。また、全体といたしましては、御家族の車を利用した移動が日常の主な移動手段

となっている方が多い状況でございます。 

 ４番目の在宅介護者家族の購入する福祉車両の支援は検討いただけないかとの御質問でございま

すが、今年度第７期障害者福祉計画及び第３期障害児福祉計画の策定が行われたところでもござい

ますが、その策定委員会において福祉車両支援助成の要望についても意見が出されたところでもご

ざいます。車いす利用者につきましては、通常の公共手段の利用が困難であることから、外出にお

ける制約が生じている状況でございますが、福祉車両を利用することで車いす利用者が外出機会を

より多く得ることができ、交流機会や生活の質の向上など、自立支援につながると考えられますこ
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とから、支援についても現在検討を行っているところでございます。 

 ５番目の村民の予防介護で、民間企業ハナハナビーチの温泉施設を利用するとあるが、具体的に

どのような活用を検討しているかとの御質問でございますが、今年、奄美温泉大和ハナハナビーチ

リゾートがオープン予定でございまして、観光資源の目玉の一つとして期待されるところでもござ

いますが、温泉を日常的に気軽に楽しめることは、温泉成分の効能そのものが心身に良い影響をも

たらすことはもちろんのこと、外出の機会が増えることで身体を動かしたり、人との交流や会話も

増加していくことなど、健康増進及び介護予防の観点からも、その効果が大きく期待されるところ

でもあることから、積極的な活用を進めてまいりたいと考えております。現在は、オープン前であ

ることから、詳細はこれからとなりますけれども、継続的に利用していただけるよう年間にわたり

利用料の助成及び集落から施設間への移動支援を行えるよう検討してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、２点目の集落訪問者のための駐車場整備についての御質問でございますが、議員御指摘の

とおり、他の市町村同様、集落内の道路は幅員が狭く、車輛の離合が困難な箇所がほとんどでござ

います。また、集落に駐車場が少ないことから、残念なことに違法な路上駐車が多く発生をしてい

る現状にございます。道路の拡幅を伴う改良工事は、道路に隣接する用地が取得することができれ

ば、補助事業を活用し、計画的に実施することは可能だと考えております。駐車場の整備について

も、小規模な工事であれば村の単独事業で実施することは可能であるというふうに考えておりま

す。ただし、道路改良工事や駐車場整備を行う土地につきましては、必ず村へ登記が必要となりま

す。土地の登記がなされないまま事業を実施することは、後々問題が発生をし、問題解決に多額の

費用や時間を要することが考えられます。また、多額の費用が発生する改良工事等は、村の負担を

できるだけ軽減するため、補助事業を導入することが必要となりますけれども、集落内にある道

路、近隣の土地につきましては、地籍調査において境界が確定困難な筆界未定や登記困難な土地が

多くございまして、補助事業の導入が大変難しい場合がございます。今後は集落のほうから改良等

の要望と併せまして、道路の拡幅を行う路線及び駐車場整備の場所等の情報提供をいただきなが

ら、集落において地権者への協力依頼をいただきながら、事業の導入の検討を行ってまいりたいと

考えております。また、警察等と協力をしながら、違法な路上駐車がなくなるよう、啓発活動等も

行っていきたいと考えております。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により、関係課長あるいは自席

のほうから答弁をさせていただきます。 

○１番（市田実孝君） 

 村長がおっしゃっていらっしゃるとおりですね、大和村は人口が向こう10年、20年に何人になる

という検証がされております。それとは別にですね、高齢化比率も49、50％になると推移されてお

ります。先ほども冒頭に申しましたとおり、大和村は人口が減る割には高齢化率は鈍い、減少率が

ですね。それで、人材の育成が介護に関わるですね、急務だということですが、それに対していろ
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いろ人材不足を確保するために、育成を行っていきたいということですが、具体的にどのようなお

考えであるのか、保健福祉課長にお伺いいたします。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 議員がおっしゃいましたように、その人材、特に介護に関わる人材確保というのは、非常に喫緊

の課題ということで重要なことであるというふうに考えております。これまで確保につきまして

は、できるだけ資格を取っていただくような支援といたしまして、介護初任者研修ということを村

で独自で開催をさせていただいたりという経緯もございますけれども、あるいは近隣の市町村から

声をかけて来ていただくとかいうことも、一つ一つやってはいるんですけれども、なかなかそれが

根本的な可決にはつながらないという現状が本村にもあり、またよその市町村にも同じような状況

ではないかと思っています。そのため引き続きこれまで行ってきた確保についても努めていくこと

はあるのですけれども、例えば、島外のほうへ移住フェアであるとか、あるいは地域おこし協力隊

の積極的な確保に自ら獲得に努めていくとうことも一つはございます。あるいは介護を専門職だけ

が行うということではなくて、一般的でも少し介護に手を出していただけるような介護教室である

とか、そういった意味での人財育成というのも含めまして、人材の確保ということに努めてまいり

たいというふうに考えております。 

○１番（市田実孝君） 

 再度課長にお伺いしますが、現状ですね、現段階におきまして介護スタッフ並びに医療関係者は

十分にあるのかないのか、どちらですか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 十分とは言えない状況であるかと思います。１人確保すれば、また１人退職をされてということ

が繰り返されておりまして、実際、近隣市町村においても行き来を、本村に来ていただいて、また

本村から出て行くというようなことの繰り返しが起こっている状況でありますことから、常に十分

な状況にあるとは言えないというふうに思っております。 

○１番（市田実孝君） 

 先ほどですね、介護保険事業計画策定委員会におきまして、介護保険料大和村ですね、月額基準

額を作成いたしましたよね、課長、おいくらでしたっけ。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 この議案につきましては、また最終本会議のときに議案として額のほうは計上させていただく予

定でございますけれども、第３回目の答申にあたって、答申を行った額としては月額基準料といた

しまして5,900円ということで報告をさせていただいております。 

○１番（市田実孝君） 

 その会でも私が質問なさったんですけれども、お１人当たり5,900円、これ大和村のほうが大分

補助をなさってですね、他の近隣市町村よりも安くなっていると、私は見ます、見ています。もち

ろん安い状況ですので、そういったことを踏まえて、村民に対してですね、課長、周知とかが決ま
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りましたらですね、確定しましたら大和村が大幅に補助をなさってこの金額ができたものだという

ことを周知していただけないですか。しないとですね、年金者にとっては5,900円というのは高い

わけですよ。収入がない中で、ですから、大和村はこういった努力をなさっていますよということ

をですね、改めて周知をお願いしたいんですが、いかがですか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 本村の保険料の設定につきましても、近隣市町村と比較をしまして、比較的安い額で設定をさせ

ていただいているところでございますけれども、この周知につきましても、議決をいただいた後に

ですね、３月の末を予定しておりますけれども、集落を周りまして保険料の説明と、あるいは保険

料の仕組みですね、一人ひとりがより健康でいていただくことで、保険料に影響していくというよ

うな内容含めまして説明をさせていただきたいというふうに思っております。 

○１番（市田実孝君） 

 この福祉政策におきましては、他の市町村に負けないぐらいですね、大和村は福祉課長を先頭に

なさっている状況が見えますが、今後とも人口が特に少ない、この本村につきましては、人材育成

確保が重大な問題であるということは認識なさっておりますので、予算等も積極的にですね、そう

いったところに今後ともかけていただきたいと思いますが、課長、どうぞ。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 そのように後押しをしていただいて、大変ありがたいというふうに思っております。また、本村

におきましても村民の方々の暮らしが、望む暮らしをできるだけ近づけていくためにどうしていい

かというのを常々考えておりますけれども、今後ともそのような視点で住民の方と話し合いなが

ら、村に合った計画というのを進めてまいりたいというふうに考えております。 

○１番（市田実孝君） 

 ２番目に移らせていただきます。私のほうからですね、車いすは在宅のほうで何名おられるかと

聞きましたのは、先ほどの村長の施政方針でも個別避難計画を作成しましたということがありまし

たので、個別計画については、この車いす利用者が特にですね、必要とする計画でありますので、

質問させていただきました。今後ですね、高齢化率が高まると同時に、この車いす利用者は増えて

いくものと思います。総務課長にちょっと振りたいんですけど、よろしいですか。高齢者は何歳か

らなのか、答弁をお願いできますか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 よく言われている高齢化率の算定で65歳以上の方が高齢者という認識でございます。 

○１番（市田実孝君） 

 課長のおっしゃるとおりですね、65歳から74歳までを前期高齢者、75歳以上を後期高齢者と定義

なさっております。それに伴いましてですね、運転免許証の交付に関してですけれども、70歳から

74歳までの免許更新は高齢者講習を受講しないと、運転免許証は更新できないとなっております。

70歳からはいよいよですね、あなたは感覚が大丈夫ですかという問われる年代になるわけですね。
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そうしますと、もうお父さん、もうそろそろあなた80なんだから、免許証を返還してくださいと家

族が心配しておっしゃって、免許証を返納される方が、今国内でも増えつつあります。そうします

と、車いす、電動車いすがですね、便利なもんですから、今後はこの車いす利用者は増えていくと

思われますよね、企画課長、どうですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 やはり電動車いすというのは、最近利用されている方々も増えてきていると思います。そういっ

た意味で、やはり労力をかけず電動で移動ができるということで、そういった車いすの電動車いす

の利用というのは、今後増えて行くものだというふうに認識をしております。 

○１番（市田実孝君） 

 ・・・すみませんね。電動車いすはですね、要介護２以上が補助対象となされておりますが、そ

ういったことでまだ少のうございますので、保健福祉課長、こういった補助は大和村はどのように

なっていらっしゃいますか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 議員のおっしゃる電動車いすというのは、シニアカーのことではないかというふうに思いますけ

れども、高齢の方が自走で運転をされるタイプというのがございます。それにつきましても、本村

で今数名、５名以下と認識していますけれども、その方がシニアカーですね、を利用されていると

いう状況がございます。介護保険の給付とサービスというのがございますけれども、それにも月々

のレンタルということで、基本で利用ができるようにはなっているところでございます。もう一

つ、その電動車いすという部分につきましては、主に障害者の方がですね、利用なさっているとい

うところで、その２種類があるということを御説明させていただきました。 

○１番（市田実孝君） 

 村内の高齢者がですね、今後は安心して免許証の納付なりができるような支援体制を、また周知

をですね、よろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、３番に移りたいと思います。在宅の車いす利用者の病院や買い物、移動手段などは

どのような支援があるかということですけれども、家族で行くとか、社協の有償タクシーで行かれ

るとか、いろいろ村長、答弁をいただきましたが、利用者はですね、やっぱり金額を気にしてと

か、特に買い物となると、健常者の方々も胸をわくわくしながら、お金や時間を気にせず行きたい

ものだと、私は思うんですが、この車いす利用者とか、そういった方々は家族で行かれるにしても

体が不自由ですので、車にですね、一人では乗れないわけですよね。そういった面からも、家族に

できるだけ負担はかけたくない、それが多々あると思うんですが、いつでも買い物に行けるよとい

うような状況を、村として楽しく買い物ができる、生きがいですね、買い物が生きがい、生きがい

という方もいらっしゃいますので、そういった支援、金額を無料にするとか、そこまで生活の支援

を、私はなさっていいんではないのかと思うんですけれども、課長、いかがですかね。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 
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 特に車いすの生活に健常な状態から車いすの生活になった方なども、特になんですけれども、普

段できていたことが、本当にできなくなるということで、生活の中に大きなハンディを背負うとい

うことがございます。その中で、ちょっとした議員がおっしゃったような外出ですね、気軽に行け

ることが本当に生きがいになったりということも、状況として十分あるかと思っております。そこ

で、村といたしましてもそういった方々の、先ほど村長の答弁にもござましたけれども、策定委員

会の中で、当事者の方からそのような意見も賜っておりますので、当事者目線で、いったいどのよ

うな支援が適しているのだろうかということも、当事者の方々も含めて話し合いながら、ぜひ検討

していきたいというふうに考えております。 

○１番（市田実孝君） 

 ４番と兼ねますけれども、在宅介護者、家族に迷惑をかけたくない、身体的難儀と言いましょう

か、苦労・・・日頃からかけていらっしゃいますので、経済的な困った状況にあることを、本人は

予測しながら、できるだけ家族に負担をかけたくない。施設ではなくて在宅で介護するということ

は、口で言うよりも大変なことですので、村として高齢者の中でも、なりたくてそのような状況に

はなりませんので、今後、研修も特にですね、少のうございますので、何とか、村長も答弁で、今

後考えていきたいという答弁をいただきましたので、ぜひですね、私のほうから在宅介護者、家族

の購入する福祉車両の支援をですね、考えていってもらいたいと思いますが、課長、もう一度、再

度答弁をお願いいたします。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 どのような支援がいいのかということにつきましては、先ほども申し上げましたけれども、当事

者の方々しか分からい部分というのがあるかと思いますので、その意見をよく踏まえながら、経済

支援も含めて、またそれについても検討していきたいというふうに考えております。 

○１番（市田実孝君） 

 ５番に移らせていただきます。村民の介護予防で民間企業ハナハナビーチの温泉施設を利用する

ということですが、利用する方にポイントということですね、ポイント、企画課長でよろしいです

か。そのほかに、何か考えていらっしゃることはありますか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 ハナハナビーチリゾートの村民の利用につきましては、温泉施設利用助成金制度というものを創

設させていただきたいというふうに考えております。これにつきまして、制度の内容といたしまし

ては、村民１人当たり年間24回利用可能、１回につき温泉の施設利用料金、入浴料金ですね、こち

らがワンコインの500円で入浴が可能となる、そういった制度を今準備をしているところでござい

ます。 

○１番（市田実孝君） 

 （聴取不能） 

 課長、昼間から温泉に入る奄美の方は習慣がないもんですから、できればハナハナに時たま奥様
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と家族連れで食事に行きたいんだという方も、多分これから出て来るんじゃないかと思うんです

よ。観光名勝地ですのでですね。温泉だけじゃなくて、多分何か、話に聞きますと、ハナハナビー

チの従業員の方には、シェフとかもですね、大東京のシェフの方々も、もう既に大和浜のほうに来

られております。そういった高級な料理とかですね、ただ温泉だけ入るんじゃなくて、村民がここ

を利用できるような、食事券を配るとか、それで今、ブームになりつつあるのが、サウナですね。

仕事帰りに汗を流したいとか。だから、話を聞きますと、山羊島のサウナとか、住用まで仕事帰り

に通っていらっしゃる方がいらっしゃいます。いよいよハナハナ温泉ビーチができたら、ハナハナ

ビーチのほうに俺は行くんだと、頑張って期待していらっしゃる方もいますので、その需要をです

ね、幅を広げてもらって、そういったことも今後検討していただけないですか、どうですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 まず、我々といたしましては、村民の健康づくりに一環として、この温泉施設の利用を促進して

いきたいというふうに考えております。当然ながら、この温泉施設の中にはサウナ施設も利用でき

ますので、サウナを御希望される方々、そういった方々のニーズも満たしているものというふうに

は考えております。先ほど議員のほうがおっしゃられました食事面のものにつきましては、今、ハ

ナハナビーチリゾートのほうでも各種料金設定のほうなどを決めて検討しているところでございま

すので、そういった料金面などが出そろい、例えば、温泉プラスお食事のセット料金だとか、そう

いったものがあるものなのかどうなのか、そういった面も含め、今後検討していかなければならな

いものではないかというふうには考えております。我々といたしましては、まずこの温泉施設の最

大限村民の健康づくりに利用していただきたいということで、温泉施設利用助成のほうをまずスタ

ートをさせていきたいというふうに考えております。 

○１番（市田実孝君） 

 せっかくのですね、企業ですので、私の考えとは、全てにおいて食事をしに行くことに行動、動

きですね、在宅にとどまらず、食事に行くんだという楽しみもですね、そういったことを行動をし

やすくするためが、介護予防だと私は考えておりますので、ぜひそういったほうも検討していただ

きたいと思いますが、それと連携しましてですね、産業課長に一言お聞きしたいんですが、やっぱ

りタンカンのそこの場ですね、タンカンをＰＲするためにですね、大都会からもいらっしゃるでし

ょう、お客さんが。最大の宣伝効果になりますので、そういったタンカン、スモモなりですね、Ｐ

Ｒするようなブースとかも設けていただいて、そういった検討をしていただけんか、どうですか

ね、産業課長。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 今、大和村の農林生産物、一次産業についても、今ハナハナビーチリゾートのほうとも協議をし

ております。それは果樹だけじゃなく、野菜類も向こうがこういったものを作ってほしいとか、そ

ういったのがあれば、こちらも農家さんも含めて、こういった推進をしていくというような取組

も、まだ現在に動いてないですけど、まだ協議の段階で動いてますので、それとまたスモモであっ
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たり、タンカンであったりを一時提供して、どういった料理ができるのかというのも協議していこ

うかなというふうに思っているところです。以上です。 

○１番（市田実孝君） 

 ぜひよろしく、各課各課だけの専門で動くんじゃなくて、各課連携を持って振興にあたっていた

だければ幸いかなと私は思います。 

 続きまして、最後の２番、集落内の道路が狭い、集落内に訪れる訪問者のために、集落に駐車場

を整備できないかという質問ですけれども、まずこれは、住民課長でいいんじゃないかと思うんで

すが、集落に訪問される方の突き当たりの津名久と言ったら津名久ですよね、思勝と言ったら思

勝、そこに訪問される人数が、現在、どのような状況か、何名ぐらいあるのか、アンケートとか取

ったことはございますか、村としまして。 

○住民税務課長（池田浩二君） 

 ただいまの議員の質問ですが、アンケートなどは取ったことはございません。 

○１番（市田実孝君） 

 私も記憶がありませんので、あえて住民税務課長にですね、住民の直接の課長に聞かせていただ

きました。集落内の道路、やっぱり旧態依然の側溝があったりですね、何十年も変わらぬ道があっ

たり、それが現実ですよね、課長、どうですか、建設課長。 

○建設課長（早川勝志君） 

 議員のおっしゃったとおり、集落内の道路につきましては、大分前に整備した道路が残っている

現状でございまして、今現在道路の改良をやっている、例えば名音集落ですとか、大和浜集落とか

以外の道路に関しましては、集落排水が終わった段階で、若干の改良を含めて工事はしているんで

すけれども、原則的には通常の以前整備した形の道路となっております。以上です。 

○１番（市田実孝君） 

 昨年から始まりましたきびきび号ですね、集落を周遊して周っておられます。個人が持っている

車も大型化していますよね、今、昔、軽トラックじゃなくて。そうしますと、道路上で対面すると

狭い状況になります。そしてきびきび号の運転手にしたら、もう難儀してバックしたりですね、気

を使ってですね、特に大型車両は女性の方が乗っていらっしゃいますので、私のほうが下がったほ

うがいいんじゃないかという状況を多々目にする。それとですね、村内の高齢者の方には、車の側

面がですね、壁に、道路の壁にこすったというような状況を多々目にするわけですが、村長の診療

所に向かう大棚商店の前の道路もですね、何十年もそのまま置かれた状態、今、村長もほかの集落

から先にせえと気を使っていらっしゃるのかも分かりませんが、せめてですね、村内を周遊するそ

の道ぐらいはですね、拡張をなさって、整備なさったほうがいいと思うのですが、そういった予算

をまずは住民のために予算を増やしていくことが先決だろうと私は思うんですが、村長、答弁よろ

しくお願いします。 

〇村長（伊集院 幼君） 
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 確かに集落内の道路の整備は遅れている状況にございます。我々も事業の導入としましては、ほ

かの事業と一緒にやるときに、一緒に、集落排水事業が計画されている中では、集落排水事業を進

めながら、道路を改修を一緒にやればどうかということで、今現在、進めさせていただいておりま

すので、先ほど私が答弁をしましたこの集落の中での、広めるところがあれば、それは用地交渉が

地元からの了解がいただければ、我々としては広めたりしたいというふうに、今考えておりますの

で、そこら辺はまた地元の意見を伺いながら、しっかり効果のあるような事業として進めていきた

いというふうに思っておりますので、そのように御理解をいただければというふうに思います。 

○１番（市田実孝君） 

 ぜひですね、これは喫緊の課題であろうかと、私は思いますので、公民館にですね、大型バスが

停められるような状況にもありませんので、建設課長、そういったことを村長等を含めてですね、

予算配分のほうを増額してでもね、そういったことで検討をしていただきたいと思います。 

 次に、駐車場の件ですけれども、集落、先ほど住民課長にお聞きしましたが、集落に訪問なさる

方、この役場に訪問される方は、もちろん駐車場完備なさっています。公共の施設の前にはです

ね、全て駐車場を完備なさっています。私は今後はですね、集落の前に駐車場を整備することが住

民の福祉、生活環境の整備、これは大切なことだと申し上げたいと思います。また、祖先のです

ね、墓参り、介護の必要があった両親、子供たちは仕事を求めてですね、名瀬市近郊のまちに大和

村内で働いている方よりも２倍も３倍もいらっしゃいます。その方々が年とって、もう既にそうい

った時期に来ておりますが、孫を連れて帰ってくるときに、駐車場がない、公民館の前に止めたら

迷惑になる。そういった状況で、人の空き地に乗り入れたり、道路に止めたり、親の介護で、10分

20分で帰るわけにいかないわけですね。お父さん、お母さん、それは10日なり20日なり、家でちょ

っと都会から帰って来て、一緒におりたい。大型車両でどこに車を止めるんですか。役場はどうぞ

と、この広い空地がありますよ、駐車場。そうすると、公共施設のある近郊の方は役場に止めてお

けばいいやとなるわけですよ。離れた集落はどこにもそういった施設がないわけです。それは私は

大切な、今後高齢化がますます進む大和村においては、大切な事業だと思います。そういったこと

を踏まえてですね、駐車場の整備は、先ほどの道路拡張とも同じで、大切な事業だと私は思います

が、課長のほうで県なりに要望なさいまして、そういった事業はないか、今後、いろんな建設課が

ですね、事業を探してあるならば活用していただきたいと私は思いますが、いかがですか、課長。 

○建設課長（早川勝志君） 

 まず、道路の整備につきましては、道路の事業のメニューがたくさんありまして、その中から使

える事業を使ってですね、できるだけ財政負担の少ない形で事業を実施させていただいております

ので、その事業を活用していきたいというふうに考えているところです。なかなか駐車場の整備と

いいますのは、なかなか今のメニューの中で、あまりそういった補助事業がないものですから、そ

の辺は村の単独予算とかですね、その辺を活用してしてまいりたいと思います。以上です。 

○１番（市田実孝君） 
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 先ほどの議会でも、各集落に公園化をということで、私は提案したと思うんですけれども、それ

を含めてですね、私はこういったことを考えの上でできれば公園化でもしたらということで、公園

にでもちゃんと今から整備なさったら、駐車場を完備なさいますよね。それが事業だと思いますの

で、いろんな方策を取ってもらって、これはやっていいただきたい事業だと思います。以上です。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで１番、市田君の一般質問を終わります。 

 次に、６番、勝山浩平君に発言を許可します。 

○６番（勝山浩平君） 

 皆さん、こんにちは。傍聴にお越しくださり、誠にありがとうございます。質問の前に、２月に

本村で南部町村議会議員大会が開催をされましたが、役場職員の皆様に多大な御支援、御協力をい

ただきましたことを、改めてお礼を申し上げます。誠にありがとうございました。 

 では、質問に移ります。 

 まず、幼児教育の導入を求めて。幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なもの

であり、この時期に質の高い幼児教育が提供されることは、極めて重要であります。また、質の高

い教育を提供することは、移住定住を促し、人口減少対策にもつながるものと考えますが、幼児期

からの教育の充実を図るべきではないでしょうか。 

 次に、経済情勢を踏まえた奨学金の拡充を求めて。奨学資金制度の条例が制定をされた昭和61年

当時の国立大学の授業料と現在を比較すると、２倍以上も高騰をしております。授業料や入学金の

値上げと物価高騰など、経済情勢の変化を考慮し、奨学資金の引上げを図るべきではないでしょう

か。 

 次に、不足する住宅問題の対策強化を求めて。子供の誕生や成長に伴い、家が手狭になり、住み

替えを望む子育て世帯や、本村に魅了された移住希望者が増えておりますが、残念ながら入居でき

る住宅が不足している状態が続いております。新年度には大金久に１棟２戸と空き家改修３戸が計

画をされており、先般ＮＰＯ法人との連携協定締結や改正後の奄振による交付金を活用した空き家

改修事業などの展開により、需要に供給が追いついていない現状奪回につながることが期待されま

すが、今後の各集落の住宅建設計画はどのようになっているでしょうか。 

 以上、壇上からとします。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 それでは、勝山議員の御質問にお答えをいたします。 

 １点目の幼児教育の導入についての御質問と３点目の住宅問題の対策強化につきましては、私の

ほうから答弁をさせていただきまして、２番目の奨学金の拡充につきましては、教育長のほうから

答弁をさせていただきたいと思います。 

 まず、１点目の幼児教育についての御質問でございますが、幼児教育につきましては、教育基本

法においても生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであると規定をされており、国及び地
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方公共団体はその振興に努めるとすることが記載されております。また、その機会を実質的に保障

する意義も有する施策として、幼児教育、保育の無償化が実施されているところであり、本村にお

きましても質の高い幼児教育や保育環境は大変重要性が高く、移住者の促進につながりうる魅力の

一つであることも認識をしているところでございます。また、家庭や地域における幼児期の生活体

験という成長に重要とされている要素が、少子化や地域社会の状況の変化により、現代においては

かなり不足しているという課題が、新たに生じてきていることもありまして、保育所等の集団活動

の場を通じた中で、自然や文化にふれることを重要視した資質や能力の育成がさらに求められるよ

うになってきております。しかし一方で、特別な配慮を要する幼児が増えてきていることから、一

人ひとりの発達をよく理解するスキルや発達に応じた環境整備等も必要になってきており、集団の

場における幼児教育には特有の難しさが存在するとともに、その課題も多様化している状況にござ

います。本村におきましては、幼児の集団活動を行う日常的な場といたしまして、まほろば保育

園、大和へき地保育所、大棚へき地保育所がございますが、それぞれの場所において、例えば、子

供たちが自分で野菜を栽培して食べることでの食育や、みんなの前で発表する表現力育成、歌詞カ

ードを用いた歌の時間による文字学習、散歩や泥遊びの中での感性磨きなど、それぞれ工夫を凝ら

しながら幼児教育に資する時間をできるだけ取り入れ、保育の中で一帯的に実施しているところで

ございます。また、園同士の交流を深めた運動教室や、子供たちの発達にあわせた支援を学ぶペア

レントプログラムも毎年継続して実施しておりまして、子供への教育支援にもつながっているもの

と考えております。特に本村は、幼児教育において重要とされる五感を使った生活体験を行うにふ

さわしい大自然及び人との触れ合いに適した環境下にあることから、このことを生かした環境づく

りを大事にし、今後、認定こども園の整備を検討する中においても、幼児教育の要素も今以上に工

夫した形で取り入れ、理念、環境、人的資源、保護者の参画なども含めた魅力ある幼児教育の場を

作っていけるよう努めてまいりたいというふうに考えております。 

 次に、不足する住宅問題の対策強化についての御質問でございますが、村の現状にあります村が

管理する村営住宅が144戸数、定住促進住宅が単身住宅を含め51戸数の合計195戸数ございますが、

令和６年２月現在で村営住宅４戸数が空いている状態となっております。また、令和６年１月末現

在の村の世帯数は842世帯で、うち世帯換算される大和の園入所者が34名でございますので、実際

の村内居住世帯は808世帯となっており約24％の世帯が村が管理する村営定住促進住宅に入居する

住宅入居世帯となっている現状にあります。最近では世界自然遺産登録によって、これまで以上に

奄美大島全体が注目される中、島外から奄美大島への居住を希望する方々や、近年の宮古崎トンネ

ル開通における利便性などもございまして、大和村へ居住を希望する方々が増えていることは、認

識をしているところでもございます。そういった中、令和６年度から奄振交付金を活用しました空

き家改修計画を３件計画し、起債事業を活用した新築１件の計４件を進め、空き家対策にも取り組

み、さらにサブリース方式による住居の確保と空き家対策を進め、行政のみならず、民間を活用し

た住居の確保を連携して、村内居住を推進していきたいと思っているところでございます。令和６
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年度以降の計画につきましては、現段階における集落から要望のございます津名久、戸円、名音、

今里集落を候補に村有地の確保状況の協議を進めながら、第二弾の政策住宅についても検討を行う

上で、財政状況と事業申請時期を考慮し、住居の確保に努めていくことと併せまして、現在、空き

状態となっております村営住宅の入居に関しましても、村外への情報発信を村ホームページ等で行

うほか、ＳＮＳも利用しながら周知宣伝に努め、世帯入居の確保を進めていきたいと思っておりま

す。そのほか、事務嘱託員会におきましても協議をされております新たな入居者に対しまして、地

域コミュニティの在り方を示す集落の催事等や集落ルール等を事前に知ってもらい、公募申請して

いただく取組も進めることで、Ｉターン世帯や村外からの入居者の方々へ地域へのかかわり方を理

解していただいて、集落が活性化する事前周知にも努めてまいりたいと考えております。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により関係課長、あるいは自席

のほうから答弁をさせていただきます。 

○教育長（晨原弘久君） 

 勝山議員の御質問にお答えいたします。 

 経済情勢を踏まえ奨学金の拡充をの御質問でございますが、本村の奨学資金貸付制度は、昭和61

年６月に大和村振興基金の設置及び管理に関する条例を制定し、奨学資金の運用につきましては、

平成４年11月に施行規則を制定して、現在運用を行っているところであります。奨学資金の貸付対

象者は、高等学校奨学生、高等専門学校奨学生、短期大学奨学生、大学奨学生となっており、それ

ぞれ月額１万円、１万5,000円、２万円、３万円の貸付けを行っているところであります。併せま

して、入学準備金の貸付けも同時に行っており、専門学校生及び短期大学生並びに大学生につきま

しては、入学前の準備金として50万円以内の貸付けも行っているところでございます。入学準備資

金につきましては、近隣市町村でも運用されているところもございますが、金額を比較しますと、

高額な貸付けとなっております。そうしたことから、奨学資金の貸付けと入学準備金の貸付けを併

用して利用することによって、大変優遇されており、利用者からも評価をいただいていると認識し

ているところでございます。また、奨学資金貸付の増額は、その後の返済の負担増になることがな

いようにもしたいとも考えておりますので、現在のところ今の制度で十分だと思っております。そ

れ以上の負担が必要な方は、ほかの奨学資金貸付制度も併せて利用していただければと考えており

ますので、現時点での奨学金の引上げにつきましては、今後の状況を見ながら検討してまいりたい

と考えております。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により、関係課長あるいは自席

のほうから答弁をさせていただきたいと思います。 

○６番（勝山浩平君） 

 幼児教育から伺いますね。これ、私の本当に今、一番取り組んでいるテーマなんですけれども、

これ、何度が一般質問や委員会でも質疑させてもらっていますが、やり始めたきっかけはですね、

毎年夏に兵庫県の子供たちを迎えて、地元の子供たちと交流とかを図っているんですね。以前も説
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明させてもらいましたけれども、そのときに地元の子供たちととても仲良くなって、学校に行って

夏休みの宿題を解いているんですよ。そのとき、１年生の女の子でしたけれども、５年生の宿題を

解いて教える、５年生の宿題を教えていて、その当時の学校の先生が驚いて聞きに来た、尋ねに来

たんですよね。たまたまその兵庫の保育所では、幼児教育とまでいかなくても、自分たちのできる

範囲で幼児にも英語を教えたり、足し算、掛け算、算数、割り算、算数を教えたりしていたんです

よね。そういったのがあって、その子供が５年生に宿題を教えていたということがあり、とても感

動しました。それから調べていったら、幼児教育、ゴールデンエイジという期間があって、一番い

いのは未就学児までですね、最近は胎教といって、お腹にいるときからお母さんが音楽を聞かせた

り、英語を聞かせたり、こういったのも始まっているそうです。小学校６年生ぐらいまででも効果

があるんじゃないかなといわれていますけれども、そのゴールデンエイジの期間は、学力でも運動

面でも幼児教育をやることによって、後々の伸びしろがたくさん増えるんですよね。しかもいいこ

とに、勉強というのは大概皆さんいやいややりますけれども、その期間は吸収するみたいに楽しみ

ながら覚えていく。それで基礎ができあがる。そこで学校に上がって、進学して、勉強を学んで、

もっと伸びていくというパターンが生まれやすいと聞いております。本村も五感を使った教育ね、

自然、文化、農業、とてもすばらしい、ここでしかできない幼児教育だと思いますが、それに加え

て運動面や勉強知識を得るための幼児教育の導入について、これから認定こども園構想等もありま

すが、どのようにお考えでしょうか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 特に乳幼児、幼児期ですね、早期からの教育というのは大切であるというのは、以前からの答弁

でもまた再三、こちらもそのように理解をさせていただいているところでございます。その上で、

本村においてどのような形が必要なのかということで、特に五感を使ったということでも、先ほど

の答弁にもございましたけれども、この環境を生かした教育というのも重要な一つではないかと思

っております。ただ、その中で、幼児教育といいましても、いろいろ文献等も見ますと、非常にい

ろんな形、教材を使ってみたり、あるいは運動に特化してみたりとか、いろんなパターンがあるこ

とも承知しておりますので、それについては重要ということは認識しておりますので、どのような

形になるかはこれから今後ということでございますけれども、新しい認定こども園をこれから検討

をしていくというような中においても、そのことも踏まえて協議を進めてまいりたいというふうに

考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 保護者、本村の保護者は幼児教育に、今の保護者は高い関心を持っている方が多いと感じており

ますが、そういった保護者を巻き込んだ幼児教育についての、何らかの形での学びの機会を作って

いきたいと、以前、委員会の質疑に対して答弁がありましたが、今後の具体的な予定はあります

か。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 
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 幼児教育、教育そのものにつきましては、誰でも、ゴールデンエイジという言葉もございました

けれども、早い内からのできるだけいろんないい教育をしていきたいという思いは、保護者どなた

にもあるものかというふうに思っております。じゃ、何をしていくかという中身につきましては、

先ほど申し上げましたように、いろんな形、教材というのもございますので、どれをしていくかと

いうことも、話し合いというのが必要ではないかと思っておりますけれども、今後、第３期子ど

も・子育て計画策定の期間にあたっております令和６年度で策定を進めてまいりますけれども、そ

ういった中においても幼児教育という視点も踏まえて併せて協議をしていきたいというふうに考え

ております。 

○６番（勝山浩平君） 

 第３期に向けてのアンケートですね、第２期のときにはアンケートの項目が15ほどだったんです

けど、今回43に増えておりまして、その中で認定こども園、幼児教育のことや、習い事の助成の項

目も加えていただいて、以前提案させていただいたもので、大変ありがたく感じておりますが、こ

れはその若い保護者が結構な冊子なんですけど、わざわざ多分コンビニとかでコピーして、議会の

参考資料として使ってほしいと届けてくれたんですね。こういった動きを見ても、保護者は幼児教

育に対する思いというのが伝わってくると思いますけれども、大綱質疑の大綱答弁にあった子ども

家庭センターの設置と先ほどから答弁にあります認定こども園としての整備、保育所を再編しての

ですね、具体的にどのような構想なのか、どのような進め方をしていくのか、お伺いいたします。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 子ども家庭センター、あるいは認定こども園につきましても、必要性という観点から今後検討し

ていくというふうにお答えしているかと思いますので、主に第３期子ども子育て支援計画を中心

に、それ以外の協議の場ももちろん行ってまいりますけれども、その中で具体的にこれから検討を

進めていくというふうに考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 再編をして保育士の先生方、保育士の確保も大事になってくると思いますけれども、全国的には

いろんな教材があるとおっしゃいましたが、民間が取り組んでいるところも結構あるんですよね。

そういった民間の力を活用することも一考に値すると思いますが、いかがですか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 具体的な中身というものにつきましても、その委員会などを通じて、これから協議を図っていく

ものというふうに考えておりますが、例えば委員の中にそういった民間の状況に詳しい方であった

りという方を参入していただくというようなのも一つの方法かなと思いますので、そういったいろ

んな情報を取り入れながら、協議のほうは進めてまいりたいというふうに考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 子供の１年成長というのは早いので、１年間はとても重みが、大人と違ってですね、あると思い

ますが、協議を進めていくとおっしゃっておりますけれども、この協議の期間というのはどれぐら
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いを考えているんですか。６年度に協議を終わらせて、次年度からまた動いていくつもりなのか、

お伺いをいたします。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 近隣の市町村の整備状況というのを見ましても、計画から開設まで、少なくとも５年程度を有す

るというふうに考えております。土地の確保等も含めましても、これからということですので、６

年度の策定委員会においては、できるだけその骨格を立てていければと思っておりますし、それに

付随して必要なことについては、年間にわたって今後計画を進めていくというふうに考えておりま

す。計画期間等につきましても、その策定委員会等の中でしっかりスケジュールができあがってく

るのではないかというふうに考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 ゴールデンエイジという言葉が出ていますけれども、子供の１年、重いんですよね。今の保護

者、例えば０歳児だったら、もう５年後だったら小学校上がっているかもしれない。ですから５年

というスパン、ほかがそうだから、私たちもそうじゃなくてですね、今の未就学児でも、この幼児

教育というのを導入して、自分たちの子どもに学ばせることができるように、なるべく短い期間、

スピードアップして協議を進めてもらいたいと思いますが、いかがですか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 少なくとも５年程度はというふうに申し上げたかと思いますけれども、できるだけ早くにできる

ことは越したことはないというふうに考えておりますが、ただ、しっかり計画を立てて行くという

ことも必要でございますので、その辺は十分皆さんで理解をいただけるような計画にしてまいりた

いというふうに考えていますことと、あと幼児教育ということは、集団の中でのみ行うものではな

くて、それぞれの家庭や、あるいは地域でというふうに行うことで、連動が必要というふうにもな

っておりますので、そういった場で各御家庭でもいろいろ工夫をなさることも一つ重要なことでは

ないかというふうに考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 先ほどのアンケート、習いごと助成加えてもらいましたけれども、今課長がおっしゃったそれな

んですよね。本村としては幼児教育をやっていないけれども、自分たちの家庭で習いごと、結局幼

児教育のことを差しているんですよね。幼児教育のそういった教材があって、自分たちの家庭でも

子供たちに習わせたいという思いがあって、そういった相談を受けたこともあって、議会でも提案

させてもらっていますが、ぜひアンケートの結果によって、習いごと助成を押してもらいたいとい

う声が多かったらですね、５、６年後の幼児教育の導入を待つのではなくて、そういった家庭の習

いごと助成というのを、ぜひ導入をしてもらいたいと思いますが、いかがですか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 今回のアンケートについても、前回になかった部分ということもありまして、その状況、習いご

とついてはどのような意向があるかということも盛り込ませていただきました。また、その結果を
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踏まえて、またその辺は検討してまいりたいというふうに考えておりますが、習いごと助成につき

ましても、一番視点といたしましては、やはり経済的な部分がベースになるかと思います。いろい

ろな習いごとをさせて、子供に学ばせたいというのは、もうどの親も思っておられることと思いま

すけれども、その中で特に厳しい経済事情、あるいはひとり親の御家庭であったりとか、病気や障

害があったりとか、そういった方々で、どうしてもやりたいけどできないと、あるいは学校の学用

品さえ購入することが難しいといった御家庭などの配慮は必要かなというふうに思っております

が、そこも併せて検討してまいりたいというふうに考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 認定こども園構想、ぜひ実現させていただいて、幼児教育、早く導入してもらいたいと願ってお

りますが、併せて、やはり先生、保育士の確保が大事ですので、構想と併せてですね、保育士の処

遇改善というのを図っていただきたいと考えますが、いかがですか。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 保育士の確保についても非常に重要で、なかなかどこも確保に苦労しているという状況が生じて

きているということは、本村についても同様でございます。本村につきましては、年次的に保育士

として確保に努めておりますとともに、処遇改善につきましても令和３年度以降、特に会計年度任

用職員にあたりますけれども、ついては処遇改善をさせていただいているところでございます。 

○６番（勝山浩平君） 

 奨学金に移ります。今のところ入学金が準備金があるので、奨学資金の拡充は考えてないという

ことでありましたが、今回の質問にあたって、現在の大学の授業料がいくらぐらいか調査をしてお

りますか。 

○教育委員会事務局長（前田逸人君） 

 御質問にありましたとおり、今大学の授業料が国立で大体25万円ぐらいということで、すみませ

ん、申し訳ないです。平成６年で26万円ほどで、今現在で２倍程度になっているというのは承知し

ているところでございます。 

○６番（勝山浩平君） 

 昭和61年に作られた条例で、月額大学は３万円となっていますけれども、この３万円とした金額

の算定根拠はわかりますか。以前もちょっと質問させてもらったんですけどね。 

○教育委員会事務局長（前田逸人君） 

 大変申し訳ございません、３万円の根拠というのはちょっと調べておりません。 

○６番（勝山浩平君） 

 昭和61年当時ですね、国立大学の授業料が25万2,000円、ですから３万円×12で26万、多分そう

いった、単純に割って、それぐらいの数字じゃないかなという判断をされたと思うんですね。こ

れ、国交省の資料で一番新しい数字ですけど、令和３年、国立大学の授業料は53万6,363円、入学

料39万1,305円、私立大学授業料93万943円、私立の入学料は24万5,951円、入学準備金がほかの市



 

- 86 - 

 

町村と比べて多いということでありましたが、これも議会で提案させてもらって作ってもらったの

で、私も良く分かるんですけど、今、入学料39万円、ほぼ入学準備金使ってしまいます。当然、親

元離れますから、大学の場所に行って部屋を借りて、家具を揃えたり、多分50万じゃ足りないです

ね。今、私たちの村の奨学資金、大学月額３万円、年間36万円ですよね。授業料は今53万になって

いるんですよ。ですから、せめて毎月５万円か６万円の額がないと授業料さえ払えない。本村の子

供たちが勉強を頑張って大学に行くとして、国立に行ったとして、私立はもっと高いですけどね。

アルバイト、物価も上がっているから、当然アルバイトもしないといけない。勉強のために学校に

行ったのに、アルバイトで勉学がおろそかになる可能性も高い。実際、そんな新聞記事等もありま

す。そういった情勢を踏まえて、今一度見直す必要があるのではないかという提案です。いかがで

すか。 

○教育委員会事務局長（前田逸人君） 

 授業料の高騰は、調べてなっておりますけれども、一時的にそういった増額となりますと、教育

長の答弁にもありましたとおり、そのあとの返済がですね、大変今苦慮しているということが、現

状が起きておりまして、そういった形でいけば、ほかの結局は第１種奨学資金、第２種奨学資金と

か、ほかの奨学資金も併用して、ちょっと使っていただいてですよ、第１種が６万円とか、第２種

は12万円までとかあるんですけど、そこを併用していただいて、ただ単純に上げればいいというこ

とじゃなくて、そこを何とかうまくやっていただいて、今後、社会に出て、返済がこれ以上貸付け

を増額しますと、生活的にも返済が困ったりしますので、そこは今の現時点では増額というのは慎

重に考えたいと思っておりますので、ほかの奨学資金も併用して利用していただきたいと思いま

す。 

○６番（勝山浩平君） 

 以前、個人村民から相談を受けたことがありまして、そういったとき、ほかの奨学金とか、学資

ローンを受けたらいいんじゃないのということを教えてもらったんですけど、なかなか一般の方は

学資ローンとか、融資、受けれないんですよね。ほかの奨学金とおっしゃっていますけど、じゃ、

その奨学金は申請をしたら、必ず受けれますか。 

○教育委員会事務局長（前田逸人君） 

 奨学資金を借りるのにも、審査が当然必要でして、利子がない奨学金とか、利子がある奨学金と

か、そういったのがありまして、通ったりしない部分もありますけれども、なるべくそういった形

でほかの奨学金を使っていただいてやっていただきたいと思っております。以上です。 

○６番（勝山浩平君） 

 繰り返しますけど、本当にローンを組めない、奨学資金をほかを受けれないという方がいるんで

す、実際。大和村ではいないかもしれない、最近やっぱり物価高とかで、一番教育費が削られてい

て、子供が進学したいんだけど、進学をあきらめてもらうとか、そういった新聞記事も報道等もあ

ったりしますが、まず社会情勢というのは、やっぱりそれだけ困っている方が増えてきているんで
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すよね。そこに手を差し伸べるのがやっぱり政治、村の政治の力だと思うんですけれども、昨日、

卒業式のお話がありましたけれども、おっしゃっていましたよね、祝辞の中で。先々頑張って来

て、大和村に戻って来て、できれば頑張ってもらえたら。今、本村は給付型の奨学金もあるじゃな

いですか。返済確かに大変でしょうけど、職につかないと返済もできないし、学歴が全てじゃない

ですけど、大卒と高卒では給与も違ってきますよね。親の気持ちとしては大学に行かしたいと思い

があって、子供も頑張っていて優秀という場合もあるけど、経済的に行けないという場合が出て来

る。私も個人的に相談を受けましたし、どうしようもできませんでしたけど、これから出て来る可

能性もある。ですから、そういった困っている方々に手を差し伸べるべきではないですか。 

○教育委員会事務局長（前田逸人君） 

 確かに議員のおっしゃるとおりでして、最近はそういった形で授業料の増額とか、物価高騰もご

ざいますけれども、そういった経済情勢を踏まえながらですね、今後はそういった形で、答弁にも

ありましたとおり、今後状況を、周りの状況を見ながら、奨学金を増額するかというのも検討させ

ていただきたいと思っております。以上です。 

○６番（勝山浩平君） 

 去年の１年前の予算委員会の議会の意見書にですね、議会の意見書ですよ、同じ内容、倍以上高

騰しており、現在の社会情勢に適した対応額となるように見直していただきたいと、これ、重く受

け止めていただきたいんですけれども、私だけじゃない、議会の意見書として提出をしております

ので、こういったことを踏まえてですね、情勢に見合った内容を検討してもらいたいと思います

が、いかがですか。 

○教育長（晨原弘久君） 

 議員のおっしゃる主旨はよく分かります。参考までに、私の大学卒業の40数年前なんですが、

今、その制度があるかどうか、ちょっと認識が不足しているんですけど、私の場合ですね、日本育

英会という奨学金があったと記憶しております。それは、将来教職員になるための学生のための奨

学金だったと思っています。これは、私の場合で言いますと、８年間教員をやったら、その奨学金

はもうなしになると、そういう制度でございました。ですので、私も教員について８年経って、自

分はここに今、この学校に勤めていますと送ったら、はい、あなたはもう返済金はありませんと、

そういう便利な制度もありました。ただ、これにはですね、条件がありまして、親の収入が低いこ

と、そして大学での成績がある程度優秀じゃないとだめだったとか、それで私も必死に勉強して、

親が幸か不幸か貧しかったから借りれたんですが、ですので、私の場合は無事８年間勤めて、返済

は義務はなくなったんですが、私の友人の例でいきますと、途中で教員を辞めたもんですから、そ

の分また、どんと返す義務が生じたわけですよね。ですので、先ほど局長が答えましたように、実

際、返済に困っているというか、そういう事例もありますので、ですので、私どももどんと貸し

て、あとあとその負担になっている、あるいは奨学金といえども、基本的には貸付けですので、プ

レゼントじゃありませんので、やはりそれが返済が滞ってしまうと、村の財政負担にも、結局なっ
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てしまいますので、そこら辺を議員のおっしゃることなども十分踏まえながら、慎重に、ではどう

すればいいのかという、そういうことを今検討課題にしているところでございます。はい、以上で

す。 

○６番（勝山浩平君） 

 教育長、ありがとうございました。また、そういった奨学金が、いろいろ調べていただいてです

ね、最新の現代に広くその世代の保護者の方々にも周知を再度していただきたいと思いますが、繰

り返します。議会として意見書を上げております。このことに対して重く受け止めていただきた

い。情勢にあわせて検討していただきたいと思いますが、いかがですか、 

○教育委員会事務局長（前田逸人君） 

 先ほど私の答弁の中に、ちょっと訂正させていただきたいんですけれども、平成６年に国立授業

料が25万2,000円と申し上げましたけれども、昭和61年の議員がお調べになったとおりでございま

す。そういった意見書も見ております。令和５年の意見書の中にありまして、そういった形で、そ

のときには今のところ増額は、奨学金の増額は考えてないと、そのときは申しておりますけども、

今後、今そういった社会情勢も考えながらですね、授業料の高騰とか、物価の上昇とか、高騰とか

ありますので、そういったのも考慮しながら今後は奨学金の増額については、慎重に周りの状況を

見ながら、検討していきたいと考えております。以上です。 

○６番（勝山浩平君） 

 最近、龍郷町が月額６万円に上げるように引上げましたよね、条例改正をしておりますので、ぜ

ひ参考にしていただいて、本当に子供が頑張れるような環境を作っていただきたいと思います。 

 住宅に移りますね。人口問題研究所が昨年の12月に人口推計、2050年の示しておりますが、本村

730名という数字で多くの方は衝撃を受けた方は多いんじゃないかなと思いますけれども、残念な

がら減少率46.5、奄美では一番大きい数字となってしまいましたが、これはどのように受け止めて

おりますか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 国全体が人口減少が避けられない情勢の中、本村もそれに伴って人口が減少している状況であり

ますが、やはり国立社会保障人権問題研究所の出している人口減少率想定推計でございますが、人

口減少率は国に比べて大幅に大きなものとなっているものと認識しております。その中で、我々と

してどのような取組ができるかということでございますが、今、様々な子育て支援制度でございま

すとか、移住定住に資する施策を実施してまいっております。そういった中で、我々といたしまし

ても、なるべく人口減少率のほうを緩和していき、かつ人口構成比率、人口の中で占める年齢の構

成比率の若返り化をいかに図っていくかというところが肝要な点ではないかというふうに考えてい

るところでございます。 

○６番（勝山浩平君） 

 これ、言いたいのは、ソフト、なかなか本村すばらしいものがある。ハードですね、家ですよ。
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家がどうしても足りないというのが、やっぱり当然皆さん共有していると思いますけれども、本

村、もったいないですよ。個人的にも移住したいという相談を受けるんですけど、年２、３件あり

ます。村としても年20何件でしたっけ、あるとかおっしゃっていましたよね、移住の相談とかが。

ですが、家がないんですよ。これ、家を造っていくスピードは、スピードアップを図っていけば、

移住者が増える可能性もあるし、若い方が出て行かない可能性もある。引き止めることができるか

もしれない。新年度、大金久と空き家改修３戸で計５戸ですよね、今のところ予定しているのは。

今後、毎年毎年どれぐらい、何戸造るぐらいの予定で考えていますか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 ６年度以降の新築における建設の計画でございますが、先ほど村長の答弁でもございました、ま

ず村の確保ができている村有地、そして集落から要望のある場所等を考えますと、津名久、戸円、

名音、今里地域における場所を考えているところでございますが、その戸数に関しましても、やは

り民間住宅、民間を利用したサブリース方式の住居の確保と併せまして、どうしても村が新築また

は借り、そしてまた買上げするとなりますと、どうしても財産、その名義人等の兼ね合いがあっ

て、やはりそことの用地交渉、そして名義人の登記変更等もあって時間がかかっている現状がござ

います。そういったところを苦慮する中で、起債事業でございますので、新築になりますと、そう

いった申請時期、そして奄振法の申請時期も併せた上での計画を、令和６年度にですね、令和６年

度の当初予算が通過したあと、そのサブリース方式をやっている企画観光課、そして新築住宅にお

ける建設部門の建設課、そしてまた新たにですね、教職員住宅における解体も進める上で、解体も

進めた上でですね、その教員住宅における用地、教員の教育財産をですね、普通財産、行政財産に

払下げも検討していただく上で、用地を確保した上での検討を進めながら、また７年度以降のどこ

どこ集落に何戸建設したいというところの計画策定に向けての検討を進めてまいりたいというふう

に思っております。 

○６番（勝山浩平君） 

 奄振交付金を活用して６年度は３件整備とありましたが、サブリース方式では何件ぐらい予定し

ているんですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 サブリース方式のほうに、方式につきましては、我々のほうで計画的にうんぬんということで

は、まずございません。空き家の所有者の方々から空き家の処分、活用、そういったものに関して

我々行政のほうに御相談があった物件に対して、我々のほうからサブリース方式というものを今取

り組んでおりますという御紹介をさせていただいて、所有者の了承が得られましたら、ＮＰＯ法人

奄美空き家ラボのほうにつなぎまして、サブリースでの活用という部分を進めていくというもので

ございます。 

○６番（勝山浩平君） 

 これまでサブリース方式での相談というのは、何件かきておりますか。 
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○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 本村におきますサブリース方式につきましては、我々行政とＮＰＯ法人のほうが連携協定を締結

いたしましたのが先月２月でございますが、それ以前からＮＰＯ法人奄美空き家ラボのほうは群島

全域、本村も含めまして活動をしておりまして、本村での実績といたしましては、連携協定締結前

までで３件の活用の実績がございます。連携協定締結以降ですね、今、相談を受けております件数

につきましては、１件でございます。 

○６番（勝山浩平君） 

 空き家の所有者への周知というのは、どのように図っておりますか。サブリース方式に関して

の。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 所有者への周知広報につきましては、先月２月に正式に連携協定のほうを奄美空き家ラボさんと

締結をいたしましたので、来年度の固定資産税の通知が、その通知と一緒に周知広報を図るチラ

シ、そういった資料のほうを同封をさせていただいて、空き家の所有者へ広く周知を図りたいとい

うふうに考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 村の住宅建設計画令和６年度、大棚に先ほど村長の答弁にありました民間住宅有地、第二のとい

うことになるんでしょうけれども、１棟ありますが、令和６年度にそこに整備する予定とかがあり

ますか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 この住宅建設計画におきましては、令和３年度に作りまして、内議でつくりまして、令和４年度

のものを勝山議員はお持ちだと思います。その令和４年度に作ったときにはですね、大和浜の政策

住宅の検討も進めているところでございましたので、その流れで令和６年度以降について、政策住

宅をという記載を令和４年度にしておりますので、また、先ほども申し上げましたが、令和６年度

にまたこの住宅建設計画更新を考え、５月以降にですね、更新を考えている状況でございますの

で、これに関しましては、政策住宅に関しましては、やはり大棚地区の埋立てをメインとした考え

のもとでですね、７年度以降にまた計画策定の中で記載できていければというふうに考えておりま

す。 

○６番（勝山浩平君） 

 最近閣議決定をした２地域居住を促進する公益的地域活性化基盤整備法、関係人口の増加につな

がって、先々は移住定住にもつながることが期待をされますが、こういった支援策の活用等も今後

は考えていきますか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 ２地域居住という面についてでございますが、関係人口を作っていく、作り上げていく中では、

非常に効果のある取組ではないかというふうに考えております。しかしながら、その関係人口とい
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うものを、我々地域で、村内の地域でどのように活かしていくことができるのか、そういった部分

から、まず基礎的な部分から検討を始めていかないといけないというふうには考えております。そ

の上で、この２地域居住というものが、本当に我々大和村にとって効果のあるものなのか、そうい

ったものを見極めながら検討をしてまいりたいというふうに考えております。 

○６番（勝山浩平君） 

 本当にもうもったいないなと、本当に感じているんですよね。大和村もそれぞれ皆さん、頑張っ

ていて、移住したいという方がたくさん来ていて、でも家がないという現状があって、また最近

は、子供が生まれて、増えて、成長して、今、村の住宅にいるんだけど手狭になって、引っ越しを

考えているんだけど、その集落には家がないとううような状況もあったりしますので、この住宅整

備、集落と連携を図りながら、さらに推進して、なるべく早くですね、１戸ぐらいは常に余りがあ

るような状況を作っていただきたいと思います。終わります。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで勝山浩平君の質問を終わります。 

 しばらく休憩をいたします。 

休憩 午前１１時５５分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午後 １時３０分 

〇議長（奥田忠廣君） 

 休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

 次に、７番、中井文忠君に発言を許可いたします。 

○７番（中井文忠君） 

 皆さん、こんにちは。通告をしてあります順に一般質問を行います。 

 まず初めに、令和６年度１月１日に起きました能登半島地震で被災を受けました皆様方に御冥福

をお祈りいたしますとともに、一日も早い復旧を願っております。では、通告をしています２点に

ついての質問を行います。 

 まず初めに、子ども医療について。村では、平成22年４月１日より乳児医療が始まり、若い世代

の子供のいる親たちから大変喜ばれています。村長もいろいろと模索をしながら頑張っていること

は、承知しています。医療費の支払いについて、現在は非課税家庭の子供たちは窓口での支払いは

ないようです。課税の子供たちは窓口で支払いを済ませ、あとで還付ということでやられておりま

す。少ない金額ならいいが、子育て中の若い世代の夫婦には大きな金額となると大変苦労すると思

います。鹿児島県でも令和６年度設計を立て、現物支給をすることに方向が向いているようです。

小さな子供の声が聞かれる大和村にしてほしいと思います。県が行うのであれば、事業主体は村に

あると思うのですが、村長、いかがでしょうか。お尋ねしたいことは、県が窓口での支払いゼロが

決定されたら、村でも行ってもらえるのかをお尋ねをいたします。 
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 次に、集落長屋構想について。令和５年度12月議会にて前田議員から質問がありました。長屋構

想はお年寄りが住み慣れた集落で、顔見知りや兄弟、親戚が集まり、運動したり楽しくできること

は心の癒しになるのでいいと思っています。さて、2025年には全国で32万人の介護人材不足になる

ことが予想されると聞いております。お尋ねしたいことは、福祉センターはどうなるのか。介護ス

タッフの確保が大変と思われるが、どのようにしてスタッフの確保をするのか。急傾斜地に指定し

ていないのか。急傾斜地での事業を行うのはいかがなものかと思うのですが、この点についてお伺

いをいたしたいと思います。 

 壇上からは終りにして、自席のほうからまた質問をしたいと思います。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 皆さん、こんにちは。それでは中井議員の御質問にお答えをいたします。 

 １点目の子ども医療についての御質問でございますが、鹿児島県における子ども医療費関連制度

につきましては、主に２種類の制度がございます。一つは、課税世代に対する子ども医療費助成制

度で、これは未就学児を対象としており、自己負担が3,000円を超える金額に対し、県が２分の１

の補助を行っており、一旦窓口で自己負担分の支払いが必要となる自動償還方式となっておりま

す。二つ目は、非課税世帯に対する子ども医療費給付制度で、これは18歳以下を対象としており、

自己負担額の２分の１を県が補助し、窓口での支払いを必要としない現物給付方式となっておりま

す。本村に置いては、独自の制度といたしまして、課税世帯の対象年齢を18歳に引き上げておりま

すので、実質的には18歳以下の医療費は全て無料となっております。今回、鹿児島県におきまし

て、子ども医療費助成制度対象者について、これまでの自動償還方式から現物給付方式へ制度改正

していく意向が示されたところであります。現段階においては、その実施時期は示されておりませ

んが、次年度以降改正がなされていく見込みとなっておりますので、県の方針が固まり次第、本村

におきましてもシステム改修等の準備を進め、現物給付化に対応していく予定としているところで

ございます。また、県内他市町村につきましても、本村同様に準備を進めていくこととなります

が、仮に現物給付対象年齢が市町村間で異なった場合、医療機関窓口にも混乱が生じてしまうこと

から、現物給付となる対象年齢につきましては、統一した取り扱いができるよう、近隣市町村との

調整を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、２点目の集落長屋構想についての御質問でございますが、少子高齢化により2025年には全

国で32万人の介護人材不足が生じると予想されており、国においても介護報酬改定による処遇改善

やＩＣＴ化による介護現場の効率化等、様々な施策を講じているところでございます。本村のみな

らず大島本島内におきましては、少子高齢化が国よりも進んでいることから、介護人材不足は現実

のものとして既に起こっている状況であり、高齢化率43％であります本村におきましても、今後、

介護需要を支えていくための取組は喫緊の課題であると考えております。こういった状況に対応し

ていくために、これまで大和診療所、大和の園、社会福祉協議会、保健福祉課、地域包括支援セン

ター及び外部専門家で構成されました在り方検討会におきまして、約５年間にわたり検討を重ね、
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集落長屋構想としての基本計画案作成までに至ったところでございます。この計画につきまして

は、現在、大和の園及び社会福祉協議会が行っております介護サービスに新たなサービスを追加し

ていくという構想ではなく、現在の場所の移転を含めた新たなサービス体系へと変化させつつ、介

護人材不足や災害等にも対応しながら、より良い介護サービスの向上を図り、顔見知りの人々の中

で最期まで自分らしく過ごしていけることを目指しているものでございます。そのため、事業実施

にあたり新たなスタッフを大勢募集するということではなく、現在、村内で勤務している職員等が

主なスタッフとなっていくことを想定しているところでございます。少子化による担い手不足につ

きましては、外部からの移住者の確保や人財育成、給与体系の見直しによる処遇改善等も必要であ

ることから、現在も確保に努めておりますが、それだけでは人材の奪い合いとなりますので、結果

的に長期的な介護サービスの維持は困難となると考えられます。そのため、この構想におきまして

は、地域住民一人ひとりが介護は我が事として捉え、ちょっとした話し相手など、できることに少

しずつ参画する機会を増やしていくことや介護サービス事業所で行っている一連の仕事内容を専門

性を必要とするものと、誰でも気軽にできるものへと細分化し、介護負担を減らしながら、長く勤

務できるための仕組みづくりといった、新たな介護の形を構築していくことが不可欠であると考え

られることから、集落長屋構想につきましては、そういった視点を踏まえ取り組んでまいりたいと

考えております。 

 ２番目の福祉センターでの事業がどうなるのかということでございますが、先ほど答弁をいたし

ましたこの構想は、新たなサービスを追加していくという構想ではなく、現在の場所の移転を含め

た新たなサービス体系へと変化させていくというものでございます。そのため現在社会福祉協議会

が行っております介護サービス事業について、掛け持ちで行うということは生じず、新たなサービ

ス形態へ変更となる中で、泊り、訪問、通いといった在宅介護に必要な基本的な介護サービスは、

これまで以上に柔軟な形で利用していただけるよう計画をしているところでございます。 

 次に、３番目の急傾斜地での事業計画のついての御質問でございますが、本村におきましては総

面積の89％が山林となっていることから、村内の多くの場所が土砂災害警戒区域及び土砂災害特別

警戒区域に指定されており、その区域を完全に避けた一定面積以上の平地の土地獲得そのものが難

しい状況でございます。そのため、現在の大棚の候補地におきましても、同様の状況にあるところ

でございますが、福祉関係施設建築につきましては、特に厳しい条件が付されることから、建築基

準法及び土砂災害防止法に基づき、建築整備条件をクリアしながら進めているところでございま

す。しかしながら、この土地につきましては、あくまでも候補地の一つであり、現在行っている県

関連事業の進捗状況により、実施時期にも影響を受けることから、別の場所の選定についても進め

ているところでございます。場所選定につきましては、安全配慮はもちろんのこと、地域住民の交

流拠点としても利用しやすい場所として、慎重に進めてまいりたいと考えております。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により関係課長、あるいは自席

のほうから答弁をさせていただきます。 
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○７番（中井文忠君） 

 子ども医療について、村長から答弁をいただきましたが、村長が子ども医療、小さな子供の声の

聞ける大和村にしていただけるものと思っております、村長。そしてですね、この非課税家庭はも

ともと支払いはなくて済んでいるということでありますので、この課税の子供たちがですね、小さ

い乳幼児といいますか、そういう子供たちは病気にもなりやすい、そしてもし病院に行ったら、注

射が１本、カレーライスみたいに800円とか、500円とか、値段が分かれば、何日入院しても、今日

は１本注射してれば500円じゃやとかいう気持ちで分かるけれども、やっぱり入院したら多額のお

金が要る。そういうときに、若い親たちにしたら、本当に支払いが難儀すると思うんですよ。その

ためにですね、ずっと私は村長にも言い続けた、この乳幼児医療費もさながら、子供の医療の手助

けをお願いしつつきたんですけれども、そしてこの簡単にではあるけれども、この一般質問を書き

続けていて、そしたら書き続けたあくる日かな、新聞に鹿児島県がそういうことをするということ

で、ああ、これこれという思いでしたんですけれども、やっぱり村長が言われるように、この18歳

未満まではということでありますので、何も私のほうからそれは言うことはないと思いますけれど

も、やっぱり鹿児島県がしてなかったから、村長はできないということを、私の答弁にも言ったと

思うんですよ。それはもう百も承知で私も知っておるけれども、やっぱり県がしなければ、県を越

して自分なんかがするということはどうかなという思いで受けておりましたので、村長、またです

ね、この子ども医療、できるだけ県の方針が固まったらですね、できるだけ早く、またしてほしい

という思いでおりますので、どうかよろしくお願いいたします。子ども医療費については、これで

終わります。 

 そして、長屋構想について、前田議員からの質問ですね、もうこれも何年も前から、長屋構想、

長屋構想という言葉を聞いてきたんですが、いつになったらその話がくるかなという思いでおりま

した。そして2025年には、全国で32万人の介護人員不足が生じるということになっておりますが、

この長屋構想、村長から今話は聞いたんですけれども、長屋構想ということで、村長、物入りにな

りはしないかなという思いがあるんですよ、物入り。言葉が分からないのかな、物入り。島で言え

ば、いろんな施設の中で、着替えを買ったり、何かしか１カ所でしていればそれほどのことは要ら

ないけれども、物入りになりはしないかなという心配もあります。そしてもし、これが、この長屋

構想が成功したら、成功した場合は、順次各集落にそういう体制をもっていくような感じかなとい

う思いも、福祉センターのあれがなくなるような感じですから、そういうふうになっていくのかな

という思いでおりますけれども、とにかく物入りがなければいいがなということと、そしてやっぱ

り年寄りの方なんかが、シマに、自分の生まれジマで、そういうことができれば愛着はあります

よ。それはいいことだとは思います。そして、村長が言われるような、この介護人をどうして確保

するかですよね、村長。今までさえも福祉センター、特老、人員を募集をしても一つも来ないよう

な気がするんですが、そういう中で、今の福祉センターの方々が、ほら毎日じゃないが交替交替で

やっていくんだろうけれども、人員不足はどのようにしてやろうと思っているのか、人員不足だけ



 

- 95 - 

 

が一番あれじゃないかなと思いますが、いかがですか、人員不足。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 確かにこの集落長屋構想がもう議論されてから５年が経つ中で、私はもう３年前に、その検討委

員会の中で、ちょっと提言をさせていただきました。これは地域だけで取り組むのはなかなか難し

いだろうと。そこにはやっぱり人材を確保しないといけないんじゃないかということで申し上げ

て、この人材確保についてがなかなか進まずに、こうして今、延び延びになっている現状がござい

ます。そういう中では、昨年、やっぱりいろんな形で人材を確保しようということで、地域おこし

協力隊の募集をしたりとか、移住相談の中で福祉に関わる業務につける方はいないのかとか、いろ

んな形で我々もやっと何か、外に出てよそからの人材を取り入れてはどうかということが、今現在

進めているところでもございます。そういう中で、昨年度、我々も建てる場所は確保しましたけれ

ども、その場所が福祉の施設では、土砂災害のそこの危険箇所にあたるということで、建築上、許

可が下りないということが昨年判明しまして、そういう中では、我々としても場所を、できるとこ

ろを確保していこうということで、今、検討を進めているところでもございます。議員のおっしゃ

るように、各集落に、全集落にその長屋構想を持って行くんじゃなくて、村内の中で、要所の場所

にまとめた箇所を、今、施設に入っている人たちをこの集落長屋に移行させようというのが、もと

もとのこの構想でありますので、我々もそこでやっぱり働く人材を先にやっぱり確保しながら、構

想を進めていこうという流れでございます。 

○７番（中井文忠君） 

 ・・・・・場所をてっきりですね、検討委員会の中ではこの場所とかいうのには、危険区域とか

いうそういう話は出なかったですか。これ、集落の役員なんかで決めているような感じがするんで

すがね、集落の役員なんかが主になって検討委員会を作ってやっていると思うんですよ。先輩など

もいるし、また若い人もいるし、そういう人達の中で、ここは危険区域だからだめじゃないかとか

いう話が出てなかったんですか、最初に。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 これは集落の方は、ここに関わる人たちの協議会というのを集落で作ってもらっただけで、我々

としては、今大和村は背後は山々に面している場所でございますので、言ってみますと、レッドゾ

ーン、イエローゾーンがどこかに関わっているということで、黄色い区域がですね、関わっている

ところは、別に建築は支障ないでしょうという区域も、実際あってですね、我々が当初計画した場

所はイエローゾーンというところで、建築には問題ないだろうということで、専門家を交えて検討

を進めてきました。しかしながら、そこに立つ建物の用途によっては許可が出ないということが、

ちょっと昨年分かったもんですから、その話を先日、集落の皆さんにもお伝えをして、これまでの

構想が無駄にならないように、我々としては別な場所を確保して進めていきたいということでござ

います。 

○７番（中井文忠君） 
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 今、村長が言われたように、大和村は山、谷と谷の間に集落がありますので、土地の確保は難し

いと思うんですね。いくらだだをこね、誰がしてもその問題はあると思いまうのでね。村長、それ

と一つだけね、私、人から聞いたことがあるんだけれども、大棚のキリスト教会がありますよね、

大棚の。あっちも売地になったということを聞いているんですが、あちら辺はいかがなもんです

か、このあれに対しての、施設を造るには必要な場所じゃないですか、あっち。 

○建設課長（早川勝志君） 

 大棚地区のキリスト教会がある場所はですね、土砂災害警戒法、土砂災害防止法に基づく特別警

戒区域、いわゆるレッドゾーンという場所になりまして、何らかのですね、崖、もしくはその背後

地にある山のですね、対策をしないと、その警戒がまず外れないと。外れないうちには、やはりレ

ッドゾーンですので、建物に何らかの規制が発生するとともにですね、建築できないということに

なっております。 

○７番（中井文忠君） 

 分かりました。もうどんなにこんなに言っても、もうこの土地の問題はどうしようも、谷と谷の

間におるもんですからね、もうよくよく検討してですね、していただきたい。そしてですね、この

事業を行うにあたって、あとあとはもう特老も疲弊をしていく気がするが、あとはこんなにして分

散をしてて、あとはもう最終的に特老は、もう年数が経っているから、なくなす段取りかなという

自分の思いはありますが、村長、そういう段取りも込めての長屋構想だと思うんです私は、いかが

ですか、その点。 

○大和の園園長（勝 健一郎君） 

 ただいまの中井議員の御質問に答弁いたします。大和の園につきましては、施設の老朽化、あと

津波に対する防災面の観点から、このままあの場所で事業を行っていくことは難しいかと考えてお

ります。長屋構想につきましては、今現在のその施設の定員50名とかいう、そういった規模を縮小

して、地域で介護を支えるというふうな構想となっております。以上です。 

○７番（中井文忠君） 

 防災面、防災面というけれども、どうしても防災面には逃げ道がないですよね。今からは南海ト

ラフ地震が来るとか、津波が来るとかいううわさが立っているけれども、特老にしても、あのまま

おったら、それはもうどこに行ってもですよ、大棚の今計画されている場所に行っても、低いです

よね。津波が来たら流されますよ。それを言われたら、何もおしまいかもしれないけれども、防災

面で言われたら、もうそんな感じですね。今までずっとやっていたところもですね、なくなってい

くような感じがするんですが、それだったら、本当の、本当の高台、福元の盆地ぐらいに持って行

ってですね、あの高台であれば何も心配することないと思うんですよ。そしてあの特老から戸円の

避難所まで行くときでも、やっぱり心配はしますよ、はっきり言ってですね。とにかく向こうに避

難所を造ったけれども、年寄りなど連れて行くのに、もう心配はしておりましたよ、私・・・造っ

たのはいいけれども、あとは使い道がなくなったような気がするんですね。年寄りなんかを運搬す
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るにしてもね。だからですね、やっぱり考えてやればやるほど、難問題がのしかかってくる。結

局、いくらいいことであっても、津波とか、災害を考えたら、もう逃げようがないと思うんです

よ、大和村なんかは。高台に逃げるといっても、福元小屋しか高台ってないもんね。だからそうい

うことがあるもんですから、どうにかして、この施設を造るのに、山の高さと何とかで、擁壁を建

てたらできるとかいうような基準があると思うんですが、そしてある程度山の高さがあっても、こ

こで堰き止められるようなところがいいと思います。そして集落の人なんかも行きやすく、歩きや

すく、車で行きやすくとかいうような、利便性を考えながらですね、やっぱりこれは村長、反対で

言っているわけじゃないですよ。そうして分散していけば、集落の人たちも喜ぶし、みんながいい

ことだと思います。それと私が心配することは、とにかく、何と言うか、介護士とかそういう人の

人数の足りないこと、そして地域おこし隊を使ったら、村長、地域おこし隊というのは何年間とい

う基準があるんじゃないですか。それがずっとできるという保証はないですよね。その点はどのよ

うに考えて、地域おこし隊でそういう運営を回されるのかなという思いがありますが、いかがです

か、村長。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 地域おこし協力隊の活用というところでございますけれども、その方たち、基本的に３年間とい

う区切りが多いのではないかと思うのですけれども、この集落長屋構想に関しましては、そういっ

た経験のある方などを優先して、その企画、あるいはオープニングのときの運営にぜひあたってい

ただきたいというような計画であります。ですので、ずっとそのまま協力隊の方々が何年おられる

か分かりませんけれども、当初、そんな予定で考えておりますし、もしその方々が引き続いて村に

移住して住まわれるようなことがあれば、なおさら歓迎をしたいと思っておりますけれども、そう

いった面で活用させていただきたいというふうに考えております。 

○７番（中井文忠君） 

 地域おこし隊ね、島に住んでやってみたいということがあれば、ありがたいことですが、もう３

年間となるというと、もう目をつぶったらもう２年が過ぎるようなもんですから、早いですよね。

だから、その介護の確保が難しいかと思いますが。まあ村長、やってみて、だめならだめでいいで

すよ。やってみて挑戦をしてください。私はもうそれのほうが、だめだからと、最初であきらめる

ことなく、やってみて、だめだったらもう議会にやってみたけどだめだったよというよな、・・・

すみませんでしたとしたらいいじゃないですか、やってみてくださいよ。私は、このことをです

ね、一番皆さんがどう心配しているか分からないけれども、そのことだけがね、気になって、確

保、介護士の確保、そしてただでさえもマイク放送して人員募集をするけれども、なかなか集まら

ないというのがね、目に見えて分かっているのでですね、やっぱり村長、その点はどうにかこうに

かででも、村長なんかの頭に浮かんでいる構想をですね、頑張っていってほしいと思います。これ

で終わります。 

〇議長（奥田忠廣君） 
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 これで、７番、中井文忠君の一般質問を終わります。 

 次に、５番、藏 正君に発言を許可いたします。 

○５番（藏 正君） 

 皆さん、こんにちは。一般質問の前に、一言申し上げます。昨晩、ある生産者から議会開催中で

あることで電話がありました。話の中身は行政に対する感謝の気持ちでした。大和村が行っている

生産者支援策についてです。堆肥や肥料、苗木、生産資材に対する直接的な購入助成金はもちろん

ありがたく受け入れていますが、それ以上に生産者に寄り添った支援、生産者それぞれの悩みごと

に対応した支援がなされていることに感謝していますとの内容です。金銭の支援よりも心の支援が

すごくありがたいとの話でした。私自身、役場職員のおかげですよといわれるような村づくりをし

ていきましょうと申し上げながら、いつも足りないところにばかり視点を置き、苦言をはき、職員

の努力とその成果を軽視していたことに気づかされました。職員の皆様の取組に対して村民から感

謝の思いが表現されてきたことに、光り輝き続ける村の拠点としてふさわしい成果だと感じていま

す。改めまして、皆様方の村民に対する真摯な対応と努力に対し、この場をお借りして敬意を表し

たいと思います。今後とも村民からおかげさまと言われる行政を目指して、邁進していただきたい

と思います。 

 一般質問に移ります。職員の働きを評価したあとで、少々申し上げにくい点もありますが、気持

ちを切り替えて苦言めいた質問をいたします。 

 果樹の村ってどんな村と題し、誰もがイメージできるような具体的な果樹の村構想を練るべきで

はないかと通告しました。以前から、本村は耕作地に適した平地が少なく、山間部を利用した果樹

をメインにしていこうということで、果樹の村を唱えてきました。確かにスモモの産地だとか、福

元地区のタンカンがおいしいとか、知名度がないとは言いません。がしかし、誰もが大和村は果樹

の村だねとイメージするほどの生産量があったり、公園があったり、加工品が揃っていたりしてい

ないのが現状です。５年後、10年後の大和村をイメージした果樹の村構想計画を立て、段階的に具

体的な取組を始めて行くべきではないでしょうか。誰もがイメージする果樹の村には、果物がたく

さんあることや、見て、食べて、遊んで、感動することが大事な要素として上げられます。これま

で何も取り組んでいないのではなく、体験農園やタンカン園が整備されつつあるのは承知しており

ますが、それぞれの課題を総合的に年次計画に沿って進めていく必要があるように思えてなりませ

ん。以前には、国直根瀬部間の峠にスモモの苗を植栽し、スモモ通りがあったりしました。見てイ

メージできる並木道や栽培や収穫が体験できる体験農園の整備が必要ではないでしょうか。生産量

の確保については、施政方針の中でも果樹の村再生には安定した生産量の確保が必須とうたってい

ますが、具体的にどのような計画を立てているのですか。再生可能な園地の調査とか、行っていま

せんか。再生したいけど人手がないとか、耕作が放棄されたままの園地が存在しないか。そんな園

地の再生に対する支援策を講じるのも一つの手段ではないでしょうか。スモモを作りたいと名乗り

出る人を待つだけでなく、攻撃的な手法も考えるべきではありませんか。答弁を求めます。 
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 一昨年あたりから12月のお歳暮時期に、ＪＡや名瀬中央青果で高値取り引きが行われている柑橘

津之輝を御存じでしょうか。奄美では山間部よりも平場のほうで収穫時期が適しており、島内各地

で栽培が進められています。本村も果樹の村として他市町村に先んじて奨励し、栽培面積拡大策を

取るべきではないでしょうか。以上、果樹の村イメージ拡大構想計画策定について、村長の答弁を

求めます。 

 次に、温泉施設オープン、村民との関わりと還元策はと題し、村民との関連性と企業とタイアッ

プした商品開発の計画などないのか伺います。 

 村内に群島初の温泉施設が間もなくオープンします。期待と不安が入り混じる中で、今後、末永

い付き合いにならなければいけない村民と企業との関係性は、大変重要な課題といえます。村民は

何を手伝い、企業は何を還元してくれるのか。例えば、温泉施設で提供する料理の食材のうち、野

菜や果物は地元で作ってもらい、生産者の意欲向上と経済の循環が少しでも図れるような対策は講

じられているのですか。さらには、企業のデザイナーの方々のアイデアを生かした商品開発の計画

などないのか、答弁を求めます。 

 関連して、ＪＡや一流シェフと共同で取り組んでいるディスカバー奄美の手応えについても御紹

介ください。 

 最後に、雨の日も親子で遊べる公園の整備について伺います。奄美大島は国内でも特に雨の多い

地域です。気象予報士も奄美の天気は難しいと言われるように、天気予報も外れることが多々あり

ます。子供と外で遊びたい保護者からの要望ですが、今後の子ども子育て定住促進の観点からも、

他の地域にない雨天でも遊べる公園の整備は図れないか伺います。夫婦共働きが当たり前の現在に

おいて、０歳児保育など、保護者の働く環境が整備される反面、親子の触れ合う時間が制限される

状況にあります。親子の触れ合いが子供の発育に大きく影響するのはもちろんのことでありなが

ら、せっかくの週末に雨で出かけられない場面が、この島の特徴です。村内に雨天公園ができるこ

とで、親子の触れ合いが増大し、子育て世代の交流も生まれ、ゆとりができ、目に見えない効果も

期待できます。その先に大和村で子育てをしたいとの連鎖が生まれ、定住促進につながる要因とな

ります。奄美大島管内に現在雨天公園は存在するのでしょうか。あまり耳にしたことがありませ

ん。本村に雨天公園ができれば、村内の親子はもちろん、他地域からも多くの親子連れの利用者が

見込まれますし、子育ての村を大きくアピールすることもできると思います。光り輝き続ける大和

村に必要な施設であり、総合振興計画の中に急ぎ盛り込むべきではないかと思いますが、いかがで

しょうか。村長の答弁を求めます。 

 以上、壇上から申し上げ、答弁ののち自席より再質問いたします。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 それでは、ただいまの藏議員の御質問にお答えをいたします。 

 １点目の果樹の村ってどんな村の１番目の果樹の村構想を練るべきではないかとの御質問でござ

いますが、村におきましては、スモモ、タンカン、パッション、マンゴー、津之輝の５品目を重点
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品目と位置づけ、栽培を推奨しているところでございます。スモモロードを整備する計画はござい

ませんが、実証農園を活用した観光体験農園の整備や、特産品の加工販売等により、果樹の村大和

村の情報発信をしているところでございます。スモモだけではなく、他の４品目についても安定し

た生産量がなければ、果樹の村再生どころか、果樹の村だと胸を張って言えないということは承知

しております。他の果樹についても同じように取り組んでいかなければならないというふうに考え

ているところでもございます。 

 ２番目の果樹の村再生のための安定した生産量確保の具体的な構想についての御質問でございま

すが、施政方針に掲げました果樹の村再生については、主にスモモのことについて述べさせていた

だいております。スモモの生産量が以前に比べ減少一方で、令和２年におきましては、ついに総生

産量３ｔまで落ち込み、ＪＡ共販もできなかったことから、スモモ生産量を増加安定させること

が、果樹の村再生には欠かせないとのことで、施政方針にも掲げたところでもございます。令和２

年度以降は各種助成制度の充実や販売単価のアップ、関係機関と連携した栽培指導、受託作業の増

などによりまして、生産量は少しずつではありますが、伸びてきている状況にございます。また、

スモモ生産者の把握につきましては、大和村果樹振興会103名のうち76名の農家がＫ－ＧＡＰ認証

を取らせていただきまして、湯湾釜選果場にて共同出荷に取り組んでいるところでございます。農

地の把握と再生支援につきましては、地域での話し合いにより地域農業の在り方や目指すべき将来

の農地の効率化かつ総合的な目標を定めた地域計画を、令和７年３月末までに策定することが義務

付けられております。地域計画の策定に併せて、地域の合意形成を図りながら、守るべき園地を明

確化し、管理手法や利用再編について検討を進めるとともに、推奨地区の設定にも取り組んでいけ

ればというふうに思っているところでございます。 

 ３番目の本村平場地区における津之輝の栽培推奨についての御質問でございますが、議員の御質

問のとおり、津之輝はタンカンと違い、お歳暮時期に収穫ができるため、需要価格ともに高く本村

でも栽培を奨励をしているところでございます。本村においては、平成25年度から津之輝の苗木助

成を開始いたしまして、令和５年度までの11年間で、合計3,000本余りが植栽をされ、数年前から

徐々にではありますが、生産量も増えてきている状況にございます。また、重点５品目に津之輝も

加えて、栽培を推奨しているところでございます。平場地区の果樹栽培はスモモが主となっている

ため、津之輝だけを植えている農家は少なく、ほとんどがスモモ栽培との混合で行っております。

また、津之輝は風と病気に弱いなど、栽培が難しいことから、高齢農家が多い平場地区で大々的に

津之輝栽培を奨励することに躊躇しているところでもあり、実証農園におきましても現在30本ほど

植栽をしておりますが、栽培の難しさを実感しているところでございます。津之輝の生産者は自家

消費や交際用程度の小規模な農家が多い現状にありますが、販売単価が高いため、本村でも次第に

栽培面積も増えてきているところでもあります。平場地区で津之輝を奨励するためには、行政、農

家、合同会社ひらとみ等が連携して取り組んでいく必要があると考えております。このことは、津

之輝だけでなく、他の果樹についても同様に取り組んでいければ、果樹の村再生にもつながらない
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というふうに考えているところでもございます。今後、高齢化が進む農家の中でも、合同会社ひら

とみが中心となって、農家支援をしながら果樹の村再生に向けた取組を進めていきたいというふう

に思うところでございます。 

 次に、２点目の温泉施設オープンにおける村民との関わりや還元策について、村民への具体的な

かかわりと還元策についての御質問でございますが、温泉につきましては、疲労回復やストレス解

消など、様々な効能がありまして、人間の本来持っている自然治癒力を高める効果があると言われ

ております。このことからも、奄美温泉大和ハナハナビーチリゾートの利用を促進することで、入

浴という普段の日常生活から健康意識を醸成し、予防医療の観点から健康づくりを推進することを

目的に、温泉施設利用助成金を施設オープンに併せまして、村民への還元策として実施することを

計画しているところでもございます。助成の内容といたしましては、村民を対象に１人当たり年間

最大24回、１回の利用者負担が500円となる額を助成するものでございます。 

 ２番目の企業と地元生産者がタイアップした商品化計画はないのかとの御質問でございますが、

施設内に本村事業者の商品を販売する物販ブースを設置する計画となっておりまして、これまでに

五つの事業者から約20品目の商品の販売が決まっているところでございます。その他の事業者につ

きましても、現在協議中でございまして、協議が整い次第、随時納品をしてもらい、取扱品目を増

やしていくとのことであります。事業者とのタイアップによるハナハナビーチリゾート独自の商品

開発につきましては、まず、既存商品の物販を行い、その販売動向、状況を鑑み、事業者と協議し

ながらお客様の嗜好に合った商品開発を行っていきたいとのことであります。その中でも、我々村

でおいて事業者とタイアップしながら地産地消を進めることも、今、関係課の中で企業とも協議を

しているところでございまして、大和村の農林水産物がここの温泉施設でも利用活用できるよう

に、我々もしっかり連携を図っていきたいというふうに考えているところでございます。 

 ３番目のディスカバー奄美の手応えについての御質問でございますが、ディスカバー奄美大島大

和村は、奄美大島の食材及びタンカンの魅力を発信し、認知度向上及び販路拡大を目的として、奄

美農業協同組合と大和村が今回連携を図り、実施をさせていただきました。今回、５市町村の中で

大和村だけが参画をいたしましたけれども、２月の18日におきまして、企業や出身者を招いての商

談会を開催をいたしまして、一流シェフによる奄美の食材の良さを活かしたイタリア料理の提供

や、生産者の思い、そして大和村の魅力を発信をさせていただいたところでもございます。参加し

た企業の皆さんからは、タンカンに対しまして良い評価をいただくともに、シェフからも無限の可

能性があると、うれしい御意見をいただいたところでもございます。まだ具体的な効果が見えてく

る段階ではございませんが、本事業が本村の特産品、スモモの情報発信など、販路の拡大、高付加

価値化につながっていかないか、大きな期待もしているところでもございます。今後は、村独自で

も果樹を直接提供しながら、販路に模索したいと考えているところでもございます。 

 次に、３点目の雨の日も子供と遊べる公園をとの御質問でございますが、公園は子供たちがのび

のびと遊べる貴重な場所であり、体力向上や想像力の発達などが期待でき、心身の成長を助ける上
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で欠かせないものであります。雨天でも遊べる公園は、個性的で魅力があると思われますが、晴れ

た日には太陽のもとで外で遊び、雨の日には室内で読書などをして過ごす晴耕雨読の生活が、心豊

かな青少年の健全育成に寄与するものではないかというふうに考えているところでもございます。

雨の日には図書館等を活用して読書習慣を身に着けることで、教養や知識を貯めることにつながる

ものと考えております。まずは、既存の公園や室内施設での有効活用を推進していきたいというふ

うに思っているところでございます。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により関係課長あるいは自席の

ほうから答弁をさせていただきます。 

○５番（藏 正君） 

 ただいま答弁をいただきました。果樹の村ってどんな村ということで、この通告の仕方もいろい

ろ考えたんですけれども、みんなが大和村って果樹の村って言っているけど、みんなのイメージの

中に果樹の村というイメージがわいているのかなと思って、自分も自分の中でどんなかなと思って

みても、何か、みんなを果樹で感動させているというのが、そんなにない、皆さんも同感だと思う

んですけど、やっぱり果樹の村というのをうたっていくためには、ただ、今、答弁の中で、生産量

の話も出ましたけれども、生産量がナンバーワンだというだけじゃなくてですね、やっぱり大和村

のイメージアップを図る中でも、大和村に行ったら、ちらっと書きましたけれども、スモモの時期

に花見ができる通りがあって、その実が成るときに収穫体験ができて、そのころには獲りたてのフ

ルーツのジェラートが食えるとか、アイスクリームのお土産が持って帰れるとか、何かそういっ

た、例えばタンカンだったらタンカンの時期にですね、同じようなそういったことができて、やっ

ぱり冒頭に言いましたけれども、まず量があって、見て、遊んで、食べて、楽しんで、その中に感

動して帰ってもらえるというふうになってくると、ああ、大和村は果樹の村だねという、その季節

ごとの大和村のイメージというものが出来あがっていくのかなと思って、やっぱりそういう村にな

ってほしいなという気持ちがあってですね、もともと果樹の村と言っていますから、だから、今回

一番申し上げたいのは、そういった村づくりを目指して、果樹の村、最後にちょっと大きな声で言

いましたけど、果樹の村イメージアップ構想計画というのをですよ、５年計画、10年計画になって

いくような計画だと思いますけど、そういった計画を立てて、やっぱり果樹の村というのが、言葉

だけじゃなくて、みんながイメージできるような、そんな村を作っていくんだというのを、その構

想づけしていかないといけないんじゃないかなと思って提案しているんですけど、いかがですか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 果樹の村構想については、やはり私なんかも胸を張って実際に今の生産量だけでは胸を張って言

えないのかな、そしてまた村長の答弁にもあったディスカバーでも、いい意見を企業からいただい

ているんですけども、やっぱり生産量、その確保等がちょっと今落ちている、胸を張って言えない

状況の生産量なのかなというのも思っています。やはり今まで地域と、こういった果樹の村という

形でスモモを今後どうしていくかという話し合いもなかなか行えなかったところであります。Ｋ－
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ＧＡＰの指導とか、栽培指導とか行っているんですけれども、やはり向こう将来を考えた話し合い

とか行っていなかったところではあるんですけれども、そんな中で次年度、次年度ですね、令和７

年３月末までに地域計画というのをやっぱり策定しないといけないということで、それには全て１

筆ずつの農地の今後向こうの後継者、利用者を明確にしていくということも位置づけられていま

す。ですので、やはり地域の方と一緒になって、じゃ、この果樹、ここの地区には何を推奨してい

くかというのも決めながら、地域の意向を見ながら、そしてまた耕作されていない農地なんかも把

握を情報共有を行いながら進めていって、構想というのを具体的に練っていければなというふう

に、今考えているところです。以上です。 

○５番（藏 正君） 

 この果樹の村という果樹というのは、じゃといってぽんと作れるものじゃないんですよね。苗を

植えて、やっぱり６、７年かかることだし、さっき言ったスモモロードの計画はないと言われまし

たけど、ないと言うんじゃなくて、とりあえず、うまくいくのかいかないか分からないけども、こ

の通りをとりあえずスモモ通りにしてみようかということで、とりあえず苗木の植栽をする。もち

ろん管理をしていかないといけませんよ。だけど計画がないということで終ってほしくないんです

よ。果樹の村とうたってるんですよ。さっき言ったように、やっぱり見て楽しませる、食べて楽し

ませる、遊ばせる、体験をさせるとかいう、そういったものが今までばらばらに取り組んでいるじ

ゃないですか。加工品のこともやってないわけじゃない。いろいろ試作はしていますよ。だけど、

そういったものを見て、遊んで、食べてという、そういったものをどうしたら果樹の村というイメ

ージを持たせるんだというのを、総合的に、具体的な課題に落とし込んで、その年次計画的なもの

を立てていって、取り組んでいくというような形をしないと、今までと変わらないまんまで進行し

てしまいそうな気がして申し上げています。一つの例として、私昨日、その体験農園、毛陣地区の

体験農園と、堆肥置き場のバーク原料置き場になっていた福元に行く手前のあそこのタンカン園を

ちょっと視察をしてきました。そしたらやっぱりですね、ちょっとおもしろい話が、毛陣地区の観

光農園に行く手前に、ちょっと微妙に久し振りに行ったもんですから、うわ、防風林できているじ

ゃないかというのがあったんですよ。私、道を間違えてですね。そしたらそこに入口のドアがない

んですね。あれ、ここが入口だったはずだけどなと思ってみたら、一つ手前の畑でした。それをそ

このイヌマキはすごい、手前にセンネンボクがあって、イヌマキがすごいできあがっているんです

よ。もう完全な防風林になっていました。ああ、ここじゃなかったわと、もう一つ先だったと行っ

たところのイヌマキは、その当時考えて植えているんですけど、もちろん同じようにセンネンボク

あってイヌマキがあって、またその間にイジュか何かの防風林がありましたけど、やっぱり管理が

されてないんですね。計画的な管理体制になっていないと思うんですよ。だからあまり大きくなっ

てない。密植し過ぎているとか、そこの技術面的なところもあって、だからやっぱり計画的に、こ

の時期にはこうなっているはずだというイメージを持って取り組んでいってないもんだから、やっ

たけど、つる絡んでいますよ、イヌマキ、光りが当たっていません。あまり密植過ぎて中のススキ
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と外のあれに押されてました。そういったものも、やっぱり計画的な管理がされてないんだなとい

うのが見えました。だけど、その奥のほうに入って行くと、奥のほうの防風林ができているところ

のスモモ園は、これはもうこれからすごく成長するなというぐらい、二つ、２カ所ありましたけ

ど、そこはスモモの有印がされていたり、すごくいきいきとしていましたので、あそこは楽しみだ

なと思います。だから、ああいう場所になるような、入口のその一番大事なところの防風林の作り

方が、もう何年もかかっても、まだ２ｍになってないぐらいの高さで止まっているという、これは

今、ちょっとながながと例を申し上げましたけども、大和村の果樹の村構想というのも、やっぱり

さっき言った、見て楽しませる、食べて楽しませる、遊んで体験させるというのを、総合的なとこ

ろをですね、やっぱり構想計画という計画を立てて、その管理体制を作っていかないと、いつまで

たっても今の毛陣の畑のまんまで、実現しないんじゃないかなと思われます。その辺について、も

う一度その構想計画を具体的な構想計画を、ちゃんとチームを作って作っていくんだというぐらい

の気持ちで取り組んでいただきたいと思うんですけど、いかがですか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 毛陣地区の実証農園については、議員の御指摘のとおり、なかなか管理がこれまでできてない中

で、今年度においては、少し職員を集中して配置して、計画的な管理に努めたところではございま

す。しかし、やはり農家の受託作業であったり、そういった緊急的な支援、そちらのほうも入って

くるもんですから、なかなか計画のまた練り直しをしながら進めていけばいいんですけど、やはり

実際には追いついていない状態でもあります。毛陣地区の実証農園については、６月にスモモフェ

スタ等をまほろば館周辺で開催して、見せる園地として、収穫体験なども考えていますので、やは

りそこはまた力を入れて、計画を練り直して、議員がおっしゃるとおり、年次的な計画をまた練り

直してですね、進めていければいいのかなというふうに思っていますので、今現在、私たちも反省

すべき点は反省して、やはり次につなげているところでございますので、どうか御理解いただけれ

ばというふうに思っております。 

○５番（藏 正君） 

 すみませんね、今の話の中で、スタッフ不足という考え方が聞こえてきたんですけど、例えばほ

ら、村道の管理とかは、年に何回か、車が通りづらくなったときにないだら、まだ間に合うじゃな

いですか。だけど、農園とか公園とかの管理は、月に何回かという感じで管理していかないと、荒

れてしまったらもうイメージダウンなんですよね。畑も草が被ってしまったら、その成長がストッ

プするわけですよ。だから、その管理体制の在り方、スタッフの配置の仕方も、もうこれは何回も

言っている話ですけど、公園とか農園の管理の仕方と農道の管理の仕方では、そこにやっぱり責任

者を配置するぐらいの、園長をつけてとか、前まで言っていましたけど、そういった形じゃなく

て、園地をいつも管理、視察管理から視察も含めてですよ、そんな管理体制を取っていかないと、

結局人材が足りないからと言っていると、また同じ形になると思いますので、注意していただきた

いと思います。それは答弁は要りませんけども。 
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 スモモの今度は生産量の確保についてなんですが、壇上からも言いましたけど、新植はもちろ

ん、これから作りたいという人がいたら、苗木の助成とか、いろいろありますから、堆肥の助成と

かありますからね。それは魅力的なところなんですけど、例えば耕作放棄されている、スモモ園な

んだけども、耕作放棄されている園とかいうのは調査されていませんか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 耕作されていない農地の利用状況については、毎年農業委員会のほうで農地利用状況調査を行っ

て、耕作放棄地の把握、利用されている農地の把握というのは行っています。実際には、今大和村

内で耕作放棄地が15haほど見られているのかなというのもありますので、その方なんかには、今後

どうするかという利用意向調査というのも、今年度については67筆ほどお送りさせていただいてお

りますので、今後、そこの畑の在り方とか、そういったのもやはり意向を聞いて、またこちらでも

それをどうするかという話も進めていければいいのかなというふうに思っております。 

○５番（藏 正君） 

 その15haほどの中にスモモ園の、スモモがあるんだけど、栽培されてないという園は把握されて

いますか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 全体的な、このあれがスモモというのも、実際には内訳を見れば、把握はされております。実際

には、ちょっと資料が、ここがスモモ園が何haかというのはないんですけども、その時点について

は把握はしております。 

○５番（藏 正君） 

 今、動いてない耕作放棄地があると、農家さんの意向調査が済んでいる済んでいないかがちょっ

とよく分からないんですけど、そこに前から言っている中間管理機構、売るのは、人に譲るのは忍

びない、だけど、畑を荒らしている畑を自分たちでする手段は持っていないという方にですね、長

期的な形で譲るんじゃなくて貸し出す、それは中間管理機構が一回預かってやりますよという、そ

の何て言うの、事業がありますよ。だから、そういったものをちゃんと説明して回るべきなんじゃ

ないですか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 中間管理機構の活用についても、なかなかやはり行政のほうでマッチングをさせていかないと、

やはり機構のほうは鹿児島地域振興公社で、鹿児島県のほうにあるので、なかなか機構がここから

一方的に貸して、借りるとなると、機構が管理することになるので、なかなか機構としてもそこは

ちょっと難しい、その間管理を行政とどうするかという検討もしないといけないので、やはりあく

までも借り手がいて、貸し手がいて、それをマッチングさせた上で、今まで上げてきたところであ

ります。ただ、次年度、この地域計画という中で、バンク法という法でかわって、農地中間管理機

構を推進して、必ずそこに上げていくという制度があります。それと農地法、二つ、貸し借りの制

度に切り替わりましたので、その中でやはり、話し合いの中でも全面的に推進していかないといけ
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ないのかなと、機構を活用するという形にね、半分は機構を活用するという形を役場としても取っ

ていかないといけないという形になっていますので、その辺はまた推進しながら進めていきたいと

思っております。 

○５番（藏 正君） 

 なかなか担い手がいないのが、今、大島管内の後継ぎがいないというのがすごい問題になってい

るところなんですけど、逆に言うと、Iターンの方々が逆に島で暮らしたい人たちの中には、農業

がやってみたいと、農業に魅力を感じて来ている方も結構いらっしゃるんですよね。湯湾釜集落に

もそういったことをやりたいということで、ちょっと畑を探している方、すごく先にそういった紹

介をもらって、福元地区でやりたいと思っているのが１人いまして、これから来られる方も、ちょ

っと農業ができる畑はありませんかと、問い合わせがきている状況です。ですから、後継ぎはいな

いけれども、担い手というか、Iターンの方々を利用した耕作放棄地の活用というのは、これから

可能なんじゃないかなと思うので、さっき言ったその中間管理機構が分かれたかもしれませんが、

そういったものにですね、やっぱりいつも募集するような、募集できるような、貸してもいいです

よという園主さんの承諾をもらっておいて、やりたいという人にすぐ紹介できるような形を取るべ

きじゃないかなと思うんですけど、いかがですか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 ありがとうございます。今の意見もやはりちょっとやっぱり進めないといけないと思ってまし

て、これについてはやはり、今その農業委員さんのほうでも、空いている農地をいろいろ調べて、

担い手、スモモをやりたい農家さんなんかも探しながら、今取り組んでいるところでありますの

で、その中で間に行政機関が入ることで、また貸したいという人も安心して借りるような取組もし

ていかないといけないのかな、分からない方にただお互いでということも、多分なかなか難しいの

で、役場としてもそこの中に入ってマッチングしてもらうというような取組をやっぱり積極的に

ね、行っていこうとは思っています。 

○５番（藏 正君） 

 課長がおっしゃるとおりだと思います。やっぱり役場の介入があったら、両者が安心できた形で

参入できるかと思いますので、ぜひ取り組んでいただきたいんですけども、その時に、その貸して

もいいよ、やりたいよという、それがマッチしたときの、その耕作放棄地の再生に関わる費用につ

いての、今のところの支援策というのはあるんでしたっけ。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 耕作放棄地に対する支援策というのは、今のところ村では持ってなくて、やはり機械の貸出しで

あったりとか、受託作業であったりとか、そういった支援はあるんですけど、金銭面とか、そうい

った支援はなくて、労力面に対しての支援というのは行っております。 

○５番（藏 正君） 

 以前に耕作放棄地解消支援事業みたいなのを、村単独で作っていたんじゃないんですか。あれは
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もう終わったんですか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 耕作放置解消の村単独の支援事業は実際に行っておったんですけれども、なかなか活用されない

ということもありまして、今のところはちょっと実際に行ってないところであります。ただ、そう

いった今議員がおっしゃった、こういったところを解消してやりたいという農家さんなんかがどれ

だけ出てくるか、そういったのを見ながら、今後、その助成の在り方とか、そういった支援という

のも、やっぱり今すぐに作っても、いなければ何も起こらないので、まずは私なんかが、農地の在

り方を流動を推進しながら、農地の再編も行うような仕組みを、もうちょっと積極的に農家さんに

周知して行って、やりたいという農家が増えたときに、事業を改めて使えるような検討をしていけ

ればというふうに思っております。 

○５番（藏 正君） 

 何と言うかな、耕作放棄地を解消させるために、やりたいという人を募集するためにも、こんな

事業がありますよと言ったほうが、ああ、だったらそういった支援事業があるんだって、あったほ

うが入りやすいんじゃないかなと思って、ちょっと支援策のことを今聞いていますけど、もし、も

ともとあった支援策のあれが、そんな構想がなくなっているじゃなかったらですよ、ただ予算を組

んでいないだけで、なくなってないんだったら、そういった支援もできますよという形で募集した

ほうが募集しやすいんじゃないですか。併せて、そのIターンの方々にですね、そういった農業を

希望される方に、こういったことを大和村は取り組んでいますよという、周知というか、広報とい

うか、そういったのも必要なんじゃないかなと思うんですけど、今、そういった広報、対策とか取

られてますか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 いわゆる労力面の今その支援というのは、やっぱり取ってはいます。ただ新規で入ってくる農家

さんが、なかなか地域と一緒になってやれなくて、なかなかちょっと離農するとか、せっかくここ

で予算を使って解消しているのに、なかなか栽培ができなくて、離農してしまう、あきらめてしま

うというケースも、やっぱりほかの市町村でも、やっぱり聞いているところでありますので、やは

りその農業に対する思いとか、地域との交流ができる体制なんかも、やっぱり見ていかないと、す

ぐこうやってねと言っても、実際には技術がなければどうしようもないとかいうので、やっぱりや

められる方も見てきているので、その辺も慎重になりながら、そういった助成のＰＲもしていこう

かなとは思ってはいます。 

○５番（藏 正君） 

 やっぱり大和村がこんなことをやっているんだというのが、まず分からないとですね、口コミで

しか、誰かがそういう情報を言ったときにしか出て来ないというふうになりますから、そういった

のが分かるような広報体制は取っていただきたいと思います。 

 あと、さっき今度は食べるほうで加工品とか、最近よくジェラートのあれがテレビに出てきて、
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アイスクリームと一緒なのかと思ったら、ちょっと何か違うらしいですね。そういったものがね、

これはその２番目の企業とタイアップした加工品の開発って、商品化計画というのと一緒になるか

ら同時にお聞きしますけど、そういったやっぱりソフトクリームは大ヒットしましたよ、アイスク

リームも。あれと同じように、今、冷凍技術とか、すごく進化していて、そのまんまの、ソフトク

リームはどうか分からんけど、アイスクリームとかは、そのままの状態で冷凍で輸送して、解凍し

たらその作り立ての味がそのまま再現できるぐらいの冷凍技術が進化しているといわれていますの

で、例えば、多分企業、温泉施設がですよ、そういったものを、多分宿泊施設あたりで、食事コー

ナーあたりで、そういったすごいやつを出してくれると思うんですよね。そういったものを作り出

している人たちのアイデアをもらってですね、大和村でしかできないジェラート系の、そういった

ような加工品とかいうのも、販売したりできないのかなと、イメージ的に言ったら、温泉に入って

帰るときに、まほろば館に寄って帰るんだけど、今の状態では何かこう、これといったお土産、あ

あ、これこれこれ、これ買って行ったら喜ぶんだよという、これといったメインになるのがないよ

うな気がしてしょうがないんですよね、今出している方には申し訳ないんだけど。だけど、やっぱ

りみんなが喜んで、大和村ではこれ、大和村のこれ、おいしいよねと言われるようなものを、やっ

ぱり急いで、常時置いていかれるようなお土産コーナーというのを、これは前から言っていること

なんだけども、やっぱり地元だけではどうしても発想力とか、そういったものがあるので、やっぱ

りデザイナーの方が結構関与していると思うんですよ、このハナハナさんには。だから、そこら辺

の知恵も借りたりして、一緒になってそういった商品開発というのも手がけていってもいいんじゃ

ないかなと思うんですけど、村長はその辺は、ハナハナさんのスタッフとそういった話はされたこ

とはありませんか。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 確かに我々でやれる限度というか、民間商法を入れた形でやらないといけないんではないかとい

うのは思っておりまして、ハナハナさんもあそこで特産品の販売もするというのが、あそこの施設

の中にありますので、多分、そういうプロを交えたですね、商品開発をして、いろんな形で展開を

していくんじゃないかなというふうに思っております。それは、我々も一緒になって、これからも

タイアップしながらやって行こうと思っていますので、まずはもう、今温泉がオープンすること

に、今ちょっと集中している関係で、今その商品化まではちょっと追いついていない部分がありま

すので、あそこが軌道に乗れば、自ずとして中の施設の物販の販売も充実していくんではないかな

というふうに考えておりますので、我々もあせることなく、ちょっとお互いで協力し合いながら進

めていきたいというふうに思うところでございます。 

○５番（藏 正君） 

 その件につきましては、また後ほどもう一回お伺いしますけれども、津之輝ですね、非常に時期

的な、お歳暮時期にもちょうどぴったり合ってきて、逆に福元で作ると１月の中旬ぐらいにしか収

穫時期が来ないんですね。ですから、平場がちょうど合っていると、しかも味ののりもいい。作り



 

- 109 - 

 

方もさっき栽培に苦慮していると言いましたけど、でもそうでもない農家さんも結構いるんです

よ。だから、何と言うかな、そこら辺をもう一回、一緒になってですね、一緒にというのは、農協

の指導員とか、奄美地区の果樹部会とかあるじゃないですか、そこの先進農家さんなんかの、いろ

いろ前からやっていますから、津之輝にしても、向こうは失敗事例、いっぱい知っているんです

よ、向こうの方々は。だから、そういった人たちを交えて、そういったものづくりというのを、試

作にしても、やっていかないと、今、難しいと言っている、さっきの村長の答弁だけ聞いている

と、津之輝の奨励は、苗木の奨励はしていますよ。農家任せじゃないですか。そうじゃなくて指導

面も併せて、津之輝を推進してほしいと僕は言っているので、だから、ごめんなさいね、取り止め

なくなっちゃっているけど、大和村のそのスモモにしても、何にしても、指導体制の在り方です

よ。これまで農協の指導員と、大和村の指導はほとんどマッチングしてないんですよ。どこかが決

めた、摘果講習会と決めれば、そこに一緒になって行くというあれなんですけど、それだと技術員

同士の交流というのはできないんですね。その日しか会わないから。そうじゃなくて、やっぱり

ね、大和村には営農指導員だけじゃなくて、その指導員を指導する〇〇君というタンカンのスペシ

ャリストがいますよ。彼はスモモのことについても詳しいですし、やっぱり〇〇君を、〇〇会長

を、〇〇部会長を主にした農協と奄美の果樹部会との連携した指導体制というのを組んでもらいた

い。これはもうぜひこれからですね、どっちも連絡来ないよという感じなんですよね。僕は〇〇村

会長とよく話するんで、日程をぱっと決めて、その日だからといってくれる、ちょっと相談してく

れたらいいのになとかいう言葉も聞いたことがあります。だから、行政側の都合で日程をぽんと決

めて、こうするからと言うんじゃなくて、その前に１回、いつ頃だったら一緒に出れますかみたい

な、何かその連携の中にですね、その情報交換があると思うんですよ。元に戻りますけど、この津

之輝の栽培はこうやると難しくなるよとかいう、成功事例を全部いっぱい持っていますんで、立地

条件的なことも全部情報がありますから、ぜひですね、この津之輝の推進なんかも、栽培に苦慮し

ているということ、苗木の奨励だけで済ますんじゃなくて、やっぱり指導体制も含めた奨励の在り

方に持っていっていただきたいと思うんですけど、いかがですか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 栽培指導の件なんですけど、今おっしゃった大和村果樹振興会会長と奄美の果樹部会の会長さん

は、指導農業士の資格を持っていて、今年度ですね、２回ほど主になって奄美農協さんにも連絡は

しているはずです。大和村にも連絡は来ています。主になって、やはり栽培指導というのを行って

おります。ただ、それは昨年まではなかったのかなというふうに思っています。昨年度までは役場

がするのか、奄美農協さんがするのかとかいう形だったけども、農家の指導農業士さんが動き出し

てくれているのかなというふうに思っているところなんですけど、まだそれがタンカンだけですの

で、津之輝については、今年度も奄美市の住用のほうで栽培の研修会を行って、そちらにも大和村

の津之輝の生産農家は行っているところではあります。声をかけてですね。ただ、こっちでも津之

輝の講習ができない、なかなか行けない農家もいるので、できないかという話は、今しているとこ
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ろです。ただこれをどういった形で持っていくのか、どういった形に栽培講習会をしたほうがいい

のかというのも、やっぱり詰めていこうかなとは、ちょうど思っているところで、やはりなかなか

津之輝の栽培は難しいだとか、病気にも弱いですので、その辺のどういった対処法があるのかとい

うのも、やはり大和村でやるべきだというのは、もう分かっていますので、それをどういった形で

取り組んでいくかというのも協議はしていきたいと思っております。 

○５番（藏 正君） 

 すみませんね、情報不足で、前までやっていなかった話を、僕は先ほどしましたけど、今、課長

がおっしゃるように、部会長、指導農業士を交えた指導体制に入っているということで伺って、安

心しています。そこに農家さんを交えたあれで、津之輝は本当にお金に替えやすいんですよ、うま

くできたらの話ですけど。だけどそのうまくできるのも、もう最初は・・・・大丈夫かなとか、す

ごく心配事例があったんだけど、そうでもないよという話に変わってきて、生産量もどんどん延び

てきていますので、ぜひ大和村でもですんね、果樹の村として津之輝も１品目に加えた形にしてい

ただきたいと思います。 

 先ほどの温泉施設の話にちょっと戻りますが、その加工品だけじゃなくてですね、先ほど、村民

との関わり合いの中で、温泉を使った健康増進的なねらいも入っていますよということは、先ほど

も伺いました。この中で、食材の加工品も一緒で、向こうで使う、お客さんに使う食材があります

よ、料理のとか、そういったものを大和村の農家さんにどんどん作ってもらって、いえば、ハナハ

ナさんが、温泉施設さんが、こんな料理でこんな食材がほしいんだというやつですね、大和村でし

か、大和村以外でしかとれないものは別として、大和村で作れるものは、だったら大和村で作っ

て、大和村の農家から仕入れて使うという、その循環というのは、意欲の向上にもつながるし、ち

ょっとした経済的な循環も村内で回っていくという形が取れますので、そういった話は、まだ、村

長は今、温泉のほうでいっぱいだというので、そういうことを聞きましたから、もう聞きません

が、そういった話もですね、これから先、一緒になって話し込んで、加工品についても、加工品に

ついても、こんな加工品を作るから、その材料は大和村のやつでという、そういった話は、もう当

たり前にしていってもらいたいと思うんですけど、課長、いかがですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 ハナハナビーチリゾートさんのほうとは、そういった協議も既に昨年から進めております。向こ

うといたしましては、施設内で提供をする食事メニュー、それと我々のほうから村内の農家さん

が、何月にはどういった作物を何キロ程度、何キロ、どれぐらいの量を生産されているのかという

データのほうもビーチリゾートさんのほうに、ハナハナさんのほうに、我々のほうから資料を提供

しております。ハナハナさんのほうはできうる限り村内の産品、地産地消という考えで使っていき

たいという意向もございますので、あちらが作りたいメニュー、そして我々が提供できる作物、こ

れを合わせたようなメニュー開発、そしてまたハナハナさんのほうから、ぜひともこういうメニュ

ーを作りたいので、こういった作物を作っていただけないでしょうかという農家さんへお伝えをす
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る、そういう流れを作っていくために、昨年からその点については協議を進めております。以上で

す。 

○５番（藏 正君） 

 ちょっと安心しました。そういった村内の中で、せっかくそういったたくさん集客能力のあると

ころができるので、そういったものができて、大和村の農家さんも活気がわいてくるという形を作

ってほしくて申し上げましたけれども、ちょっと気になるのがですね、大和村でできる収量、これ

までのデータを取っていると申し上げましたけど、大和村ではちょっと残念ながら園芸振興会が解

散されているんですよ。だから、そういったものづくりの組織がなくなっている。だから、もしか

したらですよ、昔の形でやれというのじゃなくて、そういったハナハナさんに特化した、特化した

人数を決め込めということじゃなくて、何かその連絡が取れる、年間の、例えば、計画的な栽培が

しやすくなるようなために、組織化を図るべきじゃないんですかね。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 まず、組織化の前に、施設がオープンをして、やはりどれぐらいの量がハナハナさんとして必要

になるのかというのを、まずあちらとしては、そういった状況把握をさせていただきたいと、そう

いったところから、今後の生産のお願いであるとか、そういった形につなげていきたいということ

でございます。まず向こうとしては、ハナハナさんとしては、まずスタートをさせていただきて、

どれぐらいのお客様が来て、どういったメニューがよく出て、我々としては、次、どういうメニュ

ーを開発していこうと、そういったものを把握させていただいた上で、生産者の方々へつないでい

きたいと、お願いをしていきたいということでございます。 

○５番（藏 正君） 

 ごめんなさいね、先、急いで将来的な話なんですけど、そのハナハナさんからの情報とか、農家

情報、生産状況情報とかが連絡が取りやすいような形で、どこかの一部の農家に偏ったりしないた

めの組織づくりというのも、後ほど検討していただきたいと思います。 

 ちょっとだけ、時間がありませんけれども、ディスカバー奄美について、先ほど手応えを伺いま

した。一つだけ確認したいのは、今後、これちょっと続けて行かないと、答が出にくい対策、取組

なのかなと思うんですけど、今後の取組についてはどのように考えていますか。 

○産業振興課長（福本新平君） 

 ディスカバー奄美大島大和村については、議員がおっしゃるとおり、今年度で終わってしまえば

何もならないのかなというのがありまして、やはりそこは奄美農協さんとも話し合って、次につな

げる、次につなげないと何も効果は生まれない。効果が見えないのかなというのがありますので、

実際に、バイヤーが今度こっちに来てもらう取組であったりとか、そういった形で見てもらうよう

な形も作っていかないといけないのかなという形で、今年度の実績も踏まえた上で、次の計画も持

っておかないと、次には進めないんじゃないかということで、奄美農協さんとはもう協議に入って

いますので、はい、以上です。 
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○５番（藏 正君） 

 ぜひですね、やっぱりこれもそのハナハナリゾートさんと一緒で、相手が一緒になってやる相手

がプロフェッショナルの方々なので、いろんなアイデアを取り込めるような取組をしていただきた

いと思います。 

 あと公園については、晴耕雨読でいいんじゃないかという答弁をいただきまして、ただですね、

やっぱりもちろん屋根があるから暗いんじゃなくて、もちろん透明の屋根の全天候型という意味で

申し上げていますけど、やっぱりですね、これはこれからも進言すると思いますが、やっぱり公園

がないんですよね。濡れないところへ連れていけ、図書館でもとかもおっしゃいますけど、今度ク

ロウサギ館ができたらですね、それなりに雨天の楽しみ場所になるんだろうなとは思うんですが、

そうじゃなくて、フリーでですよ、雨が降ったときに、よそからも子連れが来る、大和村の子育て

メンバーも集まるとか、そこで交流がある、子供たちも友だちになっていくみたいな、そういった

公園というのはちょっと夢のある構想かなと思って、今回提案しましたが、再度、またいろいろと

調査して、全国の調査など行って、再度質問したいと思います。今日はこれで終わります。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで５番、藏 正君の一般質問を終わります。 

 しばらく休憩をいたします。 

休憩 午後 ２時５７分 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

再開 午後 ３時２０分 

〇議長（奥田忠廣君） 

 休憩前に引き続き、一般質問を行います。 

 次に、２番、前田清和君に発言を許可します。 

○２番（前田清和君） 

 皆さん、こんにちは。ただいま議長の許可をいただきましたので、通告してあります商工業振興

の取組、買い物難民弱者への対策、村内における児童生徒の確保についての３点、お伺いいたしま

す。 

 最後になりますが、しばらくの間お付き合いくださいますようお願いいたします。 

 まず１点目は、商工業振興の取組について。当局におかれましては、近年、元気度アップポイン

ト事業を活用し、村内商店の利用を推進するほか、起業創業ステップアップ助成金による事業者の

拡大、拡充を図るなどの支援を実施されてますことに対して感謝申し上げます。しかしながら、現

状、村内の商店は非常に厳しい経営状況にあると思われます。経営者の高齢化、また後継者問題、

コロナ禍以降、世界の紛争などによる物価高による仕入れの高騰、エネルギー高騰による光熱費の

上昇など、今後、村内における商店の維持、確保の先行きが見えません。そこで、当局にお願い、

検討していただきたいのは、村内の商店への光熱費助成など、していただけないか、答弁を求めま
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す。 

 ２点目は、買い物難民弱者への対策についてお伺いいたします。近年、テレビや新聞、マスコミ

等でもよく耳にするようになりましたが、買い物難民とは地方の過疎化や高齢化、食料品店の減

少、公共交通機関の廃止などにより、食料品や日用品など、買い物が困難な方々、特に高齢者など

を中心に不便や苦労を感じる方々といわれています。本村においても、集落に商店のない高齢者の

方々から、買い物するのが大変だと、よく耳にします。高齢化率40％を超える本村においても、今

後ますますこうした買い物難民弱者が増加することが予測されます。こうした現状を踏まえた上

で、村民特に高齢者の方々が安心して生活が送れるよう、商店のない集落への移動販売、民間企業

等の連携など、進めるべきではないか。民間企業との連携ができなければ、合同会社ひらとみによ

る移動販売は可能か、答弁を求めます。 

 ３点目は、児童生徒の確保についてお伺いいたします。子育て支援策の一つに親子留学制度があ

るわけでありますが、現在、休止しております。今後、再開の見解は、また里親制度の活用をもっ

と利用するべきでは、制度の見直す余地が必要ではないか、答弁を求めます。 

 以上、壇上より申し上げ、答弁をお聞きしまして、自席より再度質問させていただきます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 それでは、前田議員の御質問にお答えをいたします。 

 １点目の商工業振興の取組についての、村内の商店に対しまして、光熱費等の助成制度を検討し

ていただけないかとの御質問でございますが、ウクライナ危機を発端とする原油価格や原材料価格

の高騰に円安化の影響によります輸入コストの上昇も加わり、ガソリン価格や身近な食品等の価格

上昇をもたらせております。これらの価格上昇に併せ、電気・ガス等の光熱費に関しましても、ウ

クライナ危機及びコロナ禍の影響を受ける前、令和元年度と令和５年度を比較した場合には、電気

料金で100kｗ当たり109円、6.3％、ガス料金で10㎥当たり876円、10.4％の価格上昇となっており

ます。これらの価格上昇は、事業者の健全経営のみならず、一般村民の安心した生活環境に大きな

影響をもたらしていることから、村内事業者の経営支援になるとともに、村民の生活支援の側面を

合わせ持ち、その両面において非常に高い経済効果が見込めます大和村地域商品券を、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用いたし

まして、村民１人当たり１万円の大和村地域商品券を合計６回実施しており、現在６回目を実施中

でございます。これまでの商品券の利用実績を見ましても、第１回から第５回までの総利用額

6,785万6,000円のうち3,009万5,000円と総利用額の44.4％が集落商店を利用されており、このこと

からも村内商店の経営支援策として大きな効果をもたらしているものと考えております。このよう

な地域商品券で商店を村民が訪れていく仕掛けのほうが、連動的な効果もあると思いますので、本

村といたしましては、国の動向を注視し、交付金等の積極的な活用を図るとともに、令和６年度に

は本村独自の5,000円で7,000円分の商品券を購入可能なプレミアム商品券の実施に取り組み、村民

の生活支援も併せて、高い効果が得られる地域商品券事業の展開を図ってまいりたいと考えており
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ます。 

 次に、２点目の買い物難民弱者への対策はとの質問でございますが、民間企業との提携等による

移動販売の検討及び合同会社ひらとみによる移動販売の可能性につきましては、一括して答弁をさ

せていただきます。 

 高齢者を中心とした買い物弱者対策といたしまして、民間事業者による移動販売を検討すべきで

はないかとの御質問でございますが、現在、村内では６集落で８店舗の商店が営業を行っておりま

す。商店のない５集落の村民は、商店のある集落に移動し、買い物をしている状況にあると思いま

す。このような状況から、移動販売の実施は既存商店のお客を奪うこととなり、売上げに影響を及

ぼすことが考えられることから、移動販売に行政及び本村が出資者となっております合同会社ひら

とみが主体的でなく、間接的にでも行うことは、民業圧迫につながる恐れがあると考えておりま

す。このことから、本村としましては、民業圧迫を回避しながら、買い物弱者対策及び集落商店の

利用促進による地域経済の活性化を図ることを目的といたしまして、新たに昨年７月から移動支援

車両きびきび号の運行を開始をしているところでございます。きびきび号は集落内を巡回し、各集

落の商店前を立ち寄り場所として設定をしておりますので、御自宅から近い場所から乗車でき、買

い物後の帰宅時も御自宅により近い場所で降車できることから、重い荷物を持っての徒歩移動によ

る身体的負担も軽減されることによる買い物利便性の向上により、高齢者を中心とした買い物弱者

対策及び集落商店の利用促進の両立を図っているところでもあります。今後は老人クラブなどの皆

さんから御意見を伺いながら、支援の在り方を併せて、検討してまいりたいと思います。 

 次に、３点目の児童生徒の確保についての、親子留学制度の再開の見解についての御質問でござ

いますが、本村における親子留学は、今里小学校校区を対象に今里親子留学制度として、子供の減

少から今里小学校の学校存続に危機感を持った集落からの要望を受けまして、平成25年度を初年度

に受入れを開始し、平成28年度に当面の学校存続のめどが立ったとの御意見を受け、平成29年度か

らその受け入れを休止しているところでございます。親子留学制度を実施するにあたっては、受入

れを希望する集落で実行委員会を設置していただくなど、集落が主体となって地域全体で盛り上が

りを見せ、その受入体制を構築していただく必要がございます。このような熱意のある集落から親

子留学を受入れたい旨の御要望を受けましたら、その実施に向け村当局としましても協力していき

たいと考えているところでございます。 

 次に、２番目の里親制度の活用についての御質問でございますが、里親留学制度の受入れ対象児

童生徒につきましては、里親の孫または親戚、知人等の子供となっており、平成20年度から留学生

を受入れており、現在、受入れ中の児童生徒はいない状況でございます。里親留学の受入れ対象と

なる児童生徒は、受入れ家庭と何らかの関係性を有する子供であるため、比較的地域になじみやす

く、受入れ家庭だけでなく、地域全体で留学生を温かく見守り、その成長に関わり、両者に良好な

関係、絆が創出され、本村を第二のふるさとと感じてもらうことで、将来的に一種のUターン移住

につながることが期待される制度であると考えております。このような本留学制度の期待される効
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果を有効に得るためには、十分な周知広報効果が得られる場所及び方法で、情報発信を行う必要が

あります。先ほども説明しましたが、受入れ対象が里親の孫または親戚・知人等の子供であること

を踏まえ、本土各市で開催されます郷友会総会など、村出身者が多く集まることが見込まれる場

で、積極的な周知広報を図ってまいりたいと考えております。繰り返しになりますけれども、これ

までも親子留学に関しましては議会にて答弁しておりますように、地域からの声が大事であるとか

んがえておりますので、議員の皆様方にも御理解と御協力をいただければ、幸いでございます。 

 以上、壇上からお答え申し上げましたが、あとは関連の御質問等により関係課長、あるいは自席

のほうから答弁をさせていただきます。 

○２番（前田清和君） 

 村長、答弁ありがとうございます。この商工業振興、商店に対しての助成制度、前も質問させて

いただいたんですが、本当にコロナ交付金、そして物価高騰交付金で第６弾まで、本村は商品券を

出させていただいていることに、村民の方々も大変喜んでおります。また、お店を経営する方々か

らも、大変このコロナ禍のこの期間、助けていただいたという声もよく聞いております。これはし

かし、実際、コロナ禍が始まって、国のその助成金という、補助金、制度を使っての、今この商品

券だと思うんですよ。今後、このコロナ禍の交付金、地方交付税、今後どう、毎年毎年変動します

ので、これが毎年ずっと続くかというと、それは当局の皆様方もそれは分からないと思うんですけ

ど、これがもしその交付金がなくなった場合にですよ、この交付金自体が物価高もなくなり、コロ

ナ交付金もなくなり、そうしたときに、じゃ、今度この今６集落あるこの８店舗のお店、今お店の

方々は高齢者の方、後継者がまずいないんですよ。それでもうたぶんこのまま、あと10年、20年す

ると、多分もうその方々もお店を閉め、村内にはお店がもうほぼほぼ廃止、閉店になっていく可能

性が先々見えているように思います。今のうちにしっかりとその６集落８店舗あるお店をですね、

しっかりやっぱり見守っていかないといけないと思うんです。もう一度閉めたら、お店っていうの

は、まずオープン、開店することは今の現状、難しいのかなと。私たちは車で運転できますから、

名瀬に宮古崎トンネルができまして、安い買い物ができます。高齢化率43％を越したこの大和村、

65歳以上、この方々が免許返納して、いよいよ買い物が行けなくなったときに、じゃ、どこを利用

するかといったら、もう村内のお店しかないんですよ。そのお店が閉まってしまうと、じゃ、その

お年寄りの方々は、特にやっぱり先々不安を感じての生活になっていかないかなというふうに、私

は危惧をしております。ですから、もちろん村長が言われるこの商品券で、お店は6,760万です

か、商店に落ちたお金が44.4％、約５割は商店にお金が落ちていると、利用してくれているという

ことで、本当に助かっていますが、今後のその展開も踏まえて、今、光熱費だけで大体100万前後

ぐらい、年間、水道、水道はほとんど使いませんけどね、電気代がほとんど主になってくるんです

が、１個人商店でも年間やっぱり60万から70万ぐらいは維持費でかかっていると思うんです。です

から、これを全額出せとは言ってないんですよ。例えば、半額も言ってません、１割でも２割で

も、少しでも経営されている方々に安心してお店が運営できるようにということで、僕はいつもさ
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せてもらっているんですけど、先ほど村長の答弁にもありましたが、この商品券がある限り、光熱

費の助成というのはできないということなんですが、すぐすぐできなくても結構ですけど、この

後、やっぱり５年後、10年後を見据えて、そういう検討する時期に、もう来ているのかなと思うん

ですけど、いかがですかね、課長。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 我々村当局におきましても、集落商店の存続維持というのは、非常に大切なことであるというふ

うに認識しております。そういった考えもございますことから、２点目の御質問にあります買い物

弱者対策として、きびきび号の運行も昨年７月から開始をさせていただいているところでございま

す。議員のおっしゃるように、今後、光熱費の状況がどうなるかというところは、まだ、もしかし

たら物価が高騰が落ち着く可能性もございます。しかしながら、そのあと、恒常的にランニングコ

ストに対して助成を行うということになりますと、これは今、物価高騰、光熱費の高騰に苦しんで

いるのは、全ての事業者でありますので、村内における全ての法人事業者、個人事業者を対象にし

なければならないのではないかというふうに我々は考えるところでございます。その辺りの整理を

するところが困難であり、また、村単独経費で対応することになると、それに対して対応が可能な

のかどうなのかというところは、十分に精査をしていく必要があるかというふうには考えておりま

す。 

○２番（前田清和君） 

 課長の思いも分かります。確かにお店ばっかりじゃないですから、村内には事業者が。やっぱり

観光客が最近よく来られていますよね。よく村内でよく言うのが、大和村に来ても食べるところが

ない、お店がないとよく耳にするんですよ。せっかく大和村にお金を落とそうとしてもお店がなく

て、大和村の収入入って来ないんですよね。せっかく買い物とかしようとしても。そういう意味

で、やっぱり集落のお店というのは、もちろん住んでいる方々、村民の方にとっても重要ですけ

ど、観光客にとってもお店を利用されている方というのは、結構おられるんですよね。ですから、

もちろん商店だけじゃないんですが、やっぱりせっかく大和村に観光に来て、ついでにどこか寄っ

て、何か買いたいなというときに、お店が閉まってたら、お店もなかったら、どうなのかなって、

なので、今、６集落のうちにあるこの８店舗を何とか維持していただいて、もちろん地域のお店で

すけど、または観光客に来てもらって、お金も外貨も落としてもらえる。そのためにも、やっぱり

もう絶対というほど、お店の存続というのは一番じゃないかなと、特に高齢者の方々、買い物がで

きなくて困っている方々からよく耳にします。課長、先ほど言ったそのきびきび号が、去年７月か

ら運行されて、そのきびきび号による商店の買い物客の利用状況とか、約半年が過ぎましたけど、

そういうのはアンケートなり、調査なり、そういうのは確認取れていますか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 きびきび号の運行の状況でございますが、月・水・金の週３日、午前午後、今里から国直までを

１往復ずつ運行をしております。昨年７月から運行を開始いたしまして、今年２月23日現在までの
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利用状況でございますが、月平均67名、述べ人数で536名の村民の方を中心に利用をしていただい

ております。人数につきましては、きっちりとした数字を運行ごとにカウントをしております。利

用の状況につきましては、運転に従事している方々からも聞き取りをしておりますが、集落の商店

の利用というのは、数は少ない部分はございます。まだ少ない部分はございますが、確かに集落の

ほうに商店がない方が、集落のある商店にきびきび号を利用されて買い物をしているという実績は

ございます。 

○２番（前田清和君） 

 だから、数人ではありますが、きびきび号で各お店のない集落からお店に買い物に行かれている

ということですよね。だから、これは本当にこの移動支援車両、やってよかったなと、最初は利用

者も少なかったですけど、最近はよく満車になったりとか、結構利用されてよかったなと思いま

す。これはこれでいいことだと思います。ただ、やっぱり先ほどからもしつこいように言っていま

すけど、今後ですね、今ある既存のお店に何とか存続できるような対策も、また当局としても検討

していただきたいというふうに思います。 

 関連してなんですが、買い物難民弱者です。商店のない集落への移動販売、村長が言ったよう

に、集落があるお店にとっては、民間企業の提携というのは、絶対にあってはなりません。圧迫し

ます。それはもちろん私も分かっています。これは、ですから、集落にお店がない、今６集落です

よね、ということは５集落は集落にお店がないんですよ。例えば、お店のない５集落に、この民間

企業でもいいですよ、合同会社でもいいですよ、ひらとみでも。だからお店のある集落には行かな

いで、お店のない集落に週１回とか２回、移動販売で買い物していただけないかっていうことで

す。だから、お店のある集落には行ったら、いろんなあれも出ますし、危害も出ますから、そこは

なく、お店のない集落に回ってくださいということなんですけど、これはほかの町村でも今やられ

ていますよ。隣りの村、隣りの町でも。何でここは行政はそこはほかの事業所を圧迫するというこ

とで、これは前も質問したんですけど、なかなか検討していただけないのかなと。お年寄りにとっ

ては喜んでもらえる事業だと、僕は思いますよ。困っているんですから、お年寄りが買い物できな

くて。これはもう一度検討していただけないですかね。民間企業じゃなくてもいいですよ。だった

ら村が出資している合同会社ひらとみ、保冷車も買って新しいのも買ったけど、あれも今、使われ

てないみたいですよね。前の古いのを使っていますよね。250万の予算を組んで、新しいのを買わ

れて、それから動かしてない。ああいうのを利用してですよ、集落のお店のないところ、回れない

もんですかね、課長、検討してもらえないですか、これは。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 先ほども村長の答弁にもありましたように、現在、集落に商店のない５集落の村民の方々は、近

隣の商店のある集落に移動をして買い物をしているという状況が多々あります。そういった場合

に、我々が民間事業者と連携をして移動販売車を商店のない集落で販売を実施いたしますと、それ

までお買い物に来られていたお客様が、商店からすると減るということになります。こういうこと
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は民業の圧迫につながるというふうに我々は考えているところでございます。 

 あと２点目、隣りの宇検村のほうでは、とくし丸という移動販売車両が運行しております。これ

につきましては、とくし丸を運行している宇検村の住民の方が、自分の仕事として生業として販売

を行っているということで、役場と行政としてはノータッチであるということであります。という

ところから、民業圧迫であるとか、そういった話というのは出ていないところでございます。 

○２番（前田清和君） 

 個人事業者が、じゃ、宇検村はやられていると、それであればこの合同会社は大和村の出資会社

ですよ。であれば合同会社ひらとみがああいう移動販売を携わることに対して、村民からはそうい

う不平不満の声は、もしかしたら出ないかもしれないですよね。大和村の会社なんですから。どう

です、その点は。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 合同会社ひらとみにつきましては、民間の企業という位置付けではございますが、村が100％出

資をしている企業でございます、事業者でございます。ですので、間接的に行政が関わる形になる

という形になりますので、そういった面で民業圧迫の声が出る恐れというのはあるかというふうに

考えております。 

○２番（前田清和君） 

 じゃ課長、今度事務嘱託の集落の区長さんとか、月に一度定例会をされていると思うんですが、

総務課長、一度集落にお店のない事務嘱託員の方々から、意見を聞いていただいてですよ、お店が

なくてもきびきび号で買い物をするとか、別にお店なくてもいいよって、そういう返事をされるの

か、いや、もし大和村、行政、合同会社ひらとみが、移動販売週に２回でも３回でもやってくれれ

ば助かるという、そういう事務嘱託の方もおられるかもしれませんので、今後、すぐすぐでもいい

ですけど、令和６年度でも入ってからですね、一応そういうアンケートみたいなのを取っていただ

けませんか。 

○総務課長（政村勇二君） 

 この事務嘱託員は、先ほど議員からもありましたように、毎月定例会という形で会議を開いてお

ります。そういった中で、基本的には大和村の連絡事項が主になったあとにですね、各事務嘱託員

同士の情報共有の場として協議事項、でまた事務嘱託員の中で話し合いがなされてなかった別件で

は、また区長会という組織の中でもですね、協議がなされておりますので、今、御質問のございま

した案件につきましては、もちろん事務嘱託員のほうで協議していただけますかという話の内容の

中ではですね、やはりその民業圧迫の考え方も併せまして周知をして協議していただく場を設けた

いというふうに思います。また、その時期に関しましてもですね、この事務嘱託員は２年に１度更

新時期を迎える年でございまして、この令和６年の３月で一旦更新の時期を迎え、令和６年４月か

ら、新たなまた事務嘱託員の方たちもいらっしゃるようでございますので、そういった中で、また

４月以降にそういった話し合いの場を設けさせていただきたいというふうに思います。 
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○２番（前田清和君） 

 ぜひですね、そういう集落の事務嘱託員、区長さんを通してですね、そういうもし声、意見があ

るんであれば、それは行政としても前向きに今後検討していただきたいと思います。 

 次に、３番目、村内における児童生徒の確保についてですが、先日新聞に年齢別の人口のパーセ

ントが載っておりました。大和村の総人口に対して０歳から15歳未満、中学生までですね、が

11.4％で、龍郷町総人口に対して15.7％、０歳から15歳、大和村が12市町村で一番低かったんで

す。一番高かったのが、やっぱり龍郷町の15.7％、生産年齢人口も15歳、64歳、龍郷町が50.7、２

人に１人は働き、生産人口という新聞が載っておりました。今年、中学生も６人卒業されて、今

度、大和中には10人の村内の小学生が今度入学されるというふうに思っているんですが、今後の大

和中、そして今後の各小学校の児童生徒の推移というのが、現時点で分かれば、教育委員会のほう

からお願いいたします。 

○教育委員会事務局長（前田逸人君） 

 推移につきましては、令和５年度、各小学校別に申し上げてよろしいでしょうか。はい、それで

は、令和６年度が大和小が29名、大棚小が14名、名音小が13名、今里小が５名、小学校の合計が61

名になります。大和中学校が25名、令和６年度になりますけれども、あと令和７年度、８年度、９

年度、10年度、今こちらのほうに資料があるんですけれども、令和７年度につきましては、全体的

に小学校が３名の増、中学校は変わらず、令和８年度につきましては、小学校がそれから６名の

増、そして中学校が２名の増、令和９年度がそれに対しまして、ちょっと細かいんですけど、令和

９年度が小学校の合計がマイナス５、中学校がプラス２で、マイナス３になっております。令和10

年度につきましても、小学校の合計が68で、前年度に対しましてプラス３、中学校は29名で変わら

ずで、全体的にプラス３になっております。ちょっと分かりづらいんですけれども、以上で一応推

移的には。 

○２番（前田清和君） 

 事務局長、ありがとうございます。今の説明を聞きますと、大体今後５年間というのは、そんな

大きな変動はなく、今の人数でいけるのかなというふうに理解しております。ただですね、この先

ほども申しましたように、大和村は12市町村で11.4と、10人に１人が中学生までの総人口なんです

よ。今後、やっぱり学校の維持、確保していく上で、やっぱりこの子供たちの確保というのは、今

後、やっぱり必要じゃないかなと、小規模校は小規模校でそれなりのいい環境生活ということも、

よく耳にされるんですが、やっぱり子供たちが多いことにこしたことはないと思っております。そ

れで、私はこの親子留学制度、休止をされてですね、平成29年からもうずっと休止をしているんで

すが、いつも村長の施政方針には親子留学制度と載ってて、やっぱり、今里がこれは最初立ち上げ

てやったんですが、平成25年から４年間で、この廃止いや休止になっております。ほかの集落に

は、先ほど説明聞きましたら、そういう集落からそういう要望、声が上がれば、当局としても親子

留学制度の復活とかもあるのかなと、あるんですが、これはだから、集落がそういう意向じゃない
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と、当局としては、こういう制度は作っても、こっちからは働きませんよというふうに理解しまし

た。それはそれでいいと思うんですけど、やっぱりそれも、これもやっぱり行政としても、やっぱ

りその集落の意向ももちろん大事ですけど、大和村としてこの親子留学制度を今活用していますよ

と、午前中、同僚議員からもありましたように、親子で来たいんだけど家がないとか、そういう

方々も数名おられると聞いていますので、大和村には親子留学制度がありますと、ですので、親子

で来てもらって、子供たちをこの島で学ばしてくださいっていうのを、当局ももうちょっと受入体

制、今後、作っていくべきじゃないかなと思うんですよね、課長、どうですかね。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 やはり、この親子留学制度の実施につきましては、村長の答弁でもありましたように、地域の熱

意、盛り上がりというのが、大変需要なポイントになってくるというふうに考えております。議員

がおっしゃるように、我々のほうで周知広報をして、受入体制の構築というのは、確かにできるこ

とではあるかもしれません。しかし、集落の中でしっかりと来られた留学親子の方になじんでいた

だき、そして集落全体でその子供たちの成長を見守っていただく、そういった体制づくりをするた

めには、やはり集落の熱意というものは必要不可欠であるというふうに考えております。実際に

我々が先進事例として参考にさせていただきました宇検村阿室地区の先進事例の調査なども行いま

したが、あちらのほうは集落のほうが、村当局より役場より、行政より熱意のある対応、実施体

制、受入体制をしいていたというところでございます。そういったところが阿室地区の成果につな

がっているんじゃないかというふうに感じたところでございます。 

○２番（前田清和君） 

 課長の説明も分かります。であれば、集落にこの親子留学制度があるから、じゃ、やってみませ

んかって、その熱意というのは、それはもちろん事務嘱託員、区長さんを中心にとなると思うんで

すが、やっぱりでも、こういう留学制度をやりませんかというのを投げかけるのは行政だと思うん

ですよ、各区長さんに。特に、今後、児童生徒が減っていく校区もあります。であれば、その校区

の事務嘱託区長さんに対して、こういう留学制度があるから、やっぱりこれ以上子供が減る、もっ

と子供に来てもらうように、こういう制度を利用して、地域で盛り上がってくださいよと、そうい

う働きは当局の方の仕事だと僕は思うんですけど、いかがですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 我々のほうから集落サイドのほうへの投げかけといいますか、こういった制度、やってみません

かというようなお話は、やはり我々のほうからしなければならないことであるというふうには考え

ております。そういった面につきましては、庁内のほうでも協議をいたしまして、事務嘱託員会の

ほうへ投げかけ、我々のほうからこういう制度の紹介をさせていただく流れなど、そういったのが

どういうふうにできるのかというのは、協議をさせていただきたいと思います。 

○２番（前田清和君） 

 この里親制度も関連してです。先ほど言ったように、65歳以上、大和村、もう43％超えていま
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す。結構、高齢者の方々が農業したりとか、ゆっくりされている方もいるんですけど、その方々の

子供さん、孫さん、親戚、たくさんおられると思うんですよ。時間もあって。その方々に、もしそ

の、先ほど村長からもありましたように郷友会であったり、内地のいろんな大和会とか、そういう

ところに行ってもらって、声をかけるのも大事だし、村民に、今住んでおられる村民の方々に、こ

ういう里親制度がありますよと、月いくらの助成も出しますので、自分の子供さん、孫さん、親戚

さんを引き取って、一緒に学校出してみませんかというのも、それも当局の村民に対しての働きか

けで、この平成20年から全くゼロなんですよね。何年か前におられたのは知っていますよ。ただ現

在は０名なんですよ。せっかくこういう里親制度とか、いい制度を作っているのに、利用してない

のはもったいないて、これで利用する人がおられれば、児童生徒も確保にもつながるし、そこはや

っぱり当局が村民にそういう周知もしていただきたいと思うんですけど、課長、いかがですか。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 議員のおっしゃるように、外で、島外のほうでだけ周知広報をはかるのではなく、村内のほうで

もしっかりと周知広報を図っていきたいと思っております。我々もやはり近年、この里親留学制度

の利用がなかったものですから、抜本的に周知広報をまた改めてしなければならないというふうに

感じていたところでございますので、村内の村民に向けても周知広報を図ってまいりたいというふ

うに思います。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 ちょっと私のほうから補足させていただければ、担当課は承知してないといってますけれども、

我々村民には周知をさせて問い合わせもあります。こういう関係ですけど、里親になりませんかと

いう問い合わせもありながら、対象にならない方も中にはいますので、再度、我々は事務嘱託員会

を通じて親子留学と里親制度についてはまた周知をしながら、我々もその対策に少なからずしっか

り啓発活動をしていきたいというふうに思います。 

○２番（前田清和君） 

 最後になりますけど、総務課長、その買い物難民弱者の手助けとして、移動販売、これはぜひ新

しい事務嘱託員の改選後にでも、お店のない方々、区長さん、事務嘱託員、区長会でぜひ周知を図

ってもらって、本当に困っているんですよ、お年寄りは。だから、お店のない、お店、私たちでし

たら、お客さんが来てくれるのは大変ありがたいんです。どんどん来てもらいたいんですよ。で

も、その方々もきびきび号を利用して、100円出して買い物して、お店は潤います。ただ、それで

も買い物に行けない方っていうのは、集落にたくさんおられるんです、お年寄りは。その待ってい

るお年寄りの方々のために、せめて商店のない集落への移動販売、民間企業がそれはだめというの

であれば、合同会社ひらとみの保冷車、多分買ってそのまま使ってないのがあるんであれば、それ

も行政サービスの一環としてですよ、やっていただけるようにぜひ検討していただきたいというふ

うに思います。 

〇村長（伊集院 幼君） 
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 先ほど私が答弁しましたように、やっぱり老人クラブの高齢者の皆さんが、どういうことで困っ

ているのかということも、一応再度また御意見を賜りながら、我々もどういう形で支援ができるの

かということを検討させていただきたいと思いますので、我々が独自で移動販売をするかどうかと

いうのを含めてですね、議論をさせていただければというふうに思います。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで２番、前田清和君の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

散会 午後 ４時００分 
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令和６年第１回大和村議会定例会会議録

令和６年３月２１日（木）

午後１時３０分　開　会

１　議事日程

　開議の宣告

　日程第　１　議案第２６号

　日程第　２　議案第２７号

　日程第　３　諮問第２８号

　日程第　４　議案第２９号

　日程第　５　議案第　８号

　日程第　６　議案第　９号

　日程第　７　議案第１０号

　日程第　８　議案第１１号

　日程第　９  議案第１２号

　日程第１０  議案第１３号

  日程第１１　議案第１４号

　日程第１２　議案第１５号

　日程第１３　同意第　１号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　日程第１４　議員派遣の件について

　日程第１５　議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について

　閉議　

　閉会の宣告

大和村簡易水道事業財政調整基金設置条例を廃止する条例の制定につ

いて

大和村重度心身障害者医療助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

大和村地域活性化定住促進条例の一部を改正する条例の制定について

大和村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

令和６年度大和村一般会計予算について

令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算について

令和６年度大和村大和診療所特別会計予算について

令和６年度大和村介護保険特別会計予算について

令和６年度大和村大和の園特別会計予算について

令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について

令和６年度大和村簡易水道事業会計予算について

令和６年度大和村集落排水事業会計予算について

　（予算審査特別委員長報告及び採決）

大和村監査委員の選任について

２　出席議員は次のとおりである。（７名）

　１番　　　市　田　実　孝　君    　　　　　　　　　 ６番　　 勝　山　浩　平　君

  ２番　　　前　田　清　和　君                　　 　７番   　中　井　文　忠　君

　３番　　　重　信　安　男　君    　　 　　　　 　 　９番　　 奥　田　忠　廣　君

　５番　　　藏　　　　　正　君　　　　　　　　　　　 



３　欠席議員は次のとおりである。（０名） 

                         

４　職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

　議会事務局長　　森　永　　　学　君　　　 　　主　　　　　査　　後　藤　美穂子　君

５　説明のため出席した者の職氏名

  村　　　　長　  伊集院    　幼　君　     　　教委事務局長    前　田　逸　人  君

　副　 村 　長　　仲新城　長　政　君　     　　企画観光課長　　大　瀬　幸　一　君

  総 務 課 長    政　村　勇　二　君　 　　　　　　　　　　    　福　本　新　平　君

　建 設 課 長　　早  川  勝　志　君　     　　保健福祉課長　　早  川  理  恵　君

　教委指導主事    里　中　卓　麻  君       　　大和診療所事務長　  松  﨑  泰  郎　君

　　　　　　    　大　石　松　美  君 　   　　 大和の園園長　  勝　 　 健一郎　君

  住民税務課長　　池　田　浩　二  君 　　 　　 
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開会 午後 １時３０分 

〇議長（奥田忠廣君） 

 皆さん、こんにちは。ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配付しております議事日程のとおりであります。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第１ 議案第26号 大和村簡易水道事業財政調整基金設置条例を廃止する条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第１、議案第26号、大和村簡易水道事業財政調整基金設置金条例を廃止する条例の制定につ

いてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村簡易水道事業財政調整基金設置条例を廃止する条例の制定について、提案の理由を申し上

げます。 

 令和６年４月１日から簡易水道事業が公営企業法適用へ移行することに伴い、 大和村簡易水道

事業財政調整基金設置条例を廃止したく、御提案いたします。 

 内容につきましては、住民税務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○住民税務課長（池田浩二君） 

 大和村簡易水道事業財政調整基金設置条例を廃止する条例の制定について、内容の説明を申し上

げます。 

 令和６年４月１日から簡易水道事業及び集落排水事業が公営企業法適用へ移行いたしますが、運

営においては一般会計からの繰入金において運営している状況であることから、簡易水道事業の財

政調整基金を廃止し、その金額約566万4,000円は簡易水道事業会計に繰り入れ、令和６年度の運営

状況により、一般会計からの繰入金において調整してまいります。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 
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〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第26号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第２ 議案第27号 大和村重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第２、議案第27号、大和村重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し

上げます。 

 重度心身障害者医療費助成制度については、県の制度見直しに伴う条例改正がございまして、本

村の条例においても改正する必要がございます。 

 内容につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 大和村重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について、内容の説明を申し

上げます。 

 鹿児島県における重度心身障害者医療費助成制度改正に伴い、本村の条例においても改正が必要

となることから、精神障害者保健福祉手帳の交付対象者の一部を新たに追加し、関連対象施設につ

いても追加しようとするものでございます。また、所得制限を新たに設けるとともに、これまでは

医療費自己負担分の還付について申請を必要とする償還方式であったものを、申請を不要とする自

動償還方式へ改正しようとするものでございます。 

 御審議方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 
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[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第27号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第３ 議案第28号 大和村地域活性化定住促進条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第３、議案第28号、大和村地域活性化定住促進条例の一部を改正する条例の制定についてを

議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村地域活性化定住促進条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上げま

す。 

 現行の条例では複数の助成金等の詳細を定めておりますが、各種助成事業の運用を円滑化するた

め、大和村地域活性化定住促進条例の一部を改正することを御提案いたします。 

 内容につきましては、企画観光課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○企画観光課長（大瀬幸一君） 

 大和村地域活性化定住促進条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を申し上げ

ます。 

 現行の条例につきましては、複数の所管課によって各種定住促進に資する助成事業を実施し、適

宜既存助成事業の内容を変更、新規助成事業の追加等を行ってきておりますことから、複数の助成

条件が林立している状況にあります。このようなことから、事務処理、その運用の円滑化を図るた
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め、大和村地域活性化定住促進条例の一部を改正するものであります。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議くださいますようよろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第28号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第28号は原案のとおり可決されました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第４ 議案第29号 大和村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第４、議案第29号、大和村介護保険条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といた

します。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、提案の理由を申し上げます。 

 国の介護保険法施行令や介護保険法施行規則等の一部改正及び大和村第９期介護保険計画策定に

よる介護保険料の改定に伴い、条例の一部を改正しようとするものでございます。 

 内容につきましては、保健福祉課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたしま

す。 

○保健福祉課長（早川理恵君） 

 大和村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について、内容の御説明を申し上げます。 
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 ３年ごとに介護保険事業計画の見直しが義務付けられており、第９期介護保険事業計画におい

て、令和６年度から令和８年度における介護保険事業計画及びそれに伴う65歳以上が対象となる介

護保険第１号被保険者の保険料額を定めることとなっております。今回、国の介護保険法施行令及

び介護保険法規則等の一部改正に伴い、所得段階の区分がこれまでの９段階から13段階へ見直しと

なるために、これに準じて本村の条例の改正を行うとともに、介護保険法施行令第38条第１項第５

号に掲げる保険料基準額について、年額６万6,000円から７万800円に改定しようとするものでござ

います。 

 以上で内容の説明を終わります。御審議方よろしくお願いいたします。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第29号を採決いたします。 

 お諮りします。 

 本件は、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第29号は原案のとおり可決されました。 

 日程第５ 議案第８号 令和６年度大和村一般会計予算について 

 日程第６ 議案第９号 令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算について 

 日程第７ 議案第10号 令和６年度大和村大和診療所特別会計予算について 

 日程第８ 議案第11号 令和６年度大和村介護保険特別会計予算について 

 日程第９ 議案第12号 令和６年度大和村大和の園特別会計予算について 

 日程第10 議案第13号 令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算について 

 日程第11 議案第14号 令和６年度大和村簡易水道事業会計予算について 

 日程第12 議案第15号 令和６年度大和村集落排水事業会計予算について 
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〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第５、議案第８号、令和６年度大和村一般会計予算についてから、日程第12、議案第15号、

令和６年度大和村集落排水事業会計予算について、以上の８件を一括議題といたします。 

 予算審査特別委員長に委員会の報告を求めます。 

〇予算審査特別委員長（前田清和君） 

 皆さん、こんにちは。ただいま議長の許可をいただきましたので、令和６年度予算審査特別委員

会委員長報告をさせていただきます。 

 去る、3月５日の本会議において、本予算審査特別委員会に付託を受けました議案第８号、令和

６年度大和村一般会計予算についてから議案第15号、令和６年度大和村集落排水事業会計予算につ

いて、以上８件の当初予算議案について、審査内容と結果について報告いたします。 

 本委員会は、３月６日午前中に主な事業の現地調査を行い思勝１号線ガードレール設置工事、大

棚小学校排水対策工事及び遊具設置、戸円消防車庫更新、生活道路対策エリア（名音工区）、名音

地区の定住促進住宅整備の説明を受けました。 

 また、３月14日，15日の二日間において、村長、副村長、教育長及び関係職員の出席を求め、一

般会計及び各特別会計・公営企業会計予算案の審査を行いました。審査内容について申し上げま

す。 

 まず一般会計について報告します。 

 農林水産業振興において、食肉処理施設の場所、ジビエ加工品の開発の状況についての質疑があ

り、場所は大棚加工所を考えているが全事業は確定していない。基準が厳しいため今後先進地視察

や県等にも相談しながら進めていきたいとの答弁でした。 

 又、水産加工施設において、地域資源を使った商品開発はどのように進めていくのかとの質疑が

あり、加工専門家、大島支庁、担当課と協議を進めながら、地元で採れるものなどを活用して商品

化していきたいとの答弁でした。 

 次に、子ども子育て支援計画委託について、どのような構成員なのかとの質疑があり、学識経験

者、小学生・未就学児の保護者、担当職員で構成し、特に学識経験者も教育に重きを置く委員と考

えているとの答弁でした。 

 又、土曜保育、延長保育の状況について、保護者の方々から利用しづらくなったとの質疑があ

り、へき地保育所は、元々土曜日は開園ではなく、子どもを預けるためには、その理由が必要とな

る。理由があれば対応しており、保育所は必要性に応じて開園するとの答弁でした。 

 次に、学校給食、地場産野菜、オーガニック野菜の活用についての質疑があり、地場産野菜は取

り入れているが、オーガニック野菜は仕入れていない。今後、産業振興課と連携しながら、無農

薬、有機栽培等取り入れていけるよう進めたいとの答弁でした。 

 群倉補修についてリュウキュウチク育成場の管理が出来ていないとの質疑があり、前担当者との

引き継ぎがされていなかった。今後、計画的管理が出来るよう体制づくりを推進したいとの答弁で
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した。 

 次に、災害時における今後の自主防災組織の取り組みについての質疑があり、令和５年に個別避

難計画を策定することが出来たが、個別避難には家族の同意も必要になるため、行政主導では出来

ない部分もある。今後は自主防災組織、保健福祉課、ヘルパーなどを交えた避難計画を作成してい

きたいとの答弁でした。 

 又併せて、津波避難訓練であっても、避難場所に簡易トイレ等の設置が出来ないかとの質疑があ

り、今後集落区長とも話し合いをしながら検討したいとの答弁がありました。 

 次に、特別会計・公営企業会計について報告いたします。 

 介護保険特別会計では、訪問介護の事業所、利用者の現状について質疑があり、事業所は大和村

社会福祉協議会であるが、利用希望で奄美市の事業者を希望する方は利用者の希望どおりとしてい

る。利用人数は25名との答弁がありました。 

 大和の園特別会計では、集落長屋構想の中で、大和の園の規模縮小など考えているのかとの質疑

があり、現在定員割れをしている。実情に合った介護サービスに変えていくとの答弁がありまし

た。 

 最後に、集落排水事業会計では、西部地区における施設の分散化についての質疑があり、施設の

老朽化により修繕費、管理費の増額が見込まれる。現在の処理場１カ所より，各集落に大型浄化槽

を設置することで経費削減にもつながるとの答弁でした。 

 以上、令和６年度各特別会計・公営企業会計予算の質疑終了後に、討論を行い、各会計ごとに採

決を行いました。 

 その結果、どの会計においても討論はなく、採決の結果、全会計ともに、全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決定いたしました。 

 以上のとおり、予算審査特別委員会に付託を受けました、令和６年度大和村一般会計予算を含む

８件の予算については、原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたので報告いたします。 

 最後に、当委員会では、委員長の予算審査報告と併せまして、議会の意見書を取りまとめて提出

いたしますので、速やかに対処していただきますよう申し上げ、令和６年度予算審査特別委員会に

おける委員長報告を終わります。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これで委員長の報告を終わります。 

 ただいま予算審査特別委員長から報告がありました。予算審査特別委員会は議長を除いてすべて

の議員が委員となっております。 

 したがって、議案第８号から議案第15号までの委員長報告に対する質疑は省略いたします。 

 これから、各議案の討論に入ります。 

 最初に、議案第８号、令和６年度大和村一般会計予算について、討論を行います。 

 討論ありませんか。 
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[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第８号、令和６年度大和村一般会計予算について、採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第８号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第８号、令和６年度大和村一般会計予算については、委員長の報告のとおり原

案可決されました。 

 次に、議案第９号、令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第９号、令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算についてを採決いたしま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第９号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第９号、令和６年度大和村国民健康保険特別会計予算については、委員長の報

告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第10号、令和６年度大和村大和診療所特別会計予算について、討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第10号、令和６年度大和村大和診療所特別会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 
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 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第10号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第10号、令和６年度大和村大和診療所特別会計予算については、委員長の報告

のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第11号、令和６年度大和村介護保険特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第11号、令和６年度大和村介護保険特別会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第11号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第11号、令和６年度大和村介護保険特別会計予算については、委員長の報告の

とおり原案可決されました。 

 次に、議案第12号、令和６年度大和村大和の園特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第12号、令和６年度大和村大和の園特別会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第12号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第12号、令和６年度大和村大和の園特別会計予算については、委員長の報告の
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とおり原案可決されました。 

 次に、議案第13号、令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第13号、令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算についてを採決いたしま

す。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第13号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第13号、令和６年度大和村後期高齢者医療特別会計予算については、委員長の

報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第14号、令和６年度大和村簡易水道事業会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 討論なしと認めます。 

 これから、議案第14号、令和６年度大和村簡易水道事業会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第14号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第14号、令和６年度大和村簡易水道事業会計予算については、委員長の報告の

とおり原案可決されました。 

 次に、議案第15号、令和６年度大和村集落排水事業会計予算についての討論を行います。 

 討論ありませんか。 

[「なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 
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 討論なしと認めます。 

 これから、議案第15号、令和６年度大和村集落排水事業会計予算についてを採決いたします。 

 この採決は、起立によって行います。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決です。 

 議案第15号については委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、議案第15号、令和６年度大和村集落排水事業会計予算については、委員長の報告の

とおり原案可決されました。 

 次に、予算審査特別委員会の意見についてお諮りいたします。 

 本意見を議会の意見として村長に提出いたしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、予算審査特別委員会の意見を議会の意見として村長に提出することに決定いたしま

した。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第13 同意第１号 大和村監査委員の選任について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第13、同意第１号、大和村監査委員の選任についてを議題といたします。 

 提案者に提案の理由及び内容の説明を求めます。 

〇村長（伊集院 幼君） 

 大和村監査委員の選任について、提案の理由を申し上げます。 

 議会議員の中から、専任されておりました監査委員の辞任に伴いまして、新たに議会議員の中か

ら藏 正議員を専任したいため、地方自治法第196条第１項の規定に基づき、議会の同意を求める

ため御提案申し上げます。 

 内容につきましては、総務課長に説明をさせますので、よろしく御審議をお願いいたします。 

○総務課長（政村勇二君） 

 大和村監査委員の選任について、内容の御説明を申し上げます。 

 専任の同意を求めております委員は、住所、鹿児島県大島郡大和村大字湯湾釜261番地、氏名、

藏 正、生年月日、昭和38年８月８日であります。履歴の主な内容につきましては、お配りしてあ

ります資料のとおりであります。 
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 御同意方よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（奥田忠廣君） 

 ただいま議題となっております大和村監査委員の選任については、議会で推薦した案件のため、

質疑討論は省略したいと思いますが、御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 これから、同意第１号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。 

 本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。 

[賛成者起立] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 起立多数であります。 

 したがって、同意第１号、大和村監査委員の選任について同意を求める件は、同意することに決

定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第14 議員派遣の件について 

〇議長（奥田忠廣君） 

 日程第14、議員派遣の件についてを議題といたします。 

 議員派遣の件については、お手元にお配りしましたとおり派遣することにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣の件については、お手元にお配りしましたとおり派遣することに決定いた

しました。 

 なお、派遣議員及び日程等に変更が生じた場合には、議長に一任していただきたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、議員派遣は変更が生じた場合には議長に一任することに決定いたしました。 

－－－－－－－－〇－－－－－－－－ 

 日程第15 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について 

〇議長（奥田忠廣君） 
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 日程第15、議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件を議題といたします。 

 議会運営委員長から議会規則第75条の規定によって、お手元にお配りしました本議会の会期日程

など、議会の運営に関する事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

 お諮りします。 

 委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

〇議長（奥田忠廣君） 

 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

 これで、本日の日程は全部終了いたしました。 

 会議を閉じます。 

 以上をもちまして、令和６年度第１回大和村議会定例会を閉会します。 

閉会 午後 ２時００分 
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